
　

少
子
高
齢
化
と
年
金
65
歳
以
上
に

よ
り
元
気
な
う
ち
は
い
つ
ま
で
も
働

く
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な
り
、
今

ま
で
60
歳
に
な
れ
ば
退
職
し
て
村
の

こ
と
や
家
の
こ
と
に
関
わ
る
こ
と
が

当
た
り
前
で
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の

方
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
れ
ば
65
歳

ま
で
働
き
ま
す
。
こ
う
な
る
と
村
の

た
め
に
役
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
方
が
不
足
す
る
の
は
当
然
の

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
由
良
地
区
公
民
館
も
現

状
に
合
う
よ
う
に
組
織
の
見
直
し
を

す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

　

４
月
22
日
に
由
良
地
区
公
民
館
運

営
審
議
会
を
開
催
し
、
由
良
地
区
公

民
館
規
約
及
び
人
事
内
規
の
改
正
を

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
説
明
を
い
た

し
ま
す
。

「
規
約
」

○
第
２
条　

由
良
地
区
公
民
館
に
、

　

各
自
治
会
を
単
位
と
す
る
分
館
を

　

設
け
る
。
こ
の
第
２
条
は
削
除
い

　

た
し
ま
し
た
。
分
館
を
な
く
し
た

　

と
い
う
事
で
す
。
理
由
は
、
分
館

　

と
し
て
行
う
事
が
な
く
な
っ
た
か

　

ら
で
す
。
分
館
の
事
業
が
無
い
の

　

に
加
え
て
四
部
対
抗
の
事
業
が
で

　

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

○
第
５
条　

公
民
館
に
次
の
役
員
を

　

置
く
。

　

館
長
１
名　

主
事
１
名

由
良
地
区
公
民
館
規
約
及
び
人
事
内
規
の
改
正

由
良
地
区
公
民
館
長
　
千
　
坂
　
幸
　
雄

　

分
館
長
（
分
館
ご
と
に
１
名
）

　

文
化
部
員　

体
育
部
員

　

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
分
館
長

　

文
化
部
員
、
体
育
部
員
を
削
除
し

　

以
下
の
と
お
り
と
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
活
動
員　

各
地
区
若
干
名

　

地
区
代
表　

公
民
館
活
動
員
よ
り

　

互
選
で
各
地
区
１
名
選
出

　

理
由
は
役
員
の
人
数
を
絞
る
事
で

　

各
地
区
か
ら
の
選
出
が
楽
に
な
る

　

こ
と
で
す
。
選
出
さ
れ
た
公
民
館

　

活
動
員
全
員
で
公
民
館
事
業
に
つ

　

い
て
考
え
、
事
業
の
運
営
に
携
わ

　

っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か

　

と
思
い
ま
す
。

「
人
事
内
規
」

○
運
営
審
議
会
委
員
の
任
期
が
２
ヵ

　

年
と
な
っ
て
い
た
の
を
１
ヵ
年
と

　

し
ま
し
た
。

○
公
民
館
活
動
員
の
任
期
は
１
ヵ
年

　

と
し
ま
し
た
。

※

運
営
審
議
会
委
員
、
公
民
館
活
動

　

員
共
に
再
任
を
妨
げ
な
い
と
な
っ

　

て
い
ま
す
。

　

地
区
の
皆
様
に
と
っ
て
公
民
館
が

生
涯
学
習
の
場
と
な
り
、
知
的
に
体

力
的
に
有
意
義
な
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
館
長
、
主
事
及
び

公
民
館
活
動
員
の
や
る
気
と
地
区
の

皆
様
の
参
加
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。

　

公
民
館
の
事
業
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
是
非
と
も
多
く
の
方
の

参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
公
民
館
だ
よ
り
に
事
業
計

画
を
載
せ
て
い
ま
す
が
、
事
業
の
前

に
は
回
覧
又
は
各
戸
配
布
で
事
業
の

案
内
を
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

７
、
８
ペ
ー
ジ
目
に
新
し
い
由
良

　

地
区
公
民
館
規
約
及
び
人
事
内
規

　

を
載
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
規
約
及
び
人
事
内
規
は
令
和

　

６
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
い
た
し

　

ま
す
。

令和5年7月発行（1）第178号 由良公民館だより
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駅
前
通
り
除
草
作
業
と

　
　
　
芝
桜
の
苗
増
殖

行
事
報
告

主
事
　
千
坂　

昌
子

実
施
日　

4
月
23
日
（
日
）

参
加
者　

20
名

　
　
　
　
（
内　

子
ど
も
2
名

　
　
　
　

オ
リ
ー
ブ
を
育
て
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　

公
民
館
役
員
）

　

昨
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
駅
前

通
り
を
桜
の
後
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
美
化
活
動
と
し
ま
し
て
、

今
年
も
芝
桜
を
沢
山
植
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

浜
野
路
夕
月
サ
ロ
ン
の
方
に
除

草
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
の
で
、
植
え
付
け
作
業
も
と

て
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し
た
。

天
気
も
良
く
、
苗
の
植
え
方
も
勉

強
出
来
て
気
持
ち
の
良
い
一
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
美
し
く
な
り
ま
す
の
で

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
由
良
ヶ
嶽
登
山

実
施
日　

5
月
３
日
（
水
）

参
加
者　

79
名

　　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
一
日
に
な
り

ま
し
た
。
は
ま
の
子
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
8
時
30
分
よ
り
受
付
開
始
、
説

明
の
後
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
、
さ

あ
出
発
で
す
。

　

１
歳
児
か
ら
78
歳
ま
で
総
勢
79

名
の
登
山
で
す
。
29
日
に
登
ら
れ

た
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
昨
年
の
参

加
者
46
名
を
大
幅
に
上
回
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

参
加
地
域
は
、
宮
津
、
伊
根
、

与
謝
野
町
、京
丹
後
、舞
鶴
、綾
部
、

福
知
山
、
大
阪
、
埼
玉
、
滋
賀
、

福
井
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

今
回
は
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
ま

し
た
の
で
東
峰
、
西
峰
か
ら
の
眺

め
は
素
晴
ら
し
く
、
満
足
さ
れ
て

い
た
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

　　

公
民
館
か
ら
参
加
者
の
方
々
に

①
登
山
証
明
書

②
記
念
ボ
ー
ル
ペ
ン

③
お
菓
子

を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

　　

今
後
の
課
題
を
申
し
上
げ
ま
す

と　

由
良
地
区
在
住
者
の
参
加
が

少
な
く
、
少
し
寂
し
く
想
い
ま
し

た
。

　

出
来
る
範
囲
（
頂
上
ま
で
で
は

な
く
て
、
２
合
目
、
３
合
目
等
も

オ
ー
ケ
ー
な
の
で
す
）
で
運
動
不

足
を
解
消
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で

す
。

由
良
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
三
庄
太
夫
」

実
施
日　

5
月
28
日
（
日
）

参
加
者　

13
名

            

（ 

由
良
地
区
民　

10
名

　
　

           

地
区
外　
　

３
名 

） 

　

今
回
は
、
由
良
地
区
探
訪
の
中

で
も
歴
史
、
加
藤
正
一
先
生
に
よ

り
ま
す
「
三
庄
太
夫
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
由
良
地
区
解
説
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
し

た
。

　

午
前
9
時　

公
民
館
前
に
集
合

北
野
御
膳
宮　

如
意
寺　

宝
筺
印

塔
（
三
庄
太
夫
の
首
塚
）　

柴
勧
進

　

首
挽
松　

森
鴎
外
文
学
碑　

汐

汲
み
浜　

他

　

 

一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
如
意
寺
の

「
金
焼
地
蔵
菩
薩
座
像
」
御
開
帳
で

し
た
。
鎌
倉
時
代
に
活
躍
し
た
仏

師
快
慶
の
作
品
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
由
良
の
魅

力
満
載
で
す
。

　

大
人
も
こ
ど
も
た
ち
も
、
幅
広

く
見
聞
き
す
る
こ
と
で
将
来
の
ど

ん
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　

自
分
た
ち
が
暮
ら
す
所
に
興
味

関
心
を
持
ち
た
い
で
す
。

　

次
回
、
多
数
の
由
良
地
区
の
皆

様
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

令和5年7月発行 第178号（2）由良公民館だより



実
施
日　

4
月
23
日
（
日
）

参
加
者　

20
名

　
　
　
　
（
内　

子
ど
も
2
名

　
　
　
　

オ
リ
ー
ブ
を
育
て
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　

公
民
館
役
員
）

　

昨
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
駅
前

通
り
を
桜
の
後
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
美
化
活
動
と
し
ま
し
て
、

今
年
も
芝
桜
を
沢
山
植
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

浜
野
路
夕
月
サ
ロ
ン
の
方
に
除

草
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
の
で
、
植
え
付
け
作
業
も
と

て
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し
た
。

天
気
も
良
く
、
苗
の
植
え
方
も
勉

強
出
来
て
気
持
ち
の
良
い
一
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
美
し
く
な
り
ま
す
の
で

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
由
良
ヶ
嶽
登
山

実
施
日　

5
月
３
日
（
水
）

参
加
者　

79
名

　　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
一
日
に
な
り

ま
し
た
。
は
ま
の
子
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
8
時
30
分
よ
り
受
付
開
始
、
説

明
の
後
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
、
さ

あ
出
発
で
す
。

　

１
歳
児
か
ら
78
歳
ま
で
総
勢
79

名
の
登
山
で
す
。
29
日
に
登
ら
れ

た
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
昨
年
の
参

加
者
46
名
を
大
幅
に
上
回
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

参
加
地
域
は
、
宮
津
、
伊
根
、

与
謝
野
町
、京
丹
後
、舞
鶴
、綾
部
、

福
知
山
、
大
阪
、
埼
玉
、
滋
賀
、

福
井
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

今
回
は
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
ま

し
た
の
で
東
峰
、
西
峰
か
ら
の
眺

め
は
素
晴
ら
し
く
、
満
足
さ
れ
て

い
た
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

　　

公
民
館
か
ら
参
加
者
の
方
々
に

①
登
山
証
明
書

②
記
念
ボ
ー
ル
ペ
ン

③
お
菓
子

を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

　　

今
後
の
課
題
を
申
し
上
げ
ま
す

と　

由
良
地
区
在
住
者
の
参
加
が

少
な
く
、
少
し
寂
し
く
想
い
ま
し

た
。

　

出
来
る
範
囲
（
頂
上
ま
で
で
は

な
く
て
、
２
合
目
、
３
合
目
等
も

オ
ー
ケ
ー
な
の
で
す
）
で
運
動
不

足
を
解
消
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で

す
。

由
良
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
三
庄
太
夫
」

実
施
日　

5
月
28
日
（
日
）

参
加
者　

13
名

            

（ 

由
良
地
区
民　

10
名

　
　

           

地
区
外　
　

３
名 

） 

　

今
回
は
、
由
良
地
区
探
訪
の
中

で
も
歴
史
、
加
藤
正
一
先
生
に
よ

り
ま
す
「
三
庄
太
夫
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
由
良
地
区
解
説
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
し

た
。

　

午
前
9
時　

公
民
館
前
に
集
合

北
野
御
膳
宮　

如
意
寺　

宝
筺
印

塔
（
三
庄
太
夫
の
首
塚
）　

柴
勧
進

　

首
挽
松　

森
鴎
外
文
学
碑　

汐

汲
み
浜　

他

　

 

一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
如
意
寺
の

「
金
焼
地
蔵
菩
薩
座
像
」
御
開
帳
で

し
た
。
鎌
倉
時
代
に
活
躍
し
た
仏

師
快
慶
の
作
品
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
由
良
の
魅

力
満
載
で
す
。

　

大
人
も
こ
ど
も
た
ち
も
、
幅
広

く
見
聞
き
す
る
こ
と
で
将
来
の
ど

ん
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　

自
分
た
ち
が
暮
ら
す
所
に
興
味

関
心
を
持
ち
た
い
で
す
。

　

次
回
、
多
数
の
由
良
地
区
の
皆

様
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

令和5年7月発行（3）第178号 由良公民館だより



令和５年度の役員
由良地区公民館運営審議会委員　（順不同・敬称略）

由良地区公民館役員　（順不同・敬称略）
公民館長　千坂　幸雄　　　主　事　千坂　昌子

脇

宮　本

浜野路

港

下石浦

上石浦

地　区

　濱本　喜彦

　山口　泰輝

　中西　泰之

　中西　達也

◎山下　　昇

○山下　正貴　　　　　　

分　館　長

◎濵本　喜彦
　岡本　重幸

　
　坂根　康則
　山口　泰輝

　
　中西　悦子
　濱野　優子

　小西まつ枝
◯中西　達也
　
　山下　　昇

　木村すなを
　山下　正貴
　

　奥野　稔浩
　北野　晃次

　浪江　晃太
　森本　泰広

◎吉成　博一
　吉田　有紀
◯森田美砂子
　中西　泰之
　
　山下　剛敏
　小室　和子

　岸田　　誠
　森　　　葵

　野村　雄治
　　

文　化　部 体　育　部 備　考

注　　◎ 印…分館長は代表　　各部は部長　　〇 印…分館長は副代表　各部は副部長

自治連合会　　　会長

脇自治会　　　　会長

宮本自治会　　　会長

浜野路自治会　　会長

港自治会　　　　会長

下石浦自治会　　会長

上石浦自治会　　会長

由良松寿会　　　会長

団　体　名

濱本　喜彦

磯田　淳一

由利　昭弘

田中　昭彦

中尾　満久

柴田　克己

藤本　徳雄

山田　耕助

氏　　　名

由良の歴史をさぐる会　会長

由良実業会　　　　　　会長

由良観光組合　　　　組合長

由良子供会連絡協議会　会長

栗田中学校ＰＴＡ　　　会計

栗田小学校ＰＴＡ　地区委員

由良地区公民館　　　　館長

由良地区公民館　　　　主事

団　体　名

加藤　正一

松林　威寿

田村　光広

宇都　浩幸

松本　典子

森下　沙織

千坂　幸雄

千坂　昌子

氏　　　名

体育部講師

令和5年7月発行 第178号（4）由良公民館だより



駅前通り芝桜除草作業４月２３日（日）９：００

駅前通り芝桜除草作業４月２３日（日）９：００

12月17日（日）
10 : 00

子供料理教室（餅つき）
由良子供会連絡協議会と共催

文化部
期　　　日

年 3回（7月・11月・3月）

7月29日（土）

11月5日（日）
準備：11月5日（土）

公民館だより発行

盆踊り（ふるさと祭実行委員会とえいへいや踊り保存会協力事業）

由良地区文化祭（会場：はまの子体育館及びグラウンド　）　

行　事　内　容

令和５年度の事業計画

体育部
期　　　日

４月29日（土）8：30

7 月 16 日（日）9：00

10月15日（日）9：00
予備日10月22日（日）9：00

第 55回由良ヶ嶽登山（予備日　5月3日）

ニュースポーツ

グラウンドゴルフ大会（団体戦）

行　事　内　容

健康広場（ウォーキングを中心に）

由良ヶ嶽登山道整備作業　4月18日（火）　 8：30　公民館、自治連、観光組合
グラウンド除草作業    　  9月  3日（日）   17：00　公民館、自治連、地区民

期　　　日

5月28日（日）  9 : 00

9月30日（土）  8 : 30

１月～３月

由良の歴史ウォーキング（三庄太夫）

由良地区外ウォーキング

卓球教室（土曜日　連続講座）

行　事　内　容

子どものびのび体験活動
期　　　日 行　事　内　容

公民館の事業は老若男女問わず多くの方が集まり、交流することで一人一人が
元気になってもらう場です。そうすることで地域も元気になります。
由良地区の多くの皆様の参加をお願いいたします。
（各戸１年間分1,440円を公民館費としていただいています。）

令和5年7月発行（5）第178号 由良公民館だより



令和４年度　由良地区公民館　決算報告書
一般会計（自治会協力金）

自　令和4年 4月1日
至　令和5年3月31日

（単位：円）収入の部

繰越金

公民館費

各種補助金

雑収入

会議費
事務費
旅費
通信費
文化部費
体育部費
健康広場費
助成費
渉外費
慶弔費
備品費
子供活動費
消耗品費
施設管理費
予備費

35,000
15,000
50,000
2,000
100,000
100,000
20,000
70,000
45,000
15,000
300,000
30,000
10,000
50,000
179,634

1,021,634

17,940
2,079
33,366
2,050
88,782
42,904
5,103
76,400
4,000
0

247,500
6,100
6,492
31,180
153,475

717,371

△ 17,060
△ 12,921
△ 16,634

50
△ 11,218
△ 57,096
△ 14,897
6,400

△ 41,000
△ 15,000
△ 52,500
△ 23,900
△ 3,508
△ 18,820
△ 26,159

△ 304,263

お茶　役員用ボールペン

クリアーファイル、マグネットシート

館長、主事旅費

公民館だより郵送　庄内由良へ写真郵送

文化祭経費（景品　謝礼　袋など）

柴桜苗　お茶　登山とニュースポーツ時の菓子

資料館入館料、七曲八峠帰路運賃代など
ふるさと祭り協賛金、１０団体活動助成費、
市民卓球参加旅費　さくら祭協賛金

保護観察協会会費　公民館掃除謝礼

展示パネル３枚

餅つきの材料費

乾電池　蜂駆除スプレー　体育館トイレスリッパ

公民館管理費　チェーンソー用クサビ

盆踊り提灯一式　やぐら寄贈謝礼　
庄内由良訪問写真など

項　　目 予 算 額 決 算 額

0

△ 10,520

0

前年度より

120円×12月×334 戸 - 振込手数料 440円

預金利息6円　記念誌等売上金6,000円

増 減 額 摘 　 　 　 要

項　　目 予 算 額 決 算 額 増 減 額 摘 　 　 　 要
支出の部

差引残高　　299,744 円　は次年度に繰越します。

令和 5 年 3月31日

由良地区公民館　館長　千坂　幸雄　　㊞

由良自治連合会　会長　濱本　喜彦　　㊞

由良自治連合会　会計　竹内　義行　　㊞

会計監査の結果、適正に処理されていることを認めます。

令和 5 年４月6日

合　　計

合　　計

　530,589
491,040 480,520

0 0

5 6,006 6,001

1,021,634 1,017,115 △ 4,519

　530,589

第
1
条 　

運
営
審
議
会
委
員
は
（
以

下
運
営
委
員
と
い
う
）
館
長
が
選

考
し
、
委
嘱
す
る
。

第
2
条　

運
営
委
員
は
、
自
治
連
合

会
長
及
び
各
自
治
会
長
、
市
議
会

議
員
、
前
公
民
館
長
、
学
識
経
験
者
、

小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
由
良
松
寿
会

長
、
子
供
会
連
絡
協
議
会
長
、
人

権
擁
護
委
員
、
観
光
組
合
長
、
実

業
会
長
、
由
良
の
歴
史
を
さ
ぐ
る

会
会
長
、
公
民
館
長
・
主
事
等
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

第
3
条　

運
営
委
員
の
任
期
は
１
ヵ

年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
但

し
職
責
を
離
れ
た
場
合
は
委
員
を

退
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
4
条 　

館
長
は
自
治
連
合
会
長
が

推
薦
し
、
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す

る
。

第
5
条 　

館
長
の
任
期
は
2
ヵ
年
と

し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
6
条 　

主
事
は
館
長
が
選
考
し
、

自
治
連
合
会
長
が
推
薦
し
、
教
育

委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

第
7
条　

主
事
の
任
期
は
2
ヵ
年
と

し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
8
条 　

公
民
館
活
動
員
は
、
自

治
会
長
が
推
薦
し
、
館
長
が
委

嘱
す
る
。

第
9
条 　

公
民
館
活
動
員
の
任
期

は
１
ヵ
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ

な
い
。

第
10
条　

地
区
代
表
を
各
地
区
１

名
、
公
民
館
活
動
員
の
中
か
ら

選
出
す
る
。（
互
選
に
よ
り
）

第
11
条　

公
民
館
職
員
が
会
議
な

ど
で
地
区
外
に
出
張
す
る
時
は
、

別
紙
の
旅
費
支
払
申
請
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
複
数
の
者
が
出
張
す
る

た
め
自
動
車
に
乗
り
合
せ
た
場

合
は
、
車
の
提
供
者
の
み
に
支

払
す
る
も
の
と
し
、
地
区
ご
と

に
料
金
を
統
一
し
、
１
ｋ
ｍ
当

た
り
37
円
と
す
る
。
な
お
、
官

用
車
に
乗
り
合
せ
る
場
合
は
支

給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

附　

則

こ
の
内
規
は
平
成
14
年
5
月
1
日

よ
り
実
施
す
る
。

一
部
改
正　

平
成
27
年
4
月
1
日　
　

一
部
改
正　

令
和
5
年
4
月
22
日

（
令
和
6
年
4
月
1
日
よ
り
実
施
）

第
１
条
（
目
的
）

　
　

由
良
地
区
公
民
館
は
、
由
良

地
区
民
の
た
め
に
、
実
際
生
活

に
即
し
た
教
育
、
学
術
及
び
文

化
に
関
す
る
各
種
の
事
業
を
行

い
、
も
っ
て
住
民
の
教
養
の
向

上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純

化
を
図
り
生
活
文
化
の
振
興
、

社
会
福
祉
の
増
進
、
自
活
能
力

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

第
２
条
（
事　

業
）

　

第
1
条
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、

お
お
む
ね
次
の
事
業
を
行
う
。

１
．
各
種
の
学
級
を
実
施
す
る
こ

と
。

２
．
定
期
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
。

３
．
討
論
会
、
講
習
会
、
講
演
会
、

実
習
会
、
展
示
会
等
を
開
催
す

る
こ
と
。

４
．
図
書
、
記
録
、
模
型
、
資
料

等
を
備
え
そ
の
利
用
を
図
る
こ

と
。

５
．
体
育
、
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
に
関
す
る
集
会
を
開
催
す
る

こ
と
。

６
．
各
種
の
団
体
、
機
関
と
の
連

絡
を
図
る
こ
と
。

７
．
そ
の
施
設
を
住
民
の
集
会
、
そ

の
他
の
公
共
的
利
用
に
供
す
る
こ

と
。

第
３
条
（
運
営
方
針
）

　

公
民
館
は
次
の
行
為
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。

１
．
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
及
び

こ
れ
を
援
助
す
る
こ
と
。

２
．
特
定
の
政
党
、
ま
た
は
公
私
の

選
挙
に
関
し
て
特
定
の
候
補
者
を

支
援
す
る
こ
と
。

３
．特
定
の
宗
教
を
支
持
す
る
こ
と
。

第
４
条 （
役　

員
）

　

公
民
館
に
次
の
役
員
を
置
く
。

館
長　

　

１
名　

主
事　

1
名

公
民
館
活
動
員　

　

各
地
区
よ
り
若
干
名

地
区
代
表　

　

公
民
館
活
動
員
よ
り
互
選
で
各
地

区
１
名
選
出

第
５
条 （
運
営
審
議
会
）

　

公
民
館
に
運
営
審
議
会
を
置
く
。

運
営
審
議
会
は
、
館
長
の
諮
問
に

応
じ
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種
の

事
業
の
企
画
実
施
に
つ
き
、
調
査

審
議
す
る
も
の
と
す
る
。

第
６
条 （
会　

計
）

　

公
民
館
の
経
費
は
、
市
配
分
金
、

自
治
会
協
力
金
、
補
助
金
、
寄

付
金
、
及
び
そ
の
他
の
収
入
を

も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
、
会
計
年

度
は
4
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月

31
日
ま
で
と
す
る
。

第
７
条
（
旅　

費
）

　

公
民
館
職
員
が
会
議
な
ど
で
地

区
外
に
自
家
用
車
で
出
張
す
る

と
き
の
旅
費
支
払
に
つ
い
て
は
、

内
規
で
定
め
る
。

附　

則　
　

こ
の
規
約
は
平
成
14
年
5
月
10
日

よ
り
実
施
す
る
。

一
部
改
正　

平
成
24
年
4
月
1
日

一
部
改
正　

平
成
27
年
4
月
1
日

一
部
改
正　

令
和
5
年
4
月
22
日

（
令
和
6
年
4
月
1
日
よ
り
実
施
）

令和5年7月発行 第178号（6）由良公民館だより



令和５年度　由良地区公民館予算書
一般会計（自治会協力金）

自　令和5年4月  1日
至　令和6年3月31日

（単位：円）収入の部

繰越金
公民館費
各種補助金
雑収入

530,589
491,040

0
5

1,021,634

299,744
480,960

0
5

780,709

△ 230,845
△ 10,080

0
0

△ 240,925

120 円×334 戸×12月

貯金利子

科　　目 ４年度予算額 ５年度予算額 増減額 備　　考

合　計

支出の部

会議費
事務費
旅費
通信費
文化部費
体育部費
健康広場費
助成費
渉外費
慶弔費
備品費
子供活動費
消耗品費
施設管理費
予備費

35,000
15,000
50,000
2,000

100,000
100,000
20,000
70,000
45,000
15,000
300,000
30,000
10,000
50,000
179,634
1,021,634

35,000
10,000
50,000
3,000

100,000
60,000
10,000
80,000
20,000
15,000
250,000

　　20,000
10,000
40,000
77,709
780,709

0
△ 5,000

0
1,000
0

△ 40,000
△ 10,000
10,000

△ 25,000
0

△ 50,000
△ 10,000

0
△ 10,000
△ 101,925
△ 240,925

お茶、役員用ボールペン他

プリンターインク、ファイル他

館長、主事
公民館だより郵送料他

各活動クラブ ふるさと祭

保護観察協会、公民館清掃他

展示パネル ３枚

乾電池等
施設管理費 30,000 円　他

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

科　　目 4 年度予算額 5 年度予算額 増減額 備　　考

合　計

令和 5 年 4月10日
由良地区公民館
      館長　千坂　幸雄

26,868
9,210
40,182
1,500
41,843
17,070

80,068
37,028

0
28,420
9,369
1,346
17,483
100,000
410,387

35,000
15,000
35,589
6,262
48,384
1,520

71,400
41,827
5,165
53,158
19,011

0
36,561

0
504,577

35,000
15,000
71,400
41,827
5,165
53,158

54,000
4,860
0

54,182
0

3,620
17,530
38,205
240,045

31,044
10,427
27,158
1,754
0

6,518

54,000
4,000
0

286,050
0

5,581
15,000

0
441,532

17,940
2,079
33,366
2,050
88,782
42,904
5,103
76,400
4,000
0

247,500
6,100
6,492
31,180
153,475
717,371

３０年度　 １年度　  ２年度　  ３年度　  ４年度

宮津市より配分
体育部費として33,850円
①登山ボールペン100本　25,300円
　　　　　残56本　　単価220円
②GG大会景品　　　8,550円

第
1
条 　

運
営
審
議
会
委
員
は
（
以

下
運
営
委
員
と
い
う
）
館
長
が
選

考
し
、
委
嘱
す
る
。

第
2
条　

運
営
委
員
は
、
自
治
連
合

会
長
及
び
各
自
治
会
長
、
市
議
会

議
員
、
前
公
民
館
長
、
学
識
経
験
者
、

小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
由
良
松
寿
会

長
、
子
供
会
連
絡
協
議
会
長
、
人

権
擁
護
委
員
、
観
光
組
合
長
、
実

業
会
長
、
由
良
の
歴
史
を
さ
ぐ
る

会
会
長
、
公
民
館
長
・
主
事
等
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

第
3
条　

運
営
委
員
の
任
期
は
１
ヵ

年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
但

し
職
責
を
離
れ
た
場
合
は
委
員
を

退
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
4
条 　

館
長
は
自
治
連
合
会
長
が

推
薦
し
、
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す

る
。

第
5
条 　

館
長
の
任
期
は
2
ヵ
年
と

し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
6
条 　

主
事
は
館
長
が
選
考
し
、

自
治
連
合
会
長
が
推
薦
し
、
教
育

委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

第
7
条　

主
事
の
任
期
は
2
ヵ
年
と

し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
8
条 　

公
民
館
活
動
員
は
、
自

治
会
長
が
推
薦
し
、
館
長
が
委

嘱
す
る
。

第
9
条 　

公
民
館
活
動
員
の
任
期

は
１
ヵ
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ

な
い
。

第
10
条　

地
区
代
表
を
各
地
区
１

名
、
公
民
館
活
動
員
の
中
か
ら

選
出
す
る
。（
互
選
に
よ
り
）

第
11
条　

公
民
館
職
員
が
会
議
な

ど
で
地
区
外
に
出
張
す
る
時
は
、

別
紙
の
旅
費
支
払
申
請
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
複
数
の
者
が
出
張
す
る

た
め
自
動
車
に
乗
り
合
せ
た
場

合
は
、
車
の
提
供
者
の
み
に
支

払
す
る
も
の
と
し
、
地
区
ご
と

に
料
金
を
統
一
し
、
１
ｋ
ｍ
当

た
り
37
円
と
す
る
。
な
お
、
官

用
車
に
乗
り
合
せ
る
場
合
は
支

給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

附　

則

こ
の
内
規
は
平
成
14
年
5
月
1
日

よ
り
実
施
す
る
。

一
部
改
正　

平
成
27
年
4
月
1
日　
　

一
部
改
正　

令
和
5
年
4
月
22
日

（
令
和
6
年
4
月
1
日
よ
り
実
施
）

第
１
条
（
目
的
）

　
　

由
良
地
区
公
民
館
は
、
由
良

地
区
民
の
た
め
に
、
実
際
生
活

に
即
し
た
教
育
、
学
術
及
び
文

化
に
関
す
る
各
種
の
事
業
を
行

い
、
も
っ
て
住
民
の
教
養
の
向

上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純

化
を
図
り
生
活
文
化
の
振
興
、

社
会
福
祉
の
増
進
、
自
活
能
力

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

第
２
条
（
事　

業
）

　

第
1
条
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、

お
お
む
ね
次
の
事
業
を
行
う
。

１
．
各
種
の
学
級
を
実
施
す
る
こ

と
。

２
．
定
期
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
。

３
．
討
論
会
、
講
習
会
、
講
演
会
、

実
習
会
、
展
示
会
等
を
開
催
す

る
こ
と
。

４
．
図
書
、
記
録
、
模
型
、
資
料

等
を
備
え
そ
の
利
用
を
図
る
こ

と
。

５
．
体
育
、
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
に
関
す
る
集
会
を
開
催
す
る

こ
と
。

６
．
各
種
の
団
体
、
機
関
と
の
連

絡
を
図
る
こ
と
。

７
．
そ
の
施
設
を
住
民
の
集
会
、
そ

の
他
の
公
共
的
利
用
に
供
す
る
こ

と
。

第
３
条
（
運
営
方
針
）

　

公
民
館
は
次
の
行
為
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。

１
．
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
及
び

こ
れ
を
援
助
す
る
こ
と
。

２
．
特
定
の
政
党
、
ま
た
は
公
私
の

選
挙
に
関
し
て
特
定
の
候
補
者
を

支
援
す
る
こ
と
。

３
．特
定
の
宗
教
を
支
持
す
る
こ
と
。

第
４
条 （
役　

員
）

　

公
民
館
に
次
の
役
員
を
置
く
。

館
長　

　

１
名　

主
事　

1
名

公
民
館
活
動
員　

　

各
地
区
よ
り
若
干
名

地
区
代
表　

　

公
民
館
活
動
員
よ
り
互
選
で
各
地

区
１
名
選
出

第
５
条 （
運
営
審
議
会
）

　

公
民
館
に
運
営
審
議
会
を
置
く
。

運
営
審
議
会
は
、
館
長
の
諮
問
に

応
じ
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種
の

事
業
の
企
画
実
施
に
つ
き
、
調
査

審
議
す
る
も
の
と
す
る
。

第
６
条 （
会　

計
）

　

公
民
館
の
経
費
は
、
市
配
分
金
、

自
治
会
協
力
金
、
補
助
金
、
寄

付
金
、
及
び
そ
の
他
の
収
入
を

も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
、
会
計
年

度
は
4
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月

31
日
ま
で
と
す
る
。

第
７
条
（
旅　

費
）

　

公
民
館
職
員
が
会
議
な
ど
で
地

区
外
に
自
家
用
車
で
出
張
す
る

と
き
の
旅
費
支
払
に
つ
い
て
は
、

内
規
で
定
め
る
。

附　

則　
　

こ
の
規
約
は
平
成
14
年
5
月
10
日

よ
り
実
施
す
る
。

一
部
改
正　

平
成
24
年
4
月
1
日

一
部
改
正　

平
成
27
年
4
月
1
日

一
部
改
正　

令
和
5
年
4
月
22
日

（
令
和
6
年
4
月
1
日
よ
り
実
施
）

由良地区公民館人事内規（令和６年度より実施）

令和5年7月発行（7）第178号 由良公民館だより



第
1
条 　

運
営
審
議
会
委
員
は
（
以

下
運
営
委
員
と
い
う
）
館
長
が
選

考
し
、
委
嘱
す
る
。

第
2
条　

運
営
委
員
は
、
自
治
連
合

会
長
及
び
各
自
治
会
長
、
市
議
会

議
員
、
前
公
民
館
長
、
学
識
経
験
者
、

小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
由
良
松
寿
会

長
、
子
供
会
連
絡
協
議
会
長
、
人

権
擁
護
委
員
、
観
光
組
合
長
、
実

業
会
長
、
由
良
の
歴
史
を
さ
ぐ
る

会
会
長
、
公
民
館
長
・
主
事
等
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

第
3
条　

運
営
委
員
の
任
期
は
１
ヵ

年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
但

し
職
責
を
離
れ
た
場
合
は
委
員
を

退
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
4
条 　

館
長
は
自
治
連
合
会
長
が

推
薦
し
、
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す

る
。

第
5
条 　

館
長
の
任
期
は
2
ヵ
年
と

し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
6
条 　

主
事
は
館
長
が
選
考
し
、

自
治
連
合
会
長
が
推
薦
し
、
教
育

委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

第
7
条　

主
事
の
任
期
は
2
ヵ
年
と

し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
8
条 　

公
民
館
活
動
員
は
、
自

治
会
長
が
推
薦
し
、
館
長
が
委

嘱
す
る
。

第
9
条 　

公
民
館
活
動
員
の
任
期

は
１
ヵ
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ

な
い
。

第
10
条　

地
区
代
表
を
各
地
区
１

名
、
公
民
館
活
動
員
の
中
か
ら

選
出
す
る
。（
互
選
に
よ
り
）

第
11
条　

公
民
館
職
員
が
会
議
な

ど
で
地
区
外
に
出
張
す
る
時
は
、

別
紙
の
旅
費
支
払
申
請
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
複
数
の
者
が
出
張
す
る

た
め
自
動
車
に
乗
り
合
せ
た
場

合
は
、
車
の
提
供
者
の
み
に
支

払
す
る
も
の
と
し
、
地
区
ご
と

に
料
金
を
統
一
し
、
１
ｋ
ｍ
当

た
り
37
円
と
す
る
。
な
お
、
官

用
車
に
乗
り
合
せ
る
場
合
は
支

給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

附　

則

こ
の
内
規
は
平
成
14
年
5
月
1
日

よ
り
実
施
す
る
。

一
部
改
正　

平
成
27
年
4
月
1
日　
　

一
部
改
正　

令
和
5
年
4
月
22
日

（
令
和
6
年
4
月
1
日
よ
り
実
施
）

第
１
条
（
目
的
）

　
　

由
良
地
区
公
民
館
は
、
由
良

地
区
民
の
た
め
に
、
実
際
生
活

に
即
し
た
教
育
、
学
術
及
び
文

化
に
関
す
る
各
種
の
事
業
を
行

い
、
も
っ
て
住
民
の
教
養
の
向

上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純

化
を
図
り
生
活
文
化
の
振
興
、

社
会
福
祉
の
増
進
、
自
活
能
力

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

第
２
条
（
事　

業
）

　

第
1
条
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、

お
お
む
ね
次
の
事
業
を
行
う
。

１
．
各
種
の
学
級
を
実
施
す
る
こ

と
。

２
．
定
期
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
。

３
．
討
論
会
、
講
習
会
、
講
演
会
、

実
習
会
、
展
示
会
等
を
開
催
す

る
こ
と
。

４
．
図
書
、
記
録
、
模
型
、
資
料

等
を
備
え
そ
の
利
用
を
図
る
こ

と
。

５
．
体
育
、
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
に
関
す
る
集
会
を
開
催
す
る

こ
と
。

６
．
各
種
の
団
体
、
機
関
と
の
連

絡
を
図
る
こ
と
。

７
．
そ
の
施
設
を
住
民
の
集
会
、
そ

の
他
の
公
共
的
利
用
に
供
す
る
こ

と
。

第
３
条
（
運
営
方
針
）

　

公
民
館
は
次
の
行
為
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。

１
．
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
及
び

こ
れ
を
援
助
す
る
こ
と
。

２
．
特
定
の
政
党
、
ま
た
は
公
私
の

選
挙
に
関
し
て
特
定
の
候
補
者
を

支
援
す
る
こ
と
。

３
．特
定
の
宗
教
を
支
持
す
る
こ
と
。

第
４
条 （
役　

員
）

　

公
民
館
に
次
の
役
員
を
置
く
。

館
長　

　

１
名　

主
事　

1
名

公
民
館
活
動
員　

　

各
地
区
よ
り
若
干
名

地
区
代
表　

　

公
民
館
活
動
員
よ
り
互
選
で
各
地

区
１
名
選
出

第
５
条 （
運
営
審
議
会
）

　

公
民
館
に
運
営
審
議
会
を
置
く
。

運
営
審
議
会
は
、
館
長
の
諮
問
に

応
じ
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種
の

事
業
の
企
画
実
施
に
つ
き
、
調
査

審
議
す
る
も
の
と
す
る
。

第
６
条 （
会　

計
）

　

公
民
館
の
経
費
は
、
市
配
分
金
、

自
治
会
協
力
金
、
補
助
金
、
寄

付
金
、
及
び
そ
の
他
の
収
入
を

も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
、
会
計
年

度
は
4
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月

31
日
ま
で
と
す
る
。

第
７
条
（
旅　

費
）

　

公
民
館
職
員
が
会
議
な
ど
で
地

区
外
に
自
家
用
車
で
出
張
す
る

と
き
の
旅
費
支
払
に
つ
い
て
は
、

内
規
で
定
め
る
。

附　

則　
　

こ
の
規
約
は
平
成
14
年
5
月
10
日

よ
り
実
施
す
る
。

一
部
改
正　

平
成
24
年
4
月
1
日

一
部
改
正　

平
成
27
年
4
月
1
日

一
部
改
正　

令
和
5
年
4
月
22
日

（
令
和
6
年
4
月
1
日
よ
り
実
施
）

由
良
地
区
公
民
館
規
約
（
令
和
６
年
度
よ
り
実
施
）

令和5年7月発行 第178号（8）由良公民館だより



第
1
条 　

運
営
審
議
会
委
員
は
（
以

下
運
営
委
員
と
い
う
）
館
長
が
選

考
し
、
委
嘱
す
る
。

第
2
条　

運
営
委
員
は
、
自
治
連
合

会
長
及
び
各
自
治
会
長
、
市
議
会

議
員
、
前
公
民
館
長
、
学
識
経
験
者
、

小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
由
良
松
寿
会

長
、
子
供
会
連
絡
協
議
会
長
、
人

権
擁
護
委
員
、
観
光
組
合
長
、
実

業
会
長
、
由
良
の
歴
史
を
さ
ぐ
る

会
会
長
、
公
民
館
長
・
主
事
等
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

第
3
条　

運
営
委
員
の
任
期
は
１
ヵ

年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
但

し
職
責
を
離
れ
た
場
合
は
委
員
を

退
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
4
条 　

館
長
は
自
治
連
合
会
長
が

推
薦
し
、
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す

る
。

第
5
条 　

館
長
の
任
期
は
2
ヵ
年
と

し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
6
条 　

主
事
は
館
長
が
選
考
し
、

自
治
連
合
会
長
が
推
薦
し
、
教
育

委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

第
7
条　

主
事
の
任
期
は
2
ヵ
年
と

し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
8
条 　

公
民
館
活
動
員
は
、
自

治
会
長
が
推
薦
し
、
館
長
が
委

嘱
す
る
。

第
9
条 　

公
民
館
活
動
員
の
任
期

は
１
ヵ
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ

な
い
。

第
10
条　

地
区
代
表
を
各
地
区
１

名
、
公
民
館
活
動
員
の
中
か
ら

選
出
す
る
。（
互
選
に
よ
り
）

第
11
条　

公
民
館
職
員
が
会
議
な

ど
で
地
区
外
に
出
張
す
る
時
は
、

別
紙
の
旅
費
支
払
申
請
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
複
数
の
者
が
出
張
す
る

た
め
自
動
車
に
乗
り
合
せ
た
場

合
は
、
車
の
提
供
者
の
み
に
支

払
す
る
も
の
と
し
、
地
区
ご
と

に
料
金
を
統
一
し
、
１
ｋ
ｍ
当

た
り
37
円
と
す
る
。
な
お
、
官

用
車
に
乗
り
合
せ
る
場
合
は
支

給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

附　

則

こ
の
内
規
は
平
成
14
年
5
月
1
日

よ
り
実
施
す
る
。

一
部
改
正　

平
成
27
年
4
月
1
日　
　

一
部
改
正　

令
和
5
年
4
月
22
日

（
令
和
6
年
4
月
1
日
よ
り
実
施
）

第
１
条
（
目
的
）

　
　

由
良
地
区
公
民
館
は
、
由
良

地
区
民
の
た
め
に
、
実
際
生
活

に
即
し
た
教
育
、
学
術
及
び
文

化
に
関
す
る
各
種
の
事
業
を
行

い
、
も
っ
て
住
民
の
教
養
の
向

上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純

化
を
図
り
生
活
文
化
の
振
興
、

社
会
福
祉
の
増
進
、
自
活
能
力

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

第
２
条
（
事　

業
）

　

第
1
条
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、

お
お
む
ね
次
の
事
業
を
行
う
。

１
．
各
種
の
学
級
を
実
施
す
る
こ

と
。

２
．
定
期
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
。

３
．
討
論
会
、
講
習
会
、
講
演
会
、

実
習
会
、
展
示
会
等
を
開
催
す

る
こ
と
。

４
．
図
書
、
記
録
、
模
型
、
資
料

等
を
備
え
そ
の
利
用
を
図
る
こ

と
。

５
．
体
育
、
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
に
関
す
る
集
会
を
開
催
す
る

こ
と
。

６
．
各
種
の
団
体
、
機
関
と
の
連

絡
を
図
る
こ
と
。

７
．
そ
の
施
設
を
住
民
の
集
会
、
そ

の
他
の
公
共
的
利
用
に
供
す
る
こ

と
。

第
３
条
（
運
営
方
針
）

　

公
民
館
は
次
の
行
為
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。

１
．
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
及
び

こ
れ
を
援
助
す
る
こ
と
。

２
．
特
定
の
政
党
、
ま
た
は
公
私
の

選
挙
に
関
し
て
特
定
の
候
補
者
を

支
援
す
る
こ
と
。

３
．特
定
の
宗
教
を
支
持
す
る
こ
と
。

第
４
条 （
役　

員
）

　

公
民
館
に
次
の
役
員
を
置
く
。

館
長　

　

１
名　

主
事　

1
名

公
民
館
活
動
員　

　

各
地
区
よ
り
若
干
名

地
区
代
表　

　

公
民
館
活
動
員
よ
り
互
選
で
各
地

区
１
名
選
出

第
５
条 （
運
営
審
議
会
）

　

公
民
館
に
運
営
審
議
会
を
置
く
。

運
営
審
議
会
は
、
館
長
の
諮
問
に

応
じ
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種
の

事
業
の
企
画
実
施
に
つ
き
、
調
査

審
議
す
る
も
の
と
す
る
。

第
６
条 （
会　

計
）

　

公
民
館
の
経
費
は
、
市
配
分
金
、

自
治
会
協
力
金
、
補
助
金
、
寄

付
金
、
及
び
そ
の
他
の
収
入
を

も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
、
会
計
年

度
は
4
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月

31
日
ま
で
と
す
る
。

第
７
条
（
旅　

費
）

　

公
民
館
職
員
が
会
議
な
ど
で
地

区
外
に
自
家
用
車
で
出
張
す
る

と
き
の
旅
費
支
払
に
つ
い
て
は
、

内
規
で
定
め
る
。

附　

則　
　

こ
の
規
約
は
平
成
14
年
5
月
10
日

よ
り
実
施
す
る
。

一
部
改
正　

平
成
24
年
4
月
1
日

一
部
改
正　

平
成
27
年
4
月
1
日

一
部
改
正　

令
和
5
年
4
月
22
日

（
令
和
6
年
4
月
1
日
よ
り
実
施
）

　

今
年
度
伊
根
小
学
校
か
ら
、
栗
田

小
学
校
長　

そ
し
て
、
栗
田
幼
稚
園

長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
柴
田
で

す
。
海
が
目
の
前
の
学
校
か
ら
、
ま
た

海
が
あ
る
校
区
へ
着
任
す
る
こ
と
が
で

き
、
毎
日
潮
の
香
り
を
感
じ
な
が
ら

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
あ
り
が

た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
毎
日
は
、
地
域
の
防
犯
推
進

委
員
さ
ん
や
、
隔
週
火
曜
日
は
民
生

児
童
委
員
さ
ん
と
一
緒
に
、
児
童
の
登

校
、
園
児
の
登
園
を
待
ち
受
け
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

地
域
の
見
守
り
隊
の
方
と
一
緒
に
登

校
す
る
児
童
や
保
護
者
の
方
と
一
緒
に

来
る
園
児
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
登
校
・

登
園
す
る
児
童
・
園
児
は
み
ん
な
「
お

は
よ
う
」
と
、
待
ち
受
け
て
い
た
だ
い

て
い
る
地
域
の
方
や
私
と
元
気
な
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
ま
す
。「
バ
ス
さ
ん
バ
イ

バ
イ
」
と
手
を
振
る
園
児
に
、
バ
ス
の

運
転
手
さ
ん
か
ら
も
手
を
振
っ
て
も
ら

い
、
満
足
し
て
園
児
は
登
園
し
て
い
ま

す
。

　

あ
い
さ
つ
は
、
人
と
人
と
が
つ
な
が

る
大
切
な
行
為
・
表
現
で
す
。
気
持

ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
は
、
気
持
ち
良
い

人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
朝
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ

か
ら
、
私
も
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
そ

し
て
、
地
域
の
方
へ
も
子
ど
も
た
ち
の

元
気
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ

い
さ
つ
を
通
し
て
、
人
と
つ
な
が
り
、

地
域
を
元
気
に
す
る
小
学
校
と
幼
稚

園
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆

ス
マ
イ
ル
」
で
す
。
小
学
生
も
幼
稚
園

児
も
教
職
員
の
私
た
ち
も
、
様
々
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
後
に
ス
マ
イ
ル
を
目
指
し
て
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

五
月
の
運
動
会
も
、
幼
小
合
同
の

運
動
会
を
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
ス
マ
イ
ル
」

で
実
施
し
ま
し
た
。
小
学
生
の
パフ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
幼
稚
園
児
の
リ
ズ
ム
表
現
、

親
子
競
技
に
、
保
護
者
種
目
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、
な

か
な
か
練
習
で
思
う
よ
う
に
表
現
で
き

な
か
っ
た
り
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り

し
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

六
年
生
を
中
心
と
し
て
、
五
年
生
や

四
年
生
が
チ
ー
ム
を
リ
ー
ド
し
て
、
練

習
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
ど
ん
ど
ん

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
高
ま
り
、「
よ
り
よ
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
向
け
て
、
も
っ
と
頑

張
り
た
い
。」
と
い
う
六
年
生
の
思
い
が

ほ
か
の
学
年
に
も
伝
わ
り
、
練
習
に
も

熱
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
本

番
。
こ
れ
ま
で
練
習
し
て
き
た
こ
と
を

自
信
に
変
え
て
、
一人
一人
が
自
分
の
最

高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
反
省
会
で
は
、
達

成
感
を
感
じ
た
小
学
生
の
ス
マ
イ
ル
が

輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
児
の
リ
ズ
ム
表
現
も
、
初
め

て
運
動
会
を
経
験
す
る
入
園
し
て
一か

月
余
り
の
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
組
さ
ん
に
、

さ
く
ら
組
さ
ん
と
ひ
ま
わ
り
組
さ
ん
が

優
し
く
教
え
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し

た
。「
こ
っ
ち
だ
よ
。」
と
隊
形
移
動
を

リ
ー
ド
し
た
り
、「
大
き
く
手
を
振
っ

て
。」
と
表
現
を
優
し
く
教
え
て
あ
げ

た
り
す
る
様
子
か
ら
、
一つ
大
き
く
な

る
と
い
う
意
味
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
本
番
は
練
習
通
り
に
い
か
な
か
っ

た
園
児
も
あ
り
ま
し
た
が
、
十
七
名

で
頑
張
ろ
う
と
す
る
姿
は
微
笑
ま
し

く
、
た
く
さ
ん
の
観
客
を
ス
マ
イ
ル
に

し
、
終
わ
っ
た
後
の
胸
に
光
る
メ
ダ
ル

が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
た
く
さ
ん
の
方
に
参
観

し
て
も
ら
い
、
保
護
者
も
保
護
者
競

技
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
園
児
・
児
童
・

保
護
者
・
地
域
・
教
職
員
が
、
最
後

に
ス
マ
イ
ル
に
な
っ
た
運
動
会
で
し
た
。

　

四
月
に
は
海
洋
高
校
生
と
幼
稚
園

児
が
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
芋
植
え
」
を

実
施
し
、
六
月
は
、
地
域
の
方
と一
緒

に
幼
・
小
・
中
学
校
が
「
浜
清
掃
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
の
方
の
温
か
さ
に
包
ま
れ
な
が

ら
、地
域
の
方
と
学
校
と一緒
に
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
＆
ス
マ
イ
ル
」
で
様
々
な
教
育
活

動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご　
挨　
拶

栗
田
幼
稚
園
長・栗
田
小
学
校
長
　
柴　

田　

真　

樹
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今
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

栗
田
中
学
校
の
校
長
と
し
て
着
任

い
た
し
ま
し
た
中
村
敏
章
と
申
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

現
在
、
栗
田
中
学
校
は
41
名
（
一

年
生
12
名
、
二
年
生
12
名
、
三
年

生
17
名
）の
生
徒
が
在
籍
し
、日
々
、

学
習
活
動
や
部
活
動
に
励
ん
で
い
ま

す
。
年
々
生
徒
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
一
人
一
人
が
自
分
の

目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
終

了
し
た
5
月
8
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け

が｢

５
類｣

へ
と
移
行
し
、
世
間
的
に

も
感
染
対
策
の
緩
和
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
各
学
校

に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
緩
和

が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
個
人
の

判
断
と
な
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、

本
校
の
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
今
ま

で
通
り
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る

状
況
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
学

校
生
活
に
戻
る
に
は
心
理
面
に
お

い
て
は
、
も
う
少
し
時
間
が
か
か

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。    

　

今
年
度
の
修
学
旅
行
は
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
よ
う
に
、
東
京
方
面
で

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
5
月
24

日
〜
26
日
の
３
日
間
好
天
に
恵
ま

れ
、
す
べ
て
の
行
程
を
予
定
通
り

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

5
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

『
第
72
回
阿
蘇
海
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大

会
』で
は
、総
合
第
２
位（
準
優
勝
）

を
獲
得
し
ま
し
た
。
一
人
一
人
の
選

手
が
練
習
の
力
、
そ
れ
以
上
の
力

を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
さ

に
、
栗
田
中
学
校
の
総
合
力
の
賜

物
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
栗
田
中
学
校
に
は
、

平
成
三
十
一年
度（
令
和
元
年
度
）、

｢

栗
田
湾
の
よ
う
な
澄
ん
だ
心
と
由

良
岳
の
よ
う
な
高
い
志
を
抱
い
て｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
出
発
し
た
栗
田
学

院
の
開
院
時
に
、
栗
田
中
学
校
校

長
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

栗
田
幼
稚
園
・
栗
田
小
学
校
・
栗

田
中
学
校
は
小
中
一
貫
教
育
を
本

格
実
施
し
、
五
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
が

発
足
し
て
四
年
目
を
迎
え
、
地
域

の
皆
様
方
に
栗
田
学
院
の
活
動
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
お
力
添
え
を

賜
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
充
実
し
た

教
育
活
動
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

栗
田
学
院
の
目
標
で
あ
る
『
未

来
を
生
き
る
心
身
と
も
に
た
く
ま

し
い
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
育
成
』

を
目
指
し
、
地
域
の
皆
様
と
と
も

に
栗
田
学
院
に
集
う
子
ど
も
た
ち

を
健
や
か
に
育
ん
で
い
け
る
よ
う
努

宮
津
市
立
栗
田
中
学
校　
校
長
　
中 

村 

敏 

章

ご　
挨　
拶

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
栗
田
学
院　

栗
田

中
学
校
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。
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令
和
４
年
か
ら
丹
後
由
良
観
光
組

合
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
１
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
１
年
間

の
事
業
報
告
と
私
の
感
想
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

少
な
い
組
合
員
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
私
の
よ
う
な
若
輩
者
が
務
ま

る
の
か
ど
う
か
、
不
安
の
中
で
何
か

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使

命
感
は
あ
る
も
の
の
、
今
ま
で
ぬ
く

ぬ
く
と
先
輩
方
の
下
で
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
た
め
、
責
任
あ
る
立
場
に

な
っ
て
み
る
と
、
も
っ
と
し
っ
か
り

先
輩
方
の
背
中
を
見
て
お
い
た
ら
よ

か
っ
た
と
後
悔
か
ら
の
出
発
で
し

た
。

　

丹
後
由
良
観
光
組
合
は
、
宿
泊
業

者
が
主
に
活
動
し
て
い
て
、
冬
の
時

期
や
夏
の
時
期
が
繁
忙
期
で
す
の

で
、
そ
の
他
の
時
期
に
活
動
や
会
議

等
が
集
中
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

春
に
は
由
良
駅
裏
の
清
掃
と
ホ
ー

ム
に
あ
る
花
壇
に
ベ
コ
ニ
ア
の
苗
を

植
え
、
公
民
館
主
催
の
由
良
ヶ
嶽
登

山
道
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　　

ま
た
、
由
良
オ
リ
ー
ブ
を
育
て
る

会
の
皆
さ
ん
に
、
観
光
組
合
と
オ

リ
ー
ブ
を
育
て
る
会
と
が
一
緒
に
何

か
で
き
な
い
か
と
お
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
、
話
し
合
い
の
中
で
観
光
と

農
業
と
い
っ
た
第
６
次
産
業
を
考

え
、
何
か
し
ら
の
コ
ラ
ボ
が
で
き
た

ら
と
今
後
の
課
題
が
見
え
て
き
た
よ

う
で
、
今
後
の
活
動
に
元
気
が
出
て

く
る
よ
う
な
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　　　

そ
し
て
、
夏
の
丹
後
由
良
海
水
浴

場
開
設
で
は
、
由
良
浜
の
砂
の
減
少

で
安
心
安
全
の
た
め
、
や
む
な
く
海

水
浴
場
の
エ
リ
ア
を
縮
小
し
、
宮
津

市
と
天
橋
立
観
光
協
会
と
一
緒
に
運

営
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
久
し
ぶ
り

に
行
わ
れ
た
ふ
る
さ
と
祭
実
行
委
員

会
の
花
火
大
会
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
お
陰
様
で
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
大
き
な
事
故
も
な
く
併
設
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

大
き
な
活
動
は
少
な
い
の
で
す

が
、
今
後
は
地
域
の
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
を
し
た
り
、
由
良
地
区
に

あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
自
然
等
の
情

　
丹
後
由
良
観
光
組
合
長
　
田　

村　

光　

広
　

丹
後
由
良
観
光
組
合
長
と
し
て 

〜
１
年
目
の
感
想
〜

報
発
信
を
し
た
り
し
な
が
ら
少
し
ず

つ
で
も
盛
り
上
げ
て
観
光
の
お
客
様

や
地
域
の
若
い
世
代
の
子
供
た
ち
に

「
由
良
っ
て
な
ん
と
な
く
好
き
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

２
年
目
は
コ
ロ
ナ
が
２
類
か
ら
５

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
事
も
あ
り
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ

ツ
で
す
が
、
由
良
地
区
の
将
来
を
考

え
、
自
然
や
観
光
の
た
め
に
各
種
団

体
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
活
動
を

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

オリーブ煎餅

令和5年7月発行（11）第178号 由良公民館だより



由
良
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
会　

加　

藤　

正　

一

由
良
が
光
り
輝
い
て
い
た
時
代
（
21
）

廻
船
業
　
兼
　
酒
造
業
・
そ
の
他

　
新
屋
（
あ
た
ら
し
や
）

　
　
　
　（
中
西
）
六
右
衛
門
家

廻
船
業
（
北
前
船
含
む
）

　

由
良
の
廻
船
に
つ
い
て
語
る
と

き
、
省
く
こ
と
の
で
き
な
い
家
で

あ
る
。
北
前
船
の
始
ま
り
と
さ
れ

る
時
代
、
江
戸
中
期
末
、（
一
七
〇

〇
年
末
）
丹
後
地
方
に
於
い
て
、

石
州
（
島
根
県
）
浜
田
の
清
水
家

客
船
帳
の
記
載
に
よ
る
と
、
丹
後

地
方
で
一
、
二
を
争
う
古
さ
。
詳

細
は
後
述
す
る
が
由
良
で
も
多
く

の
船
主
が
存
在
し
た
が
、
す
べ
て

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
船
を
所
有
し

た
船
主
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
清
水

家
の
客
船
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

新
屋
は
自
前
の
船
を
所
有
し
た
形

跡
が
な
い
。
記
載
さ
れ
て
い
る
所

有
者
を
示
す
帆
印
が
江
戸
時
代
か

ら
明
治
に
入
っ
て
も
多
く
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
船
ご
と
に
同
じ
印

が
な
い
。
廻
船
業
と
し
て
は
非
常
に

珍
し
い
や
り
方
だ
が
、
私
は
自
前
の

船
を
持
た
ず
傭
船
し
て
損
失
（
難
船

等
）
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
方
式
（
初

期
の
近
江
商
人
が
北
前
商
売
を
始
め

た
時
に
行
っ
た
方
法
で
あ
る
）
を
最

初
か
ら
最
後
ま
で
貫
い
た
と
考
え

る
。

　
「
本
間
様
に
は
及
び
も
せ
ぬ
が
、

せ
め
て
な
り
た
や
殿
様
に
」
と
謳
わ

れ
た
日
本
一
の
土
地
持
ち
と
云
わ
れ

る
酒
田
の
豪
商
本
間
家
も
七
代
目
光

丘
は
、経
営
の
中
心
を
米
取
引
と
し
、

蔵
米
を
主
に
扱
い
、
雇
船
で
上
方
に

販
売
し
た
。
八
代
目
光
道
の
時
代
に

な
っ
て
か
ら
記
録
に
よ
る
と
文
化
五

年
（
一
八
〇
八
）
手
船
新
造
し
た
。

初
期
に
は
、
よ
そ
の
船
を
頼
っ
て
商

売
を
し
て
い
た
の
が
船
主
と
し
て
廻

船
問
屋
を
行
う
よ
う
に
な
り
商
売
の

や
り
方
を
大
き
く
変
え
た
。

酒
田
市
教
育
委
員
会　
「
酒
田
の
史
」

寛政２年５月
文化元年３月
　　2年９月
　　14年５月
文政４年８月
　　８年９月
天保７年３月
　　７年５月
　　７年５月
嘉永７年５月
　　７年７月
　　7年８月
安政２年６月
３年４月

　　３年８月
　　４年５月
文久２年６月

1790
1804
1805
1817
1821
1825
1836
1836
1836
1854
1854
1854
1855
1856
1856
1857
1862
1884
1885

船名　　浜田清水家客船帳　船頭
永寿丸　　五兵衛　茂八　  音吉
同上　　　　庄兵衛
万徳丸　　　徳兵衛
春日丸　　弥三兵衛、甚左衛門
同上　　　　同上
伊勢丸　　　長左衛門
春日丸　　弥三兵衛、甚左衛門
幸丸　　　　熊次郎
海静丸　　　治兵衛
長寿丸　　　六兵衛

宝寿丸　　八郎右衛門

栄福丸　　平左衛門
伊勢丸　　　文助

福寿丸　　　弥七
長寿丸　　　市郎右衛門
久宝丸　　　与三右衛門
長福丸　　　半左衛門
金比羅丸　　嘉吉、治吉
同上　　　　同上

船名　出雲崎泊屋客船帳 廻
船
業
に
つ
い
て
浜
田
の
清
水
家
の
客
船
帳（
柚
木
学
著
）か
ら明治１７年８月

　　１８年６月

天
保
７
年　
（
1
8
3
6
）　

春
日
丸
、幸
丸
、海
静
丸

嘉
永
７
年　
（
1
8
5
4
）　

長
寿
丸
、伊
勢
丸

安
政
３
年　
（
1
8
5
6
）　

福
寿
丸
、長
寿
丸

同
じ
年
に
複
数（
最
大
３
艘
）の
船
を
廻
船
し
て
い
る
。

年　号 西暦

　

新
屋
の
船
の
帆
印
は
各
々
違
い
客

船
帳
に
は
新
屋
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

帆
印
が
違
う
こ
と
は
新
屋
の
持
ち
船

で
は
な
く
、
傭
船
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
一
方
四
郎
左
衛
門
家
の
船
の
帆
印

は
全
て
同
じ
で
あ
り
持
ち
船
で
あ
る

こ
と
が
解
る
。（
上
図
）

　

浜
田
の
清
水
家
客
船
帳
は
延
享
元

年
（
一七
四
四
）よ
り
明
治
三
四
年
（
一

九
〇
一）
ま
で
の
一
五
八
年
間
に
わ
た

り
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
新
屋
は
寛

政
二
年
（
一
七
九
〇
）
か
ら
記
載
が

始
ま
って
い
る
。

　

由
良
最
大
の
船
主
で
あ
る
米
屋
四

郎
左
衛
門
家
が
清
水
家
の
客
船
帳
に

記
載
さ
れ
る
の
は
、
文
化
八
年
（
一

八
一一）
と
比
較
し
て
も
か
な
り
早
く

か
ら
廻
船
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

た
だ
米
屋
四
郎
左
衛
門
家
は
由

良
川
水
運
を
ベ
ー
ス
（
船
役
文
書　

福
知
山
教
育
委
員
会
蔵
の
「
一
札
之

事
」
元
文
二
年
（
一
七
三
二
））
に
四

郎
左
衛
門
が
記
さ
れ
て
お
り
、
財
力

と
経
験
を
積
み
海
へ
と
乗
り
出
し
た

と
考
え
る
が
、　

新
屋
の
廻
船
業
の

経
歴
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
見
つ
か
って

い
る
資
料
で
は
、

一、
但
馬
今
子
浦　

　
「
田
嶋
家
先
祖
由
来
書
」
に

享
保
四
年
〜
十
一
年
（
一
七
一
九
〜

二
十
六
）
延
べ
四
百
八
十
七
艘
の

入
津
船
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

今
子
浦
諸
国
廻
船
入
船
帳

享
保
七
年
（
一七
二
二
）
五
人
乗
り

　
　
　
　
　
　

新
屋
佐
右
ヱ
門

享
保
八
年
（
一七
二
三
）
八
人
乗
り

　
　
　
　
　
　

新
屋
六
右
衛
門

二
、
鳥
取
藩
家
老
日
記　

　

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
七
月

　

十
九
日

牧
野
河
内
守
様
御
領
分
丹
後
国
由

良
庄
浜
の
路
村
、
新
屋
六
右
衛
門

舩
弐
十
三
端
帆
、
沖
船
頭
・
水
主

共
六
人
乗
、
羽
州
秋
田
ニ
而
、
自
分

米
七
百
六
十
三
俵
、
壱
俵
ニ
付
、
三

斗
二
升
入

七
月
九
日
ニ
積
請
、
同
日
出
舩

同
十
一日
佐
州
深
浦
入
津
、

同
十
二
日
出
舩
、
夫
よ
り
乗
流
同

十
四
日
昼
八
時
分
大
荒
ニ
罷
成
、
沖

相
二
梶
折
、
夜
八
時
分
、

汗
入
郡
厨
難
江
走
上
ケ
、
破
損
仕

候
由
、
船
頭
・
水
主
共
別
条
無
御

座
候
由
、
唯
今
注
進
仕
候
、
巳
上
。

鳥
取
県
汗
入
で
難
船
し
全
員
無
事

だ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

三
、
秋
田
県
能
代
市
史
資
料
編

　

寛
政
五
年
一七
九
三

丹
後
国
船
が
能
代
湊
か
ら
秋
田
銅
・

米
・
杉
角
を
積
ん
で
出
帆
後
行
方

知
れ
ず
と
な
る
。（
高
野
野
村
・
竹

内
文
書
6
6
9

長
崎
御
用
銅
佐
竹
右
京
大
夫
領
分
、

出
羽
国
秋
田
銅
山
小
沢
山
平
銅
壱

百
九
拾
七
箇
龍
山
銀
絞
り
銅
三
百
三

箇
合
五
百
箇
、
此
斤
数
五
万
斤
、

外
ニ
船
頭
自
分
買
荷
之
分
、
米
五
百

九
拾
俵
、
杉
角
平
材
木
六
百
八
拾

本
、
同
国
能
代
湊
ニ
而
丹
後
国
由
良

新
屋
藤
三
郎
船
江
積
之
、
沖
船
頭

兵
太
郎
水
主
共
拾
人
乗
組
、
去
子

七
月
六
日
右
湊
令
出
帆
候
処
、
今

以
大
阪
着
船
無
之
間
、
浦
々
江
入
津

致
候
候
有
無　

後
略

（
大
船
主
子
孫　

香
住
在
住
宮
下
仙

五
郎
氏
よ
り
資
料
提
供
受
け
る
）

　
こ
の
場
合
は
難
船
し
た
の
か
、
乗

組
員
共
々
に
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
い

る
。　

　

享
保
時
代
か
ら
近
海
廻
船
を
始
め

て
い
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
御
用
銅
運

送
の
大
役
を
請
け
負
う
信
用
と
財
力

を
蓄
え
た
こ
と
が
解
る
が
、
残
念
な

が
ら
新
屋
に
は
廻
船
に
関
す
る
資
料

が
現
存
し
な
い
。現
、子
孫
に
よ
れ
ば
、

過
去
の
資
料
は
和
紙
の
為
、
酒
つ
く

り
の
濾
過
に
使
用
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
、
享
保
時
代
か
ら
廻
船
に
乗
り
出

し
た
過
去
の
い
き
さ
つ
は
不
明
で
あ

る
。
　

し
か
し
由
良
川
舟
運
に
お
け
る
舟

持
ち
「
一
札
之
事
」
元
文
二
年
（
一
七

三
七
）
に
薪
兵
衛
が
記
さ
れ
、
又
紛

争
船
論
「
蓼
原
紛
争
済
口
証
文
」

寛
保
二
年
（
一七
四
二
）
に
は
由
良
村

庄
屋
の
一
人
と
し
て
署
名
し
て
い
る
。

公
民
館
だ
よ
り
（
第
一六
三
号
、
第
一

六
四
号
参
照
）
米
屋
四
郎
左
衛
門
家

と
同
じ
由
良
川
舟
運
に
関
わ
っ
て
い

た
？

　
　
酒
造
業
の
新
屋

　

現
時
点
で
宮
津
唯
一の
造
り
酒
屋

で
あ
る
ハ
ク
レ
イ
の
創
業
家
で
あ
る
。

　

酒
造
業
は
天
保
三
年
（
一八
三
二
）

五
代
目　

田
辺
藩
よ
り
酒
造
鑑
札
を

下
付
さ
れ
酒
造
業
を
開
始
し
た
と
云

わ
れ
、
屋
根
に
お
か
れ
て
い
る
看
板

に
も
書
か
れ
て
い
る
。

天
保
三
年
（
一八
三
二
）

と
こ
ろ
が

大
江
文
書
（
福
知
山
教
育
委
員
会

蔵
）
の
二
点
「
覚
」「
田
辺
町
在
酒

屋
三
十
七
督
也
」（
田
辺
に
は
酒
屋

三
七
軒
。）

（
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館　

学
芸
員　

　
　
　
　
　
　
　
　

小
室
智
子
氏
翻
刻
）

　
　「
覚
」

一
岡
田
油
里
村
弥
市
郎
ゟ
持
督
ニ
由

良
村
新
屋
新
兵
衛
持
督
一
所
ニ
合

油
里
村
弥
市
左
衛
門
酒
造
い
た
し

申
し
候
然
る
所

享
和
元
酉
暮
ゟ
由
良
村
新
屋
新

兵
衛
譲
り
請
酒
造
い
た
し
申
候

（
翻
刻
）

岡
田
由
里
村
弥
市
郎
、
由
良
村
新

屋
新
兵
衛
の
持
ち
分
を
由
里
村
弥
市

左
衛
門
が
酒
造
し
て
い
た
。
享
和
元

年
（
一八
〇
一）
暮
に
新
屋
新
兵
衛
に

譲
り
酒
造
し
た
。

　
こ
の
新
屋
新
兵
衛
と
新
屋
六
右
衛

門
の
関
係
が
明
確
で
は
な
い
。
子
孫

の
方
も
当
時
の
関
係
は
よ
く
分
か
ら

な
い
家
系
に
は
存
在
し
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
種
々
新
屋
新
兵
衛

は
六
右
衛
門
と
の
関
わ
り
で
古
文
書

に
現
れ
る
。

　「
田
辺
町
在
酒
屋
三
十
七
督
也
」

　
（
翻
刻
）
造
高
合
三
千
五
百
五
石

　

古
来
よ
り
造
り
来
り
候
高

右
之
内

　
　

三
〇
督　
　

町
方
ニ
有
之

　

残
り

　
　

七
督　
　
　

在
方
ニ
有
之

内元
高
三
十
五
石

一　

二
十
九
石
六
斗　由

良
村
　
八
郎
兵
衛

元
高
百
八
十
石

一　

百
三
十
二
石　
　朝

来
中
村
次
右
エ
門

元
高
三
百
石

一　

二
百
二
十
石　有

路
村
吉
左
衛
門

元
高
九
十
石

元
山
村
徳
左
衛
門
督

岡
田
村
平
次
郎
所
持

一　

六
十
六
石　

由
良
村
　
新
屋
買

元
高
二
十
石元

中
山
村
嘉
右
衛
門
督

上
東
村
治
兵
衛
所
持

一　

六
十
六
石由

良
村
弥
一左
衛
門
買

元
高
二
十
四
石

一　

二
十
四
石　

市
場
村
太
右
衛
門

元
高
二
十
五
石平村

六
郎
左
衛
門
所
持

一　

五
十
石

北
有
路
村
嘉
左
衛
門
買

当
御
役
所
へ

右
之
通
宝
暦
年
中
ニ
書
上
ケ
候

又造
り
高
合
四
千
六
百
二
十
六
石
八
斗

天
和
年
中
（
一六
八一〜
一六
八
三
）
ニ

御
順
見
様
へ
書
上
ケ
候
事
も
有
之
候

又
正
徳
年
中
（
一
七
一一
〜
一
七
一五
ニ
）

は
書
上
ケ
申
候
事
も
有
之
候　

右
は
古
来
よ
り
有
之
候
酒
督

帳
面
之
内
よ
り
任
御
望
写
遺
候

丹
波
屋　

嘉
右
衛
門

安
永
六
（
一七
七
七
）
丁
酉
四
月

北
有
路
村

　
　
　
　
　
　

吉
左
衛
門
殿

　
こ
の
文
書
か
ら
早
け
れ
ば
天
和
年

中
、
少
な
く
と
も
安
永
六
年
（
一
七

七
七
）
に
は
由
良
に
三
軒
の
酒
造
屋

が
あ
り
、
そ
の
中
に
新
屋
が
存
在
す

る
。
　
こ
の
二
点
の
文
書
か
ら
新
屋
が
酒

造
し
て
い
た
の
は
早
け
れ
ば
天
和
年

中
（
一
六
八
一）
〜
安
永
六
年
（
一
七

七
七
）
享
和
元
年
（
一
八
〇
一）
に
は

酒
造
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

　

酒
造
業
兼
廻
船
業
以
外
に

「
人
材
派
遣
業
」　

　

田
辺
藩近

藤
家
文
書
（
舞
鶴
市
史
）

　

文
政
十
年
（
一八
二
七
）
十
二
月
二

十
一
日　

三
百
三
十
石
積
、
栄
久
丸

を
購
入
し
た
事
が
始
ま
り
で
、
同
家

は
、
そ
の
の
ち
天
保
六
年
（
一八
三
四
）

に
一
艘
（
春
日
丸
）
を
加
え
た
、
二

艘
の
廻
船
を
由
良
村
の
船
頭
に
託
し

た
。
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
栄
久

丸
は
次
の
資
料
に
み
ら
れ
る
収
益
を

得
て
い
る
。

　

天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
寅
年
金

子
出
入
の
ひ
か
え
（
舟
頭
当
年
ゟ
由

良
新
屋
治
兵
衛
）

中
略

出
〆　

弐
百
四
拾
両

入
〆　

四
百
卅
弐
両

引
残
而
金　

百
九
拾
一両

後
略

　

舟
頭
由
良　

新
屋
治
兵
衛　

船

頭
は
船
主
の
屋
号
や
苗
字
を
名
乗
る

の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
治
兵
衛
は
新

屋
を
名
乗
っ
て
お
り
新
屋
の
船
頭
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
春
日
丸
の

船
頭
は
わ
か
ら
な
い
が
、
新
屋
が
船

頭
を
派
遣
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　「
田
辺
藩
請
負
事
業
」　

舞
鶴
市
史
に
よ
る
と

　

三
政
規
範
に

宝
暦
十
四
年
申
年
（
一
七
六
四
）
四

月
二
五
日
石
屋
運
上
之
儀　

先
年
定

書
差
出
候
其
節
ㇵ
弐
拾
人
手
間
差
上

　

御
用
無
御
座
時
ㇵ
流
レ
相
成
候
ニ

付
今
年
御
改
被
成
候
所
拾
人
手
間

代
壱
人
前
銀
四
十
五
匁
ヅ
ツ
毎
年
差

上
申
御
用
相
勤
候
ㇸハ
右
手
間
代
ヲ

引
残

銀
上
納
積
リ
是
迄
督
ニ
仕
証
文
モ
差

出
候
ㇸ
共
此
度
改
ニ
督
ニ
仕
証
文
差

出
候
万
一
何
連
成
共
一
督
相
成
候
ㇵㇵ

其
節
ㇵ
弐
拾
人
手
間
差
上
候
筈

由
良
村
　
石
屋
六
右
衛
門
、

寺
内
町　

石
屋
庄
平

　　
こ
の
石
屋
六
右
衛
門
が
新
屋
と
云

え
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
こ

の
時
代
の
地
図
に
は
、
石
浦
村
、
脇

村
、
由
良
村
、
三
村
で
あ
り
、
由

良
村
は
現
在
の
港
、
浜
野
路
、
宮

本
の
各
地
区
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
由
良
村
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

六
右
衛
門
は
新
屋
を
指
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　

又
田
辺
藩
と
交
渉
で
き
る
財
力

と
、由
良
村
（
現
在
の
港
、浜
野
路
、

宮
本
の
各
地
区
）
を
代
表
で
き
る
力

を
有
す
る
の
は
新
屋
六
右
衛
門
と
考

え
て
も
間
違
い
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
良
神
社　

燈
篭　

　

寛
延
二
年
（一
七
四
九
）

　

参
道
途
中
の一
対

　
　
　
　
　

新
屋

　

寛
延
二
年
正
月
吉
日

　
　
　
　
　

六
右
衛
門　

東
京
大
学
資
料
編
纂
所
架
蔵
「
鈴
木

文
書
」
に
つ
い
て　

横
木　

剛
・
原　

直
史　

著

（
京
都
府
教
育
庁　

文
化
財
保
護
課

主
任
吉
野
健
一氏
よ
り
資
料
提
供
）

預
り
申
金
子
之
事

合
金
千
百
四
拾
両
ハ　
但
上
小
判

也右
之
金
子
此
度
地
頭
要
用
ニ
付
各

江
御
才
覚
相
頼
、
慥
ニ
預
り
申
所

実
正
也
、
則
来
ル
九
月
晦
日
限
急

度
返
済
可
致
候
、
右
金
子
為
引
宛

新
発
田
蔵
米
七
千
俵
九
月
中
旬
ゟ

川
下
致
右
江
相
渡
置
、
売
立
代
金

ヲ
以
右
借
用
金
差
引
可
仕
候
、
勿

論
右
引
宛
米
当
秋
値
段
ニ
ゟ
増
減

可
致
候
、
万
一
約
諾
之
通
引
宛
川
下

米
及
遅
滞
候
ハ
々
、
地
頭
領
分
之

内
何
レ
之
組
ゟ
沼
垂
江
相
納
候
蔵

米
川
船
何
方
之
場
所
ニ
而
成
共
御

押
取
可
被
成
候
、
在
中
庄
屋
組
頭

百
姓
幷
ニ
川
船
請
受
負
之
者
何
角

ト
申
候
ㇵ
々
、
我
々
立
会
少
茂
無
相

違
定
之
通
引
宛
米
急
度
相
渡
可
申

候
、
其
外
縦
如
何
様
儀
有
之
候
共

P
於
此
金
子
ニ
毛
頭
相
違
仕
間
敷

候
、
為
後
日
之
金
子
預
り
証
文
仍

如
件

享
保
弐
拾
壱
年
（
一七
五
六
）
辰
三
月

新
発
田
町　

金
子
預
り
主

　
　
　
　
　
　

大
野
屋
九
兵
衛  

印

　
　
　
　
　

請
人

　
　
　
　
　
　

斎
藤
加
兵
衛　

  

印

　
　
　
　
　

同
断

　
　
　
　
　
　

中
村
藤
蔵　

   

印

　
金
主
　
丹
後
由
良

　
　
　
　
新
屋
惣
兵
衛
殿

同
　
　
　
同
　
六
右
衛
門
殿

同　
　
　

米
屋
源
右
衛
門
殿

同　
　
　

浜
屋
久
五
郎
殿

同　
　
　

升
屋
市
右
衛
門
殿

同　

越
前
三
国

　
　
　
　

平
野
屋
吉
兵
衛
殿

　
　

取
次
宿

　
　
　
　

小
川
屋
長
右
衛
門
殿

裏
書

表
書
之
通
承
届
候
、
返
済
相
違
無

之
候
、
巳
上

　
　
　
　

里
村
次
兵
衛　
　

印

　
　
　
　

山
庄
小
左
衛
門　

印

　
　
　
　

加
藤
友
左
衛
門　

印

　
　
　
　

三
浦
四
兵
衛　
　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
資
料
は
現
新
潟
県
の
新
発
田
に

用
立
て
た
も
の
六
軒
で
金
千
百
四
拾

両
も
の
金
額
。
一
軒
当
た
り
一
九
〇
両

で
あ
る
。
約
二
千
万
円
相
当
に
な
り

大
金
で
あ
る
。
連
署
し
て
い
る
由
良

の
人
は
の
ち
北
前
船
が
盛
ん
に
な
る

頃
の
船
主
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
は

北
前
船
も
北
陸
を
除
き
活
発
で
は
な

か
っ
た
。
何
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
財
を

得
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ

る
の
は
、一、製
塩
。
二
、由
良
川
舟
運
。

三
、
近
海
廻
船
。
で
あ
る
。

　

由
良
川
舟
運
に
つ
い
て
は
っ
き
り
記

録
か
ら
解
る
の
は
源
右
衛
門
・
四
郎

左
衛
門
だ
け
で
あ
り
、
他
は
不
明
で

あ
る
。　
　

　

新
屋
に
つ
い
て
は
、
こ
の
資
料
の
連

署
の
筆
頭
に
は
新
屋
六
右
衛
門
で
は

な
く
、
惣
兵
衛
で
あ
る
。

前
述
し
た
内
容
か
ら
も
大
胆
に
考
え

る
と
新
屋
は
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
「
組

合
」の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
の
中
で
六
右
衛
門
が
代
表
で
次
第

に
力
、
財
力
を
持
ち
新
屋
は
六
右
衛

門
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。　
　
　

　

新
屋
の
古
文
書
の
数
は
多
く
は
な

い
が
、
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館

に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

一部
は
文
殊
吉
野
茶
屋
に
保
管
依
頼

　
　

・
廻
船
と
塩
焼
き
図
屏
風

　
　

・
新
宮
凉
庭
書
掛
け
軸

保
管
依
頼
書

（
平
成
三
十
年
十
一月
二
日
）

軍
艦
由
良
艦
長
の
掛
け
軸
一
幅
（
由

良
神
社
と
同
じ
）
由
良
の
歴
史
を
さ

ぐ
る
会
に
寄
贈
さ
れ
る
。　
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新
屋
の
船
の
帆
印
は
各
々
違
い
客

船
帳
に
は
新
屋
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

帆
印
が
違
う
こ
と
は
新
屋
の
持
ち
船

で
は
な
く
、
傭
船
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
一
方
四
郎
左
衛
門
家
の
船
の
帆
印

は
全
て
同
じ
で
あ
り
持
ち
船
で
あ
る

こ
と
が
解
る
。（
上
図
）

　

浜
田
の
清
水
家
客
船
帳
は
延
享
元

年
（
一七
四
四
）よ
り
明
治
三
四
年
（
一

九
〇
一）
ま
で
の
一
五
八
年
間
に
わ
た

り
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
新
屋
は
寛

政
二
年
（
一
七
九
〇
）
か
ら
記
載
が

始
ま
って
い
る
。

　

由
良
最
大
の
船
主
で
あ
る
米
屋
四

郎
左
衛
門
家
が
清
水
家
の
客
船
帳
に

記
載
さ
れ
る
の
は
、
文
化
八
年
（
一

八
一一）
と
比
較
し
て
も
か
な
り
早
く

か
ら
廻
船
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

た
だ
米
屋
四
郎
左
衛
門
家
は
由

良
川
水
運
を
ベ
ー
ス
（
船
役
文
書　

福
知
山
教
育
委
員
会
蔵
の
「
一
札
之

事
」
元
文
二
年
（
一
七
三
二
））
に
四

郎
左
衛
門
が
記
さ
れ
て
お
り
、
財
力

と
経
験
を
積
み
海
へ
と
乗
り
出
し
た

と
考
え
る
が
、　

新
屋
の
廻
船
業
の

経
歴
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
見
つ
か
って

い
る
資
料
で
は
、

一、
但
馬
今
子
浦　

　
「
田
嶋
家
先
祖
由
来
書
」
に

享
保
四
年
〜
十
一
年
（
一
七
一
九
〜

二
十
六
）
延
べ
四
百
八
十
七
艘
の

入
津
船
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

今
子
浦
諸
国
廻
船
入
船
帳

享
保
七
年
（
一七
二
二
）
五
人
乗
り

　
　
　
　
　
　

新
屋
佐
右
ヱ
門

享
保
八
年
（
一七
二
三
）
八
人
乗
り

　
　
　
　
　
　

新
屋
六
右
衛
門

二
、
鳥
取
藩
家
老
日
記　

　

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
七
月

　

十
九
日

牧
野
河
内
守
様
御
領
分
丹
後
国
由

良
庄
浜
の
路
村
、
新
屋
六
右
衛
門

舩
弐
十
三
端
帆
、
沖
船
頭
・
水
主

共
六
人
乗
、
羽
州
秋
田
ニ
而
、
自
分

米
七
百
六
十
三
俵
、
壱
俵
ニ
付
、
三

斗
二
升
入

七
月
九
日
ニ
積
請
、
同
日
出
舩

同
十
一日
佐
州
深
浦
入
津
、

同
十
二
日
出
舩
、
夫
よ
り
乗
流
同

十
四
日
昼
八
時
分
大
荒
ニ
罷
成
、
沖

相
二
梶
折
、
夜
八
時
分
、

汗
入
郡
厨
難
江
走
上
ケ
、
破
損
仕

候
由
、
船
頭
・
水
主
共
別
条
無
御

座
候
由
、
唯
今
注
進
仕
候
、
巳
上
。

鳥
取
県
汗
入
で
難
船
し
全
員
無
事

だ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

三
、
秋
田
県
能
代
市
史
資
料
編

　

寛
政
五
年
一七
九
三

丹
後
国
船
が
能
代
湊
か
ら
秋
田
銅
・

米
・
杉
角
を
積
ん
で
出
帆
後
行
方

知
れ
ず
と
な
る
。（
高
野
野
村
・
竹

内
文
書
6
6
9

長
崎
御
用
銅
佐
竹
右
京
大
夫
領
分
、

出
羽
国
秋
田
銅
山
小
沢
山
平
銅
壱

百
九
拾
七
箇
龍
山
銀
絞
り
銅
三
百
三

箇
合
五
百
箇
、
此
斤
数
五
万
斤
、

外
ニ
船
頭
自
分
買
荷
之
分
、
米
五
百

九
拾
俵
、
杉
角
平
材
木
六
百
八
拾

本
、
同
国
能
代
湊
ニ
而
丹
後
国
由
良

新
屋
藤
三
郎
船
江
積
之
、
沖
船
頭

兵
太
郎
水
主
共
拾
人
乗
組
、
去
子

七
月
六
日
右
湊
令
出
帆
候
処
、
今

以
大
阪
着
船
無
之
間
、
浦
々
江
入
津

致
候
候
有
無　

後
略

（
大
船
主
子
孫　

香
住
在
住
宮
下
仙

五
郎
氏
よ
り
資
料
提
供
受
け
る
）

　
こ
の
場
合
は
難
船
し
た
の
か
、
乗

組
員
共
々
に
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
い

る
。　

　

享
保
時
代
か
ら
近
海
廻
船
を
始
め

て
い
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
御
用
銅
運

送
の
大
役
を
請
け
負
う
信
用
と
財
力

を
蓄
え
た
こ
と
が
解
る
が
、
残
念
な

が
ら
新
屋
に
は
廻
船
に
関
す
る
資
料

が
現
存
し
な
い
。現
、子
孫
に
よ
れ
ば
、

過
去
の
資
料
は
和
紙
の
為
、
酒
つ
く

り
の
濾
過
に
使
用
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
、
享
保
時
代
か
ら
廻
船
に
乗
り
出

し
た
過
去
の
い
き
さ
つ
は
不
明
で
あ

る
。
　

し
か
し
由
良
川
舟
運
に
お
け
る
舟

持
ち
「
一
札
之
事
」
元
文
二
年
（
一
七

三
七
）
に
薪
兵
衛
が
記
さ
れ
、
又
紛

争
船
論
「
蓼
原
紛
争
済
口
証
文
」

寛
保
二
年
（
一七
四
二
）
に
は
由
良
村

庄
屋
の
一
人
と
し
て
署
名
し
て
い
る
。

公
民
館
だ
よ
り
（
第
一六
三
号
、
第
一

六
四
号
参
照
）
米
屋
四
郎
左
衛
門
家

と
同
じ
由
良
川
舟
運
に
関
わ
っ
て
い

た
？

　
　
酒
造
業
の
新
屋

　

現
時
点
で
宮
津
唯
一の
造
り
酒
屋

で
あ
る
ハ
ク
レ
イ
の
創
業
家
で
あ
る
。

　

酒
造
業
は
天
保
三
年
（
一八
三
二
）

五
代
目　

田
辺
藩
よ
り
酒
造
鑑
札
を

下
付
さ
れ
酒
造
業
を
開
始
し
た
と
云

わ
れ
、
屋
根
に
お
か
れ
て
い
る
看
板

に
も
書
か
れ
て
い
る
。

天
保
三
年
（
一八
三
二
）

と
こ
ろ
が

大
江
文
書
（
福
知
山
教
育
委
員
会

蔵
）
の
二
点
「
覚
」「
田
辺
町
在
酒

屋
三
十
七
督
也
」（
田
辺
に
は
酒
屋

三
七
軒
。）

（
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館　

学
芸
員　

　
　
　
　
　
　
　
　

小
室
智
子
氏
翻
刻
）

　
　「
覚
」

一
岡
田
油
里
村
弥
市
郎
ゟ
持
督
ニ
由

良
村
新
屋
新
兵
衛
持
督
一
所
ニ
合

油
里
村
弥
市
左
衛
門
酒
造
い
た
し

申
し
候
然
る
所

享
和
元
酉
暮
ゟ
由
良
村
新
屋
新

兵
衛
譲
り
請
酒
造
い
た
し
申
候

（
翻
刻
）

岡
田
由
里
村
弥
市
郎
、
由
良
村
新

屋
新
兵
衛
の
持
ち
分
を
由
里
村
弥
市

左
衛
門
が
酒
造
し
て
い
た
。
享
和
元

年
（
一八
〇
一）
暮
に
新
屋
新
兵
衛
に

譲
り
酒
造
し
た
。

　
こ
の
新
屋
新
兵
衛
と
新
屋
六
右
衛

門
の
関
係
が
明
確
で
は
な
い
。
子
孫

の
方
も
当
時
の
関
係
は
よ
く
分
か
ら

な
い
家
系
に
は
存
在
し
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
種
々
新
屋
新
兵
衛

は
六
右
衛
門
と
の
関
わ
り
で
古
文
書

に
現
れ
る
。

　「
田
辺
町
在
酒
屋
三
十
七
督
也
」

　
（
翻
刻
）
造
高
合
三
千
五
百
五
石

　

古
来
よ
り
造
り
来
り
候
高

右
之
内

　
　

三
〇
督　
　

町
方
ニ
有
之

　

残
り

　
　

七
督　
　
　

在
方
ニ
有
之

内元
高
三
十
五
石

一　

二
十
九
石
六
斗　由

良
村
　
八
郎
兵
衛

元
高
百
八
十
石

一　

百
三
十
二
石　
　朝

来
中
村
次
右
エ
門

元
高
三
百
石

一　

二
百
二
十
石　有

路
村
吉
左
衛
門

元
高
九
十
石

元
山
村
徳
左
衛
門
督

岡
田
村
平
次
郎
所
持

一　

六
十
六
石　

由
良
村
　
新
屋
買

元
高
二
十
石元

中
山
村
嘉
右
衛
門
督

上
東
村
治
兵
衛
所
持

一　

六
十
六
石由

良
村
弥
一左
衛
門
買

元
高
二
十
四
石

一　

二
十
四
石　

市
場
村
太
右
衛
門

元
高
二
十
五
石平村

六
郎
左
衛
門
所
持

一　

五
十
石

北
有
路
村
嘉
左
衛
門
買

当
御
役
所
へ

右
之
通
宝
暦
年
中
ニ
書
上
ケ
候

又造
り
高
合
四
千
六
百
二
十
六
石
八
斗

天
和
年
中
（
一六
八一〜
一六
八
三
）
ニ

御
順
見
様
へ
書
上
ケ
候
事
も
有
之
候

又
正
徳
年
中
（
一
七
一一
〜
一
七
一五
ニ
）

は
書
上
ケ
申
候
事
も
有
之
候　

右
は
古
来
よ
り
有
之
候
酒
督

帳
面
之
内
よ
り
任
御
望
写
遺
候

丹
波
屋　

嘉
右
衛
門

安
永
六
（
一七
七
七
）
丁
酉
四
月

北
有
路
村

　
　
　
　
　
　

吉
左
衛
門
殿

　
こ
の
文
書
か
ら
早
け
れ
ば
天
和
年

中
、
少
な
く
と
も
安
永
六
年
（
一
七

七
七
）
に
は
由
良
に
三
軒
の
酒
造
屋

が
あ
り
、
そ
の
中
に
新
屋
が
存
在
す

る
。
　
こ
の
二
点
の
文
書
か
ら
新
屋
が
酒

造
し
て
い
た
の
は
早
け
れ
ば
天
和
年

中
（
一
六
八
一）
〜
安
永
六
年
（
一
七

七
七
）
享
和
元
年
（
一
八
〇
一）
に
は

酒
造
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

　

酒
造
業
兼
廻
船
業
以
外
に

「
人
材
派
遣
業
」　

　

田
辺
藩近

藤
家
文
書
（
舞
鶴
市
史
）

　

文
政
十
年
（
一八
二
七
）
十
二
月
二

十
一
日　

三
百
三
十
石
積
、
栄
久
丸

を
購
入
し
た
事
が
始
ま
り
で
、
同
家

は
、
そ
の
の
ち
天
保
六
年
（
一八
三
四
）

に
一
艘
（
春
日
丸
）
を
加
え
た
、
二

艘
の
廻
船
を
由
良
村
の
船
頭
に
託
し

た
。
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
栄
久

丸
は
次
の
資
料
に
み
ら
れ
る
収
益
を

得
て
い
る
。

　

天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
寅
年
金

子
出
入
の
ひ
か
え
（
舟
頭
当
年
ゟ
由

良
新
屋
治
兵
衛
）

中
略

出
〆　

弐
百
四
拾
両

入
〆　

四
百
卅
弐
両

引
残
而
金　

百
九
拾
一両

後
略

　

舟
頭
由
良　

新
屋
治
兵
衛　

船

頭
は
船
主
の
屋
号
や
苗
字
を
名
乗
る

の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
治
兵
衛
は
新

屋
を
名
乗
っ
て
お
り
新
屋
の
船
頭
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
春
日
丸
の

船
頭
は
わ
か
ら
な
い
が
、
新
屋
が
船

頭
を
派
遣
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　「
田
辺
藩
請
負
事
業
」　

舞
鶴
市
史
に
よ
る
と

　

三
政
規
範
に

宝
暦
十
四
年
申
年
（
一
七
六
四
）
四

月
二
五
日
石
屋
運
上
之
儀　

先
年
定

書
差
出
候
其
節
ㇵ
弐
拾
人
手
間
差
上

　

御
用
無
御
座
時
ㇵ
流
レ
相
成
候
ニ

付
今
年
御
改
被
成
候
所
拾
人
手
間

代
壱
人
前
銀
四
十
五
匁
ヅ
ツ
毎
年
差

上
申
御
用
相
勤
候
ㇸハ
右
手
間
代
ヲ

引
残

銀
上
納
積
リ
是
迄
督
ニ
仕
証
文
モ
差

出
候
ㇸ
共
此
度
改
ニ
督
ニ
仕
証
文
差

出
候
万
一
何
連
成
共
一
督
相
成
候
ㇵㇵ

其
節
ㇵ
弐
拾
人
手
間
差
上
候
筈

由
良
村
　
石
屋
六
右
衛
門
、

寺
内
町　

石
屋
庄
平

　　
こ
の
石
屋
六
右
衛
門
が
新
屋
と
云

え
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
こ

の
時
代
の
地
図
に
は
、
石
浦
村
、
脇

村
、
由
良
村
、
三
村
で
あ
り
、
由

良
村
は
現
在
の
港
、
浜
野
路
、
宮

本
の
各
地
区
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
由
良
村
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

六
右
衛
門
は
新
屋
を
指
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　

又
田
辺
藩
と
交
渉
で
き
る
財
力

と
、由
良
村
（
現
在
の
港
、浜
野
路
、

宮
本
の
各
地
区
）
を
代
表
で
き
る
力

を
有
す
る
の
は
新
屋
六
右
衛
門
と
考

え
て
も
間
違
い
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
良
神
社　

燈
篭　

　

寛
延
二
年
（一
七
四
九
）

　

参
道
途
中
の一
対

　
　
　
　
　

新
屋

　

寛
延
二
年
正
月
吉
日

　
　
　
　
　

六
右
衛
門　

東
京
大
学
資
料
編
纂
所
架
蔵
「
鈴
木

文
書
」
に
つ
い
て　

横
木　

剛
・
原　

直
史　

著

（
京
都
府
教
育
庁　

文
化
財
保
護
課

主
任
吉
野
健
一氏
よ
り
資
料
提
供
）

預
り
申
金
子
之
事

合
金
千
百
四
拾
両
ハ　
但
上
小
判

也右
之
金
子
此
度
地
頭
要
用
ニ
付
各

江
御
才
覚
相
頼
、
慥
ニ
預
り
申
所

実
正
也
、
則
来
ル
九
月
晦
日
限
急

度
返
済
可
致
候
、
右
金
子
為
引
宛

新
発
田
蔵
米
七
千
俵
九
月
中
旬
ゟ

川
下
致
右
江
相
渡
置
、
売
立
代
金

ヲ
以
右
借
用
金
差
引
可
仕
候
、
勿

論
右
引
宛
米
当
秋
値
段
ニ
ゟ
増
減

可
致
候
、
万
一
約
諾
之
通
引
宛
川
下

米
及
遅
滞
候
ハ
々
、
地
頭
領
分
之

内
何
レ
之
組
ゟ
沼
垂
江
相
納
候
蔵

米
川
船
何
方
之
場
所
ニ
而
成
共
御

押
取
可
被
成
候
、
在
中
庄
屋
組
頭

百
姓
幷
ニ
川
船
請
受
負
之
者
何
角

ト
申
候
ㇵ
々
、
我
々
立
会
少
茂
無
相

違
定
之
通
引
宛
米
急
度
相
渡
可
申

候
、
其
外
縦
如
何
様
儀
有
之
候
共

P
於
此
金
子
ニ
毛
頭
相
違
仕
間
敷

候
、
為
後
日
之
金
子
預
り
証
文
仍

如
件

船
名

屋
号　

新
屋

帆
印

帆
印
船
名

屋
号
米
屋
四
郎
左
衛
門

清
水
家
の
客
船
帳
（
柚
木
学
著
）

享
保
弐
拾
壱
年
（
一七
五
六
）
辰
三
月

新
発
田
町　

金
子
預
り
主

　
　
　
　
　
　

大
野
屋
九
兵
衛  

印

　
　
　
　
　

請
人

　
　
　
　
　
　

斎
藤
加
兵
衛　

  

印

　
　
　
　
　

同
断

　
　
　
　
　
　

中
村
藤
蔵　

   

印

　
金
主
　
丹
後
由
良

　
　
　
　
新
屋
惣
兵
衛
殿

同
　
　
　
同
　
六
右
衛
門
殿

同　
　
　

米
屋
源
右
衛
門
殿

同　
　
　

浜
屋
久
五
郎
殿

同　
　
　

升
屋
市
右
衛
門
殿

同　

越
前
三
国

　
　
　
　

平
野
屋
吉
兵
衛
殿

　
　

取
次
宿

　
　
　
　

小
川
屋
長
右
衛
門
殿

裏
書

表
書
之
通
承
届
候
、
返
済
相
違
無

之
候
、
巳
上

　
　
　
　

里
村
次
兵
衛　
　

印

　
　
　
　

山
庄
小
左
衛
門　

印

　
　
　
　

加
藤
友
左
衛
門　

印

　
　
　
　

三
浦
四
兵
衛　
　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
資
料
は
現
新
潟
県
の
新
発
田
に

用
立
て
た
も
の
六
軒
で
金
千
百
四
拾

両
も
の
金
額
。
一
軒
当
た
り
一
九
〇
両

で
あ
る
。
約
二
千
万
円
相
当
に
な
り

大
金
で
あ
る
。
連
署
し
て
い
る
由
良

の
人
は
の
ち
北
前
船
が
盛
ん
に
な
る

頃
の
船
主
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
は

北
前
船
も
北
陸
を
除
き
活
発
で
は
な

か
っ
た
。
何
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
財
を

得
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ

る
の
は
、一、製
塩
。
二
、由
良
川
舟
運
。

三
、
近
海
廻
船
。
で
あ
る
。

　

由
良
川
舟
運
に
つ
い
て
は
っ
き
り
記

録
か
ら
解
る
の
は
源
右
衛
門
・
四
郎

左
衛
門
だ
け
で
あ
り
、
他
は
不
明
で

あ
る
。　
　

　

新
屋
に
つ
い
て
は
、
こ
の
資
料
の
連

署
の
筆
頭
に
は
新
屋
六
右
衛
門
で
は

な
く
、
惣
兵
衛
で
あ
る
。

前
述
し
た
内
容
か
ら
も
大
胆
に
考
え

る
と
新
屋
は
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
「
組

合
」の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
の
中
で
六
右
衛
門
が
代
表
で
次
第

に
力
、
財
力
を
持
ち
新
屋
は
六
右
衛

門
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。　
　
　

　

新
屋
の
古
文
書
の
数
は
多
く
は
な

い
が
、
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館

に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

一部
は
文
殊
吉
野
茶
屋
に
保
管
依
頼

　
　

・
廻
船
と
塩
焼
き
図
屏
風

　
　

・
新
宮
凉
庭
書
掛
け
軸

保
管
依
頼
書

（
平
成
三
十
年
十
一月
二
日
）

軍
艦
由
良
艦
長
の
掛
け
軸
一
幅
（
由

良
神
社
と
同
じ
）
由
良
の
歴
史
を
さ

ぐ
る
会
に
寄
贈
さ
れ
る
。　
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新
屋
の
船
の
帆
印
は
各
々
違
い
客

船
帳
に
は
新
屋
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

帆
印
が
違
う
こ
と
は
新
屋
の
持
ち
船

で
は
な
く
、
傭
船
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
一
方
四
郎
左
衛
門
家
の
船
の
帆
印

は
全
て
同
じ
で
あ
り
持
ち
船
で
あ
る

こ
と
が
解
る
。（
上
図
）

　

浜
田
の
清
水
家
客
船
帳
は
延
享
元

年
（
一七
四
四
）よ
り
明
治
三
四
年
（
一

九
〇
一）
ま
で
の
一
五
八
年
間
に
わ
た

り
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
新
屋
は
寛

政
二
年
（
一
七
九
〇
）
か
ら
記
載
が

始
ま
って
い
る
。

　

由
良
最
大
の
船
主
で
あ
る
米
屋
四

郎
左
衛
門
家
が
清
水
家
の
客
船
帳
に

記
載
さ
れ
る
の
は
、
文
化
八
年
（
一

八
一一）
と
比
較
し
て
も
か
な
り
早
く

か
ら
廻
船
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

た
だ
米
屋
四
郎
左
衛
門
家
は
由

良
川
水
運
を
ベ
ー
ス
（
船
役
文
書　

福
知
山
教
育
委
員
会
蔵
の
「
一
札
之

事
」
元
文
二
年
（
一
七
三
二
））
に
四

郎
左
衛
門
が
記
さ
れ
て
お
り
、
財
力

と
経
験
を
積
み
海
へ
と
乗
り
出
し
た

と
考
え
る
が
、　

新
屋
の
廻
船
業
の

経
歴
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
見
つ
か
って

い
る
資
料
で
は
、

一、
但
馬
今
子
浦　

　
「
田
嶋
家
先
祖
由
来
書
」
に

享
保
四
年
〜
十
一
年
（
一
七
一
九
〜

二
十
六
）
延
べ
四
百
八
十
七
艘
の

入
津
船
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

今
子
浦
諸
国
廻
船
入
船
帳

享
保
七
年
（
一七
二
二
）
五
人
乗
り

　
　
　
　
　
　

新
屋
佐
右
ヱ
門

享
保
八
年
（
一七
二
三
）
八
人
乗
り

　
　
　
　
　
　

新
屋
六
右
衛
門

二
、
鳥
取
藩
家
老
日
記　

　

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
七
月

　

十
九
日

牧
野
河
内
守
様
御
領
分
丹
後
国
由

良
庄
浜
の
路
村
、
新
屋
六
右
衛
門

舩
弐
十
三
端
帆
、
沖
船
頭
・
水
主

共
六
人
乗
、
羽
州
秋
田
ニ
而
、
自
分

米
七
百
六
十
三
俵
、
壱
俵
ニ
付
、
三

斗
二
升
入

七
月
九
日
ニ
積
請
、
同
日
出
舩

同
十
一日
佐
州
深
浦
入
津
、

同
十
二
日
出
舩
、
夫
よ
り
乗
流
同

十
四
日
昼
八
時
分
大
荒
ニ
罷
成
、
沖

相
二
梶
折
、
夜
八
時
分
、

汗
入
郡
厨
難
江
走
上
ケ
、
破
損
仕

候
由
、
船
頭
・
水
主
共
別
条
無
御

座
候
由
、
唯
今
注
進
仕
候
、
巳
上
。

鳥
取
県
汗
入
で
難
船
し
全
員
無
事

だ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

三
、
秋
田
県
能
代
市
史
資
料
編

　

寛
政
五
年
一七
九
三

丹
後
国
船
が
能
代
湊
か
ら
秋
田
銅
・

米
・
杉
角
を
積
ん
で
出
帆
後
行
方

知
れ
ず
と
な
る
。（
高
野
野
村
・
竹

内
文
書
6
6
9

長
崎
御
用
銅
佐
竹
右
京
大
夫
領
分
、

出
羽
国
秋
田
銅
山
小
沢
山
平
銅
壱

百
九
拾
七
箇
龍
山
銀
絞
り
銅
三
百
三

箇
合
五
百
箇
、
此
斤
数
五
万
斤
、

外
ニ
船
頭
自
分
買
荷
之
分
、
米
五
百

九
拾
俵
、
杉
角
平
材
木
六
百
八
拾

本
、
同
国
能
代
湊
ニ
而
丹
後
国
由
良

新
屋
藤
三
郎
船
江
積
之
、
沖
船
頭

兵
太
郎
水
主
共
拾
人
乗
組
、
去
子

七
月
六
日
右
湊
令
出
帆
候
処
、
今

以
大
阪
着
船
無
之
間
、
浦
々
江
入
津

致
候
候
有
無　

後
略

（
大
船
主
子
孫　

香
住
在
住
宮
下
仙

五
郎
氏
よ
り
資
料
提
供
受
け
る
）

　
こ
の
場
合
は
難
船
し
た
の
か
、
乗

組
員
共
々
に
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
い

る
。　

　

享
保
時
代
か
ら
近
海
廻
船
を
始
め

て
い
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
御
用
銅
運

送
の
大
役
を
請
け
負
う
信
用
と
財
力

を
蓄
え
た
こ
と
が
解
る
が
、
残
念
な

が
ら
新
屋
に
は
廻
船
に
関
す
る
資
料

が
現
存
し
な
い
。現
、子
孫
に
よ
れ
ば
、

過
去
の
資
料
は
和
紙
の
為
、
酒
つ
く

り
の
濾
過
に
使
用
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
、
享
保
時
代
か
ら
廻
船
に
乗
り
出

し
た
過
去
の
い
き
さ
つ
は
不
明
で
あ

る
。
　

し
か
し
由
良
川
舟
運
に
お
け
る
舟

持
ち
「
一
札
之
事
」
元
文
二
年
（
一
七

三
七
）
に
薪
兵
衛
が
記
さ
れ
、
又
紛

争
船
論
「
蓼
原
紛
争
済
口
証
文
」

寛
保
二
年
（
一七
四
二
）
に
は
由
良
村

庄
屋
の
一
人
と
し
て
署
名
し
て
い
る
。

公
民
館
だ
よ
り
（
第
一六
三
号
、
第
一

六
四
号
参
照
）
米
屋
四
郎
左
衛
門
家

と
同
じ
由
良
川
舟
運
に
関
わ
っ
て
い

た
？

　
　
酒
造
業
の
新
屋

　

現
時
点
で
宮
津
唯
一の
造
り
酒
屋

で
あ
る
ハ
ク
レ
イ
の
創
業
家
で
あ
る
。

　

酒
造
業
は
天
保
三
年
（
一八
三
二
）

五
代
目　

田
辺
藩
よ
り
酒
造
鑑
札
を

下
付
さ
れ
酒
造
業
を
開
始
し
た
と
云

わ
れ
、
屋
根
に
お
か
れ
て
い
る
看
板

に
も
書
か
れ
て
い
る
。

天
保
三
年
（
一八
三
二
）

と
こ
ろ
が

大
江
文
書
（
福
知
山
教
育
委
員
会

蔵
）
の
二
点
「
覚
」「
田
辺
町
在
酒

屋
三
十
七
督
也
」（
田
辺
に
は
酒
屋

三
七
軒
。）

（
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館　

学
芸
員　

　
　
　
　
　
　
　
　

小
室
智
子
氏
翻
刻
）

　
　「
覚
」

一
岡
田
油
里
村
弥
市
郎
ゟ
持
督
ニ
由

良
村
新
屋
新
兵
衛
持
督
一
所
ニ
合

油
里
村
弥
市
左
衛
門
酒
造
い
た
し

申
し
候
然
る
所

享
和
元
酉
暮
ゟ
由
良
村
新
屋
新

兵
衛
譲
り
請
酒
造
い
た
し
申
候

（
翻
刻
）

岡
田
由
里
村
弥
市
郎
、
由
良
村
新

屋
新
兵
衛
の
持
ち
分
を
由
里
村
弥
市

左
衛
門
が
酒
造
し
て
い
た
。
享
和
元

年
（
一八
〇
一）
暮
に
新
屋
新
兵
衛
に

譲
り
酒
造
し
た
。

　
こ
の
新
屋
新
兵
衛
と
新
屋
六
右
衛

門
の
関
係
が
明
確
で
は
な
い
。
子
孫

の
方
も
当
時
の
関
係
は
よ
く
分
か
ら

な
い
家
系
に
は
存
在
し
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
種
々
新
屋
新
兵
衛

は
六
右
衛
門
と
の
関
わ
り
で
古
文
書

に
現
れ
る
。

　「
田
辺
町
在
酒
屋
三
十
七
督
也
」

　
（
翻
刻
）
造
高
合
三
千
五
百
五
石

　

古
来
よ
り
造
り
来
り
候
高

右
之
内

　
　

三
〇
督　
　

町
方
ニ
有
之

　

残
り

　
　

七
督　
　
　

在
方
ニ
有
之

内元
高
三
十
五
石

一　

二
十
九
石
六
斗　由

良
村
　
八
郎
兵
衛

元
高
百
八
十
石

一　

百
三
十
二
石　
　朝

来
中
村
次
右
エ
門

元
高
三
百
石

一　

二
百
二
十
石　有

路
村
吉
左
衛
門

元
高
九
十
石

元
山
村
徳
左
衛
門
督

岡
田
村
平
次
郎
所
持

一　

六
十
六
石　

由
良
村
　
新
屋
買

元
高
二
十
石元

中
山
村
嘉
右
衛
門
督

上
東
村
治
兵
衛
所
持

一　

六
十
六
石由

良
村
弥
一左
衛
門
買

元
高
二
十
四
石

一　

二
十
四
石　

市
場
村
太
右
衛
門

元
高
二
十
五
石平村

六
郎
左
衛
門
所
持

一　

五
十
石

北
有
路
村
嘉
左
衛
門
買

当
御
役
所
へ

右
之
通
宝
暦
年
中
ニ
書
上
ケ
候

又造
り
高
合
四
千
六
百
二
十
六
石
八
斗

天
和
年
中
（
一六
八一〜
一六
八
三
）
ニ

御
順
見
様
へ
書
上
ケ
候
事
も
有
之
候

又
正
徳
年
中
（
一
七
一一
〜
一
七
一五
ニ
）

は
書
上
ケ
申
候
事
も
有
之
候　

右
は
古
来
よ
り
有
之
候
酒
督

帳
面
之
内
よ
り
任
御
望
写
遺
候

丹
波
屋　

嘉
右
衛
門

安
永
六
（
一七
七
七
）
丁
酉
四
月

北
有
路
村

　
　
　
　
　
　

吉
左
衛
門
殿

　
こ
の
文
書
か
ら
早
け
れ
ば
天
和
年

中
、
少
な
く
と
も
安
永
六
年
（
一
七

七
七
）
に
は
由
良
に
三
軒
の
酒
造
屋

が
あ
り
、
そ
の
中
に
新
屋
が
存
在
す

る
。
　
こ
の
二
点
の
文
書
か
ら
新
屋
が
酒

造
し
て
い
た
の
は
早
け
れ
ば
天
和
年

中
（
一
六
八
一）
〜
安
永
六
年
（
一
七

七
七
）
享
和
元
年
（
一
八
〇
一）
に
は

酒
造
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

　

酒
造
業
兼
廻
船
業
以
外
に

「
人
材
派
遣
業
」　

　

田
辺
藩近

藤
家
文
書
（
舞
鶴
市
史
）

　

文
政
十
年
（
一八
二
七
）
十
二
月
二

十
一
日　

三
百
三
十
石
積
、
栄
久
丸

を
購
入
し
た
事
が
始
ま
り
で
、
同
家

は
、
そ
の
の
ち
天
保
六
年
（
一八
三
四
）

に
一
艘
（
春
日
丸
）
を
加
え
た
、
二

艘
の
廻
船
を
由
良
村
の
船
頭
に
託
し

た
。
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
栄
久

丸
は
次
の
資
料
に
み
ら
れ
る
収
益
を

得
て
い
る
。

　

天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
寅
年
金

子
出
入
の
ひ
か
え
（
舟
頭
当
年
ゟ
由

良
新
屋
治
兵
衛
）

中
略

出
〆　

弐
百
四
拾
両

入
〆　

四
百
卅
弐
両

引
残
而
金　

百
九
拾
一両

後
略

　

舟
頭
由
良　

新
屋
治
兵
衛　

船

頭
は
船
主
の
屋
号
や
苗
字
を
名
乗
る

の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
治
兵
衛
は
新

屋
を
名
乗
っ
て
お
り
新
屋
の
船
頭
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
春
日
丸
の

船
頭
は
わ
か
ら
な
い
が
、
新
屋
が
船

頭
を
派
遣
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　「
田
辺
藩
請
負
事
業
」　

舞
鶴
市
史
に
よ
る
と

　

三
政
規
範
に

宝
暦
十
四
年
申
年
（
一
七
六
四
）
四

月
二
五
日
石
屋
運
上
之
儀　

先
年
定

書
差
出
候
其
節
ㇵ
弐
拾
人
手
間
差
上

　

御
用
無
御
座
時
ㇵ
流
レ
相
成
候
ニ

付
今
年
御
改
被
成
候
所
拾
人
手
間

代
壱
人
前
銀
四
十
五
匁
ヅ
ツ
毎
年
差

上
申
御
用
相
勤
候
ㇸハ
右
手
間
代
ヲ

引
残

銀
上
納
積
リ
是
迄
督
ニ
仕
証
文
モ
差

出
候
ㇸ
共
此
度
改
ニ
督
ニ
仕
証
文
差

出
候
万
一
何
連
成
共
一
督
相
成
候
ㇵㇵ

其
節
ㇵ
弐
拾
人
手
間
差
上
候
筈

由
良
村
　
石
屋
六
右
衛
門
、

寺
内
町　

石
屋
庄
平

　　
こ
の
石
屋
六
右
衛
門
が
新
屋
と
云

え
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
こ

の
時
代
の
地
図
に
は
、
石
浦
村
、
脇

村
、
由
良
村
、
三
村
で
あ
り
、
由

良
村
は
現
在
の
港
、
浜
野
路
、
宮

本
の
各
地
区
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
由
良
村
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

六
右
衛
門
は
新
屋
を
指
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　

又
田
辺
藩
と
交
渉
で
き
る
財
力

と
、由
良
村
（
現
在
の
港
、浜
野
路
、

宮
本
の
各
地
区
）
を
代
表
で
き
る
力

を
有
す
る
の
は
新
屋
六
右
衛
門
と
考

え
て
も
間
違
い
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
良
神
社　

燈
篭　

　

寛
延
二
年
（一
七
四
九
）

　

参
道
途
中
の一
対

　
　
　
　
　

新
屋

　

寛
延
二
年
正
月
吉
日

　
　
　
　
　

六
右
衛
門　

東
京
大
学
資
料
編
纂
所
架
蔵
「
鈴
木

文
書
」
に
つ
い
て　

横
木　

剛
・
原　

直
史　

著

（
京
都
府
教
育
庁　

文
化
財
保
護
課

主
任
吉
野
健
一氏
よ
り
資
料
提
供
）

預
り
申
金
子
之
事

合
金
千
百
四
拾
両
ハ　
但
上
小
判

也右
之
金
子
此
度
地
頭
要
用
ニ
付
各

江
御
才
覚
相
頼
、
慥
ニ
預
り
申
所

実
正
也
、
則
来
ル
九
月
晦
日
限
急

度
返
済
可
致
候
、
右
金
子
為
引
宛

新
発
田
蔵
米
七
千
俵
九
月
中
旬
ゟ

川
下
致
右
江
相
渡
置
、
売
立
代
金

ヲ
以
右
借
用
金
差
引
可
仕
候
、
勿

論
右
引
宛
米
当
秋
値
段
ニ
ゟ
増
減

可
致
候
、
万
一
約
諾
之
通
引
宛
川
下

米
及
遅
滞
候
ハ
々
、
地
頭
領
分
之

内
何
レ
之
組
ゟ
沼
垂
江
相
納
候
蔵

米
川
船
何
方
之
場
所
ニ
而
成
共
御

押
取
可
被
成
候
、
在
中
庄
屋
組
頭

百
姓
幷
ニ
川
船
請
受
負
之
者
何
角

ト
申
候
ㇵ
々
、
我
々
立
会
少
茂
無
相

違
定
之
通
引
宛
米
急
度
相
渡
可
申

候
、
其
外
縦
如
何
様
儀
有
之
候
共

P
於
此
金
子
ニ
毛
頭
相
違
仕
間
敷

候
、
為
後
日
之
金
子
預
り
証
文
仍

如
件

享
保
弐
拾
壱
年
（
一七
五
六
）
辰
三
月

新
発
田
町　

金
子
預
り
主

　
　
　
　
　
　

大
野
屋
九
兵
衛  

印

　
　
　
　
　

請
人

　
　
　
　
　
　

斎
藤
加
兵
衛　

  

印

　
　
　
　
　

同
断

　
　
　
　
　
　

中
村
藤
蔵　

   

印

　
金
主
　
丹
後
由
良

　
　
　
　
新
屋
惣
兵
衛
殿

同
　
　
　
同
　
六
右
衛
門
殿

同　
　
　

米
屋
源
右
衛
門
殿

同　
　
　

浜
屋
久
五
郎
殿

同　
　
　

升
屋
市
右
衛
門
殿

同　

越
前
三
国

　
　
　
　

平
野
屋
吉
兵
衛
殿

　
　

取
次
宿

　
　
　
　

小
川
屋
長
右
衛
門
殿

裏
書

表
書
之
通
承
届
候
、
返
済
相
違
無

之
候
、
巳
上

　
　
　
　

里
村
次
兵
衛　
　

印

　
　
　
　

山
庄
小
左
衛
門　

印

　
　
　
　

加
藤
友
左
衛
門　

印

　
　
　
　

三
浦
四
兵
衛　
　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
資
料
は
現
新
潟
県
の
新
発
田
に

用
立
て
た
も
の
六
軒
で
金
千
百
四
拾

両
も
の
金
額
。
一
軒
当
た
り
一
九
〇
両

で
あ
る
。
約
二
千
万
円
相
当
に
な
り

大
金
で
あ
る
。
連
署
し
て
い
る
由
良

の
人
は
の
ち
北
前
船
が
盛
ん
に
な
る

頃
の
船
主
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
は

北
前
船
も
北
陸
を
除
き
活
発
で
は
な

か
っ
た
。
何
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
財
を

得
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ

る
の
は
、一、製
塩
。
二
、由
良
川
舟
運
。

三
、
近
海
廻
船
。
で
あ
る
。

　

由
良
川
舟
運
に
つ
い
て
は
っ
き
り
記

録
か
ら
解
る
の
は
源
右
衛
門
・
四
郎

左
衛
門
だ
け
で
あ
り
、
他
は
不
明
で

あ
る
。　
　

　

新
屋
に
つ
い
て
は
、
こ
の
資
料
の
連

署
の
筆
頭
に
は
新
屋
六
右
衛
門
で
は

な
く
、
惣
兵
衛
で
あ
る
。

前
述
し
た
内
容
か
ら
も
大
胆
に
考
え

る
と
新
屋
は
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
「
組

合
」の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
の
中
で
六
右
衛
門
が
代
表
で
次
第

に
力
、
財
力
を
持
ち
新
屋
は
六
右
衛

門
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。　
　
　

　

新
屋
の
古
文
書
の
数
は
多
く
は
な

い
が
、
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館

に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

一部
は
文
殊
吉
野
茶
屋
に
保
管
依
頼

　
　

・
廻
船
と
塩
焼
き
図
屏
風

　
　

・
新
宮
凉
庭
書
掛
け
軸

保
管
依
頼
書

（
平
成
三
十
年
十
一月
二
日
）

軍
艦
由
良
艦
長
の
掛
け
軸
一
幅
（
由

良
神
社
と
同
じ
）
由
良
の
歴
史
を
さ

ぐ
る
会
に
寄
贈
さ
れ
る
。　
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新
屋
の
船
の
帆
印
は
各
々
違
い
客

船
帳
に
は
新
屋
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

帆
印
が
違
う
こ
と
は
新
屋
の
持
ち
船

で
は
な
く
、
傭
船
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
一
方
四
郎
左
衛
門
家
の
船
の
帆
印

は
全
て
同
じ
で
あ
り
持
ち
船
で
あ
る

こ
と
が
解
る
。（
上
図
）

　

浜
田
の
清
水
家
客
船
帳
は
延
享
元

年
（
一七
四
四
）よ
り
明
治
三
四
年
（
一

九
〇
一）
ま
で
の
一
五
八
年
間
に
わ
た

り
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
新
屋
は
寛

政
二
年
（
一
七
九
〇
）
か
ら
記
載
が

始
ま
って
い
る
。

　

由
良
最
大
の
船
主
で
あ
る
米
屋
四

郎
左
衛
門
家
が
清
水
家
の
客
船
帳
に

記
載
さ
れ
る
の
は
、
文
化
八
年
（
一

八
一一）
と
比
較
し
て
も
か
な
り
早
く

か
ら
廻
船
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

た
だ
米
屋
四
郎
左
衛
門
家
は
由

良
川
水
運
を
ベ
ー
ス
（
船
役
文
書　

福
知
山
教
育
委
員
会
蔵
の
「
一
札
之

事
」
元
文
二
年
（
一
七
三
二
））
に
四

郎
左
衛
門
が
記
さ
れ
て
お
り
、
財
力

と
経
験
を
積
み
海
へ
と
乗
り
出
し
た

と
考
え
る
が
、　

新
屋
の
廻
船
業
の

経
歴
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
見
つ
か
って

い
る
資
料
で
は
、

一、
但
馬
今
子
浦　

　
「
田
嶋
家
先
祖
由
来
書
」
に

享
保
四
年
〜
十
一
年
（
一
七
一
九
〜

二
十
六
）
延
べ
四
百
八
十
七
艘
の

入
津
船
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

今
子
浦
諸
国
廻
船
入
船
帳

享
保
七
年
（
一七
二
二
）
五
人
乗
り

　
　
　
　
　
　

新
屋
佐
右
ヱ
門

享
保
八
年
（
一七
二
三
）
八
人
乗
り

　
　
　
　
　
　

新
屋
六
右
衛
門

二
、
鳥
取
藩
家
老
日
記　

　

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
七
月

　

十
九
日

牧
野
河
内
守
様
御
領
分
丹
後
国
由

良
庄
浜
の
路
村
、
新
屋
六
右
衛
門

舩
弐
十
三
端
帆
、
沖
船
頭
・
水
主

共
六
人
乗
、
羽
州
秋
田
ニ
而
、
自
分

米
七
百
六
十
三
俵
、
壱
俵
ニ
付
、
三

斗
二
升
入

七
月
九
日
ニ
積
請
、
同
日
出
舩

同
十
一日
佐
州
深
浦
入
津
、

同
十
二
日
出
舩
、
夫
よ
り
乗
流
同

十
四
日
昼
八
時
分
大
荒
ニ
罷
成
、
沖

相
二
梶
折
、
夜
八
時
分
、

汗
入
郡
厨
難
江
走
上
ケ
、
破
損
仕

候
由
、
船
頭
・
水
主
共
別
条
無
御

座
候
由
、
唯
今
注
進
仕
候
、
巳
上
。

鳥
取
県
汗
入
で
難
船
し
全
員
無
事

だ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

三
、
秋
田
県
能
代
市
史
資
料
編

　

寛
政
五
年
一七
九
三

丹
後
国
船
が
能
代
湊
か
ら
秋
田
銅
・

米
・
杉
角
を
積
ん
で
出
帆
後
行
方

知
れ
ず
と
な
る
。（
高
野
野
村
・
竹

内
文
書
6
6
9

長
崎
御
用
銅
佐
竹
右
京
大
夫
領
分
、

出
羽
国
秋
田
銅
山
小
沢
山
平
銅
壱

百
九
拾
七
箇
龍
山
銀
絞
り
銅
三
百
三

箇
合
五
百
箇
、
此
斤
数
五
万
斤
、

外
ニ
船
頭
自
分
買
荷
之
分
、
米
五
百

九
拾
俵
、
杉
角
平
材
木
六
百
八
拾

本
、
同
国
能
代
湊
ニ
而
丹
後
国
由
良

新
屋
藤
三
郎
船
江
積
之
、
沖
船
頭

兵
太
郎
水
主
共
拾
人
乗
組
、
去
子

七
月
六
日
右
湊
令
出
帆
候
処
、
今

以
大
阪
着
船
無
之
間
、
浦
々
江
入
津

致
候
候
有
無　

後
略

（
大
船
主
子
孫　

香
住
在
住
宮
下
仙

五
郎
氏
よ
り
資
料
提
供
受
け
る
）

　
こ
の
場
合
は
難
船
し
た
の
か
、
乗

組
員
共
々
に
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
い

る
。　

　

享
保
時
代
か
ら
近
海
廻
船
を
始
め

て
い
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
御
用
銅
運

送
の
大
役
を
請
け
負
う
信
用
と
財
力

を
蓄
え
た
こ
と
が
解
る
が
、
残
念
な

が
ら
新
屋
に
は
廻
船
に
関
す
る
資
料

が
現
存
し
な
い
。現
、子
孫
に
よ
れ
ば
、

過
去
の
資
料
は
和
紙
の
為
、
酒
つ
く

り
の
濾
過
に
使
用
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
、
享
保
時
代
か
ら
廻
船
に
乗
り
出

し
た
過
去
の
い
き
さ
つ
は
不
明
で
あ

る
。
　

し
か
し
由
良
川
舟
運
に
お
け
る
舟

持
ち
「
一
札
之
事
」
元
文
二
年
（
一
七

三
七
）
に
薪
兵
衛
が
記
さ
れ
、
又
紛

争
船
論
「
蓼
原
紛
争
済
口
証
文
」

寛
保
二
年
（
一七
四
二
）
に
は
由
良
村

庄
屋
の
一
人
と
し
て
署
名
し
て
い
る
。

公
民
館
だ
よ
り
（
第
一六
三
号
、
第
一

六
四
号
参
照
）
米
屋
四
郎
左
衛
門
家

と
同
じ
由
良
川
舟
運
に
関
わ
っ
て
い

た
？

　
　
酒
造
業
の
新
屋

　

現
時
点
で
宮
津
唯
一の
造
り
酒
屋

で
あ
る
ハ
ク
レ
イ
の
創
業
家
で
あ
る
。

　

酒
造
業
は
天
保
三
年
（
一八
三
二
）

五
代
目　

田
辺
藩
よ
り
酒
造
鑑
札
を

下
付
さ
れ
酒
造
業
を
開
始
し
た
と
云

わ
れ
、
屋
根
に
お
か
れ
て
い
る
看
板

に
も
書
か
れ
て
い
る
。

天
保
三
年
（
一八
三
二
）

と
こ
ろ
が

大
江
文
書
（
福
知
山
教
育
委
員
会

蔵
）
の
二
点
「
覚
」「
田
辺
町
在
酒

屋
三
十
七
督
也
」（
田
辺
に
は
酒
屋

三
七
軒
。）

（
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館　

学
芸
員　

　
　
　
　
　
　
　
　

小
室
智
子
氏
翻
刻
）

　
　「
覚
」

一
岡
田
油
里
村
弥
市
郎
ゟ
持
督
ニ
由

良
村
新
屋
新
兵
衛
持
督
一
所
ニ
合

油
里
村
弥
市
左
衛
門
酒
造
い
た
し

申
し
候
然
る
所

享
和
元
酉
暮
ゟ
由
良
村
新
屋
新

兵
衛
譲
り
請
酒
造
い
た
し
申
候

（
翻
刻
）

岡
田
由
里
村
弥
市
郎
、
由
良
村
新

屋
新
兵
衛
の
持
ち
分
を
由
里
村
弥
市

左
衛
門
が
酒
造
し
て
い
た
。
享
和
元

年
（
一八
〇
一）
暮
に
新
屋
新
兵
衛
に

譲
り
酒
造
し
た
。

　
こ
の
新
屋
新
兵
衛
と
新
屋
六
右
衛

門
の
関
係
が
明
確
で
は
な
い
。
子
孫

の
方
も
当
時
の
関
係
は
よ
く
分
か
ら

な
い
家
系
に
は
存
在
し
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
種
々
新
屋
新
兵
衛

は
六
右
衛
門
と
の
関
わ
り
で
古
文
書

に
現
れ
る
。

　「
田
辺
町
在
酒
屋
三
十
七
督
也
」

　
（
翻
刻
）
造
高
合
三
千
五
百
五
石

　

古
来
よ
り
造
り
来
り
候
高

右
之
内

　
　

三
〇
督　
　

町
方
ニ
有
之

　

残
り

　
　

七
督　
　
　

在
方
ニ
有
之

内元
高
三
十
五
石

一　

二
十
九
石
六
斗　由

良
村
　
八
郎
兵
衛

元
高
百
八
十
石

一　

百
三
十
二
石　
　朝

来
中
村
次
右
エ
門

元
高
三
百
石

一　

二
百
二
十
石　有

路
村
吉
左
衛
門

元
高
九
十
石

元
山
村
徳
左
衛
門
督

岡
田
村
平
次
郎
所
持

一　

六
十
六
石　

由
良
村
　
新
屋
買

元
高
二
十
石元

中
山
村
嘉
右
衛
門
督

上
東
村
治
兵
衛
所
持

一　

六
十
六
石由

良
村
弥
一左
衛
門
買

元
高
二
十
四
石

一　

二
十
四
石　

市
場
村
太
右
衛
門

元
高
二
十
五
石平村

六
郎
左
衛
門
所
持

一　

五
十
石

北
有
路
村
嘉
左
衛
門
買

当
御
役
所
へ

右
之
通
宝
暦
年
中
ニ
書
上
ケ
候

又造
り
高
合
四
千
六
百
二
十
六
石
八
斗

天
和
年
中
（
一六
八一〜
一六
八
三
）
ニ

御
順
見
様
へ
書
上
ケ
候
事
も
有
之
候

又
正
徳
年
中
（
一
七
一一
〜
一
七
一五
ニ
）

は
書
上
ケ
申
候
事
も
有
之
候　

右
は
古
来
よ
り
有
之
候
酒
督

帳
面
之
内
よ
り
任
御
望
写
遺
候

丹
波
屋　

嘉
右
衛
門

安
永
六
（
一七
七
七
）
丁
酉
四
月

北
有
路
村

　
　
　
　
　
　

吉
左
衛
門
殿

　
こ
の
文
書
か
ら
早
け
れ
ば
天
和
年

中
、
少
な
く
と
も
安
永
六
年
（
一
七

七
七
）
に
は
由
良
に
三
軒
の
酒
造
屋

が
あ
り
、
そ
の
中
に
新
屋
が
存
在
す

る
。
　
こ
の
二
点
の
文
書
か
ら
新
屋
が
酒

造
し
て
い
た
の
は
早
け
れ
ば
天
和
年

中
（
一
六
八
一）
〜
安
永
六
年
（
一
七

七
七
）
享
和
元
年
（
一
八
〇
一）
に
は

酒
造
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

　

酒
造
業
兼
廻
船
業
以
外
に

「
人
材
派
遣
業
」　

　

田
辺
藩近

藤
家
文
書
（
舞
鶴
市
史
）

　

文
政
十
年
（
一八
二
七
）
十
二
月
二

十
一
日　

三
百
三
十
石
積
、
栄
久
丸

を
購
入
し
た
事
が
始
ま
り
で
、
同
家

は
、
そ
の
の
ち
天
保
六
年
（
一八
三
四
）

に
一
艘
（
春
日
丸
）
を
加
え
た
、
二

艘
の
廻
船
を
由
良
村
の
船
頭
に
託
し

た
。
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
栄
久

丸
は
次
の
資
料
に
み
ら
れ
る
収
益
を

得
て
い
る
。

　

天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
寅
年
金

子
出
入
の
ひ
か
え
（
舟
頭
当
年
ゟ
由

良
新
屋
治
兵
衛
）

中
略

出
〆　

弐
百
四
拾
両

入
〆　

四
百
卅
弐
両

引
残
而
金　

百
九
拾
一両

後
略

　

舟
頭
由
良　

新
屋
治
兵
衛　

船

頭
は
船
主
の
屋
号
や
苗
字
を
名
乗
る

の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
治
兵
衛
は
新

屋
を
名
乗
っ
て
お
り
新
屋
の
船
頭
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
春
日
丸
の

船
頭
は
わ
か
ら
な
い
が
、
新
屋
が
船

頭
を
派
遣
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　「
田
辺
藩
請
負
事
業
」　

舞
鶴
市
史
に
よ
る
と

　

三
政
規
範
に

宝
暦
十
四
年
申
年
（
一
七
六
四
）
四

月
二
五
日
石
屋
運
上
之
儀　

先
年
定

書
差
出
候
其
節
ㇵ
弐
拾
人
手
間
差
上

　

御
用
無
御
座
時
ㇵ
流
レ
相
成
候
ニ

付
今
年
御
改
被
成
候
所
拾
人
手
間

代
壱
人
前
銀
四
十
五
匁
ヅ
ツ
毎
年
差

上
申
御
用
相
勤
候
ㇸハ
右
手
間
代
ヲ

引
残

銀
上
納
積
リ
是
迄
督
ニ
仕
証
文
モ
差

出
候
ㇸ
共
此
度
改
ニ
督
ニ
仕
証
文
差

出
候
万
一
何
連
成
共
一
督
相
成
候
ㇵㇵ

其
節
ㇵ
弐
拾
人
手
間
差
上
候
筈

由
良
村
　
石
屋
六
右
衛
門
、

寺
内
町　

石
屋
庄
平

　　
こ
の
石
屋
六
右
衛
門
が
新
屋
と
云

え
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
こ

の
時
代
の
地
図
に
は
、
石
浦
村
、
脇

村
、
由
良
村
、
三
村
で
あ
り
、
由

良
村
は
現
在
の
港
、
浜
野
路
、
宮

本
の
各
地
区
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
由
良
村
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

六
右
衛
門
は
新
屋
を
指
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　

又
田
辺
藩
と
交
渉
で
き
る
財
力

と
、由
良
村
（
現
在
の
港
、浜
野
路
、

宮
本
の
各
地
区
）
を
代
表
で
き
る
力

を
有
す
る
の
は
新
屋
六
右
衛
門
と
考

え
て
も
間
違
い
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
良
神
社　

燈
篭　

　

寛
延
二
年
（一
七
四
九
）

　

参
道
途
中
の一
対

　
　
　
　
　

新
屋

　

寛
延
二
年
正
月
吉
日

　
　
　
　
　

六
右
衛
門　

東
京
大
学
資
料
編
纂
所
架
蔵
「
鈴
木

文
書
」
に
つ
い
て　

横
木　

剛
・
原　

直
史　

著

（
京
都
府
教
育
庁　

文
化
財
保
護
課

主
任
吉
野
健
一氏
よ
り
資
料
提
供
）

預
り
申
金
子
之
事

合
金
千
百
四
拾
両
ハ　
但
上
小
判

也右
之
金
子
此
度
地
頭
要
用
ニ
付
各

江
御
才
覚
相
頼
、
慥
ニ
預
り
申
所

実
正
也
、
則
来
ル
九
月
晦
日
限
急

度
返
済
可
致
候
、
右
金
子
為
引
宛

新
発
田
蔵
米
七
千
俵
九
月
中
旬
ゟ

川
下
致
右
江
相
渡
置
、
売
立
代
金

ヲ
以
右
借
用
金
差
引
可
仕
候
、
勿

論
右
引
宛
米
当
秋
値
段
ニ
ゟ
増
減

可
致
候
、
万
一
約
諾
之
通
引
宛
川
下

米
及
遅
滞
候
ハ
々
、
地
頭
領
分
之

内
何
レ
之
組
ゟ
沼
垂
江
相
納
候
蔵

米
川
船
何
方
之
場
所
ニ
而
成
共
御

押
取
可
被
成
候
、
在
中
庄
屋
組
頭

百
姓
幷
ニ
川
船
請
受
負
之
者
何
角

ト
申
候
ㇵ
々
、
我
々
立
会
少
茂
無
相

違
定
之
通
引
宛
米
急
度
相
渡
可
申

候
、
其
外
縦
如
何
様
儀
有
之
候
共

P
於
此
金
子
ニ
毛
頭
相
違
仕
間
敷

候
、
為
後
日
之
金
子
預
り
証
文
仍

如
件

如
意
寺　
護
摩
堂
棟
札　
宝
暦
四
年
（一
七
五
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
本
柱
施
主　

新
屋
六
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

同　

藤
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

同　

新
兵
衛

享
保
弐
拾
壱
年
（
一七
五
六
）
辰
三
月

新
発
田
町　

金
子
預
り
主

　
　
　
　
　
　

大
野
屋
九
兵
衛  

印

　
　
　
　
　

請
人

　
　
　
　
　
　

斎
藤
加
兵
衛　

  

印

　
　
　
　
　

同
断

　
　
　
　
　
　

中
村
藤
蔵　

   

印

　
金
主
　
丹
後
由
良

　
　
　
　
新
屋
惣
兵
衛
殿

同
　
　
　
同
　
六
右
衛
門
殿

同　
　
　

米
屋
源
右
衛
門
殿

同　
　
　

浜
屋
久
五
郎
殿

同　
　
　

升
屋
市
右
衛
門
殿

同　

越
前
三
国

　
　
　
　

平
野
屋
吉
兵
衛
殿

　
　

取
次
宿

　
　
　
　

小
川
屋
長
右
衛
門
殿

裏
書

表
書
之
通
承
届
候
、
返
済
相
違
無

之
候
、
巳
上

　
　
　
　

里
村
次
兵
衛　
　

印

　
　
　
　

山
庄
小
左
衛
門　

印

　
　
　
　

加
藤
友
左
衛
門　

印

　
　
　
　

三
浦
四
兵
衛　
　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
資
料
は
現
新
潟
県
の
新
発
田
に

用
立
て
た
も
の
六
軒
で
金
千
百
四
拾

両
も
の
金
額
。
一
軒
当
た
り
一
九
〇
両

で
あ
る
。
約
二
千
万
円
相
当
に
な
り

大
金
で
あ
る
。
連
署
し
て
い
る
由
良

の
人
は
の
ち
北
前
船
が
盛
ん
に
な
る

頃
の
船
主
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
は

北
前
船
も
北
陸
を
除
き
活
発
で
は
な

か
っ
た
。
何
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
財
を

得
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ

る
の
は
、一、製
塩
。
二
、由
良
川
舟
運
。

三
、
近
海
廻
船
。
で
あ
る
。

　

由
良
川
舟
運
に
つ
い
て
は
っ
き
り
記

録
か
ら
解
る
の
は
源
右
衛
門
・
四
郎

左
衛
門
だ
け
で
あ
り
、
他
は
不
明
で

あ
る
。　
　

　

新
屋
に
つ
い
て
は
、
こ
の
資
料
の
連

署
の
筆
頭
に
は
新
屋
六
右
衛
門
で
は

な
く
、
惣
兵
衛
で
あ
る
。

前
述
し
た
内
容
か
ら
も
大
胆
に
考
え

る
と
新
屋
は
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
「
組

合
」の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
の
中
で
六
右
衛
門
が
代
表
で
次
第

に
力
、
財
力
を
持
ち
新
屋
は
六
右
衛

門
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。　
　
　

　

新
屋
の
古
文
書
の
数
は
多
く
は
な

い
が
、
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館

に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

一部
は
文
殊
吉
野
茶
屋
に
保
管
依
頼

　
　

・
廻
船
と
塩
焼
き
図
屏
風

　
　

・
新
宮
凉
庭
書
掛
け
軸

保
管
依
頼
書

（
平
成
三
十
年
十
一月
二
日
）

軍
艦
由
良
艦
長
の
掛
け
軸
一
幅
（
由

良
神
社
と
同
じ
）
由
良
の
歴
史
を
さ

ぐ
る
会
に
寄
贈
さ
れ
る
。　
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新
屋
の
船
の
帆
印
は
各
々
違
い
客

船
帳
に
は
新
屋
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

帆
印
が
違
う
こ
と
は
新
屋
の
持
ち
船

で
は
な
く
、
傭
船
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
一
方
四
郎
左
衛
門
家
の
船
の
帆
印

は
全
て
同
じ
で
あ
り
持
ち
船
で
あ
る

こ
と
が
解
る
。（
上
図
）

　

浜
田
の
清
水
家
客
船
帳
は
延
享
元

年
（
一七
四
四
）よ
り
明
治
三
四
年
（
一

九
〇
一）
ま
で
の
一
五
八
年
間
に
わ
た

り
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
新
屋
は
寛

政
二
年
（
一
七
九
〇
）
か
ら
記
載
が

始
ま
って
い
る
。

　

由
良
最
大
の
船
主
で
あ
る
米
屋
四

郎
左
衛
門
家
が
清
水
家
の
客
船
帳
に

記
載
さ
れ
る
の
は
、
文
化
八
年
（
一

八
一一）
と
比
較
し
て
も
か
な
り
早
く

か
ら
廻
船
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

た
だ
米
屋
四
郎
左
衛
門
家
は
由

良
川
水
運
を
ベ
ー
ス
（
船
役
文
書　

福
知
山
教
育
委
員
会
蔵
の
「
一
札
之

事
」
元
文
二
年
（
一
七
三
二
））
に
四

郎
左
衛
門
が
記
さ
れ
て
お
り
、
財
力

と
経
験
を
積
み
海
へ
と
乗
り
出
し
た

と
考
え
る
が
、　

新
屋
の
廻
船
業
の

経
歴
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
見
つ
か
って

い
る
資
料
で
は
、

一、
但
馬
今
子
浦　

　
「
田
嶋
家
先
祖
由
来
書
」
に

享
保
四
年
〜
十
一
年
（
一
七
一
九
〜

二
十
六
）
延
べ
四
百
八
十
七
艘
の

入
津
船
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

今
子
浦
諸
国
廻
船
入
船
帳

享
保
七
年
（
一七
二
二
）
五
人
乗
り

　
　
　
　
　
　

新
屋
佐
右
ヱ
門

享
保
八
年
（
一七
二
三
）
八
人
乗
り

　
　
　
　
　
　

新
屋
六
右
衛
門

二
、
鳥
取
藩
家
老
日
記　

　

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
七
月

　

十
九
日

牧
野
河
内
守
様
御
領
分
丹
後
国
由

良
庄
浜
の
路
村
、
新
屋
六
右
衛
門

舩
弐
十
三
端
帆
、
沖
船
頭
・
水
主

共
六
人
乗
、
羽
州
秋
田
ニ
而
、
自
分

米
七
百
六
十
三
俵
、
壱
俵
ニ
付
、
三

斗
二
升
入

七
月
九
日
ニ
積
請
、
同
日
出
舩

同
十
一日
佐
州
深
浦
入
津
、

同
十
二
日
出
舩
、
夫
よ
り
乗
流
同

十
四
日
昼
八
時
分
大
荒
ニ
罷
成
、
沖

相
二
梶
折
、
夜
八
時
分
、

汗
入
郡
厨
難
江
走
上
ケ
、
破
損
仕

候
由
、
船
頭
・
水
主
共
別
条
無
御

座
候
由
、
唯
今
注
進
仕
候
、
巳
上
。

鳥
取
県
汗
入
で
難
船
し
全
員
無
事

だ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

三
、
秋
田
県
能
代
市
史
資
料
編

　

寛
政
五
年
一七
九
三

丹
後
国
船
が
能
代
湊
か
ら
秋
田
銅
・

米
・
杉
角
を
積
ん
で
出
帆
後
行
方

知
れ
ず
と
な
る
。（
高
野
野
村
・
竹

内
文
書
6
6
9

長
崎
御
用
銅
佐
竹
右
京
大
夫
領
分
、

出
羽
国
秋
田
銅
山
小
沢
山
平
銅
壱

百
九
拾
七
箇
龍
山
銀
絞
り
銅
三
百
三

箇
合
五
百
箇
、
此
斤
数
五
万
斤
、

外
ニ
船
頭
自
分
買
荷
之
分
、
米
五
百

九
拾
俵
、
杉
角
平
材
木
六
百
八
拾

本
、
同
国
能
代
湊
ニ
而
丹
後
国
由
良

新
屋
藤
三
郎
船
江
積
之
、
沖
船
頭

兵
太
郎
水
主
共
拾
人
乗
組
、
去
子

七
月
六
日
右
湊
令
出
帆
候
処
、
今

以
大
阪
着
船
無
之
間
、
浦
々
江
入
津

致
候
候
有
無　

後
略

（
大
船
主
子
孫　

香
住
在
住
宮
下
仙

五
郎
氏
よ
り
資
料
提
供
受
け
る
）

　
こ
の
場
合
は
難
船
し
た
の
か
、
乗

組
員
共
々
に
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
い

る
。　

　

享
保
時
代
か
ら
近
海
廻
船
を
始
め

て
い
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
御
用
銅
運

送
の
大
役
を
請
け
負
う
信
用
と
財
力

を
蓄
え
た
こ
と
が
解
る
が
、
残
念
な

が
ら
新
屋
に
は
廻
船
に
関
す
る
資
料

が
現
存
し
な
い
。現
、子
孫
に
よ
れ
ば
、

過
去
の
資
料
は
和
紙
の
為
、
酒
つ
く

り
の
濾
過
に
使
用
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
、
享
保
時
代
か
ら
廻
船
に
乗
り
出

し
た
過
去
の
い
き
さ
つ
は
不
明
で
あ

る
。
　

し
か
し
由
良
川
舟
運
に
お
け
る
舟

持
ち
「
一
札
之
事
」
元
文
二
年
（
一
七

三
七
）
に
薪
兵
衛
が
記
さ
れ
、
又
紛

争
船
論
「
蓼
原
紛
争
済
口
証
文
」

寛
保
二
年
（
一七
四
二
）
に
は
由
良
村

庄
屋
の
一
人
と
し
て
署
名
し
て
い
る
。

公
民
館
だ
よ
り
（
第
一六
三
号
、
第
一

六
四
号
参
照
）
米
屋
四
郎
左
衛
門
家

と
同
じ
由
良
川
舟
運
に
関
わ
っ
て
い

た
？

　
　
酒
造
業
の
新
屋

　

現
時
点
で
宮
津
唯
一の
造
り
酒
屋

で
あ
る
ハ
ク
レ
イ
の
創
業
家
で
あ
る
。

　

酒
造
業
は
天
保
三
年
（
一八
三
二
）

五
代
目　

田
辺
藩
よ
り
酒
造
鑑
札
を

下
付
さ
れ
酒
造
業
を
開
始
し
た
と
云

わ
れ
、
屋
根
に
お
か
れ
て
い
る
看
板

に
も
書
か
れ
て
い
る
。

天
保
三
年
（
一八
三
二
）

と
こ
ろ
が

大
江
文
書
（
福
知
山
教
育
委
員
会

蔵
）
の
二
点
「
覚
」「
田
辺
町
在
酒

屋
三
十
七
督
也
」（
田
辺
に
は
酒
屋

三
七
軒
。）

（
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館　

学
芸
員　

　
　
　
　
　
　
　
　

小
室
智
子
氏
翻
刻
）

　
　「
覚
」

一
岡
田
油
里
村
弥
市
郎
ゟ
持
督
ニ
由

良
村
新
屋
新
兵
衛
持
督
一
所
ニ
合

油
里
村
弥
市
左
衛
門
酒
造
い
た
し

申
し
候
然
る
所

享
和
元
酉
暮
ゟ
由
良
村
新
屋
新

兵
衛
譲
り
請
酒
造
い
た
し
申
候

（
翻
刻
）

岡
田
由
里
村
弥
市
郎
、
由
良
村
新

屋
新
兵
衛
の
持
ち
分
を
由
里
村
弥
市

左
衛
門
が
酒
造
し
て
い
た
。
享
和
元

年
（
一八
〇
一）
暮
に
新
屋
新
兵
衛
に

譲
り
酒
造
し
た
。

　
こ
の
新
屋
新
兵
衛
と
新
屋
六
右
衛

門
の
関
係
が
明
確
で
は
な
い
。
子
孫

の
方
も
当
時
の
関
係
は
よ
く
分
か
ら

な
い
家
系
に
は
存
在
し
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
種
々
新
屋
新
兵
衛

は
六
右
衛
門
と
の
関
わ
り
で
古
文
書

に
現
れ
る
。

　「
田
辺
町
在
酒
屋
三
十
七
督
也
」

　
（
翻
刻
）
造
高
合
三
千
五
百
五
石

　

古
来
よ
り
造
り
来
り
候
高

右
之
内

　
　

三
〇
督　
　

町
方
ニ
有
之

　

残
り

　
　

七
督　
　
　

在
方
ニ
有
之

内元
高
三
十
五
石

一　

二
十
九
石
六
斗　由

良
村
　
八
郎
兵
衛

元
高
百
八
十
石

一　

百
三
十
二
石　
　朝

来
中
村
次
右
エ
門

元
高
三
百
石

一　

二
百
二
十
石　有

路
村
吉
左
衛
門

元
高
九
十
石

元
山
村
徳
左
衛
門
督

岡
田
村
平
次
郎
所
持

一　

六
十
六
石　

由
良
村
　
新
屋
買

元
高
二
十
石元

中
山
村
嘉
右
衛
門
督

上
東
村
治
兵
衛
所
持

一　

六
十
六
石由

良
村
弥
一左
衛
門
買

元
高
二
十
四
石

一　

二
十
四
石　

市
場
村
太
右
衛
門

元
高
二
十
五
石平村

六
郎
左
衛
門
所
持

一　

五
十
石

北
有
路
村
嘉
左
衛
門
買

当
御
役
所
へ

右
之
通
宝
暦
年
中
ニ
書
上
ケ
候

又造
り
高
合
四
千
六
百
二
十
六
石
八
斗

天
和
年
中
（
一六
八一〜
一六
八
三
）
ニ

御
順
見
様
へ
書
上
ケ
候
事
も
有
之
候

又
正
徳
年
中
（
一
七
一一
〜
一
七
一五
ニ
）

は
書
上
ケ
申
候
事
も
有
之
候　

右
は
古
来
よ
り
有
之
候
酒
督

帳
面
之
内
よ
り
任
御
望
写
遺
候

丹
波
屋　

嘉
右
衛
門

安
永
六
（
一七
七
七
）
丁
酉
四
月

北
有
路
村

　
　
　
　
　
　

吉
左
衛
門
殿

　
こ
の
文
書
か
ら
早
け
れ
ば
天
和
年

中
、
少
な
く
と
も
安
永
六
年
（
一
七

七
七
）
に
は
由
良
に
三
軒
の
酒
造
屋

が
あ
り
、
そ
の
中
に
新
屋
が
存
在
す

る
。
　
こ
の
二
点
の
文
書
か
ら
新
屋
が
酒

造
し
て
い
た
の
は
早
け
れ
ば
天
和
年

中
（
一
六
八
一）
〜
安
永
六
年
（
一
七

七
七
）
享
和
元
年
（
一
八
〇
一）
に
は

酒
造
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

　

酒
造
業
兼
廻
船
業
以
外
に

「
人
材
派
遣
業
」　

　

田
辺
藩近

藤
家
文
書
（
舞
鶴
市
史
）

　

文
政
十
年
（
一八
二
七
）
十
二
月
二

十
一
日　

三
百
三
十
石
積
、
栄
久
丸

を
購
入
し
た
事
が
始
ま
り
で
、
同
家

は
、
そ
の
の
ち
天
保
六
年
（
一八
三
四
）

に
一
艘
（
春
日
丸
）
を
加
え
た
、
二

艘
の
廻
船
を
由
良
村
の
船
頭
に
託
し

た
。
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
栄
久

丸
は
次
の
資
料
に
み
ら
れ
る
収
益
を

得
て
い
る
。

　

天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
寅
年
金

子
出
入
の
ひ
か
え
（
舟
頭
当
年
ゟ
由

良
新
屋
治
兵
衛
）

中
略

出
〆　

弐
百
四
拾
両

入
〆　

四
百
卅
弐
両

引
残
而
金　

百
九
拾
一両

後
略

　

舟
頭
由
良　

新
屋
治
兵
衛　

船

頭
は
船
主
の
屋
号
や
苗
字
を
名
乗
る

の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
治
兵
衛
は
新

屋
を
名
乗
っ
て
お
り
新
屋
の
船
頭
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
春
日
丸
の

船
頭
は
わ
か
ら
な
い
が
、
新
屋
が
船

頭
を
派
遣
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　「
田
辺
藩
請
負
事
業
」　

舞
鶴
市
史
に
よ
る
と

　

三
政
規
範
に

宝
暦
十
四
年
申
年
（
一
七
六
四
）
四

月
二
五
日
石
屋
運
上
之
儀　

先
年
定

書
差
出
候
其
節
ㇵ
弐
拾
人
手
間
差
上

　

御
用
無
御
座
時
ㇵ
流
レ
相
成
候
ニ

付
今
年
御
改
被
成
候
所
拾
人
手
間

代
壱
人
前
銀
四
十
五
匁
ヅ
ツ
毎
年
差

上
申
御
用
相
勤
候
ㇸハ
右
手
間
代
ヲ

引
残

銀
上
納
積
リ
是
迄
督
ニ
仕
証
文
モ
差

出
候
ㇸ
共
此
度
改
ニ
督
ニ
仕
証
文
差

出
候
万
一
何
連
成
共
一
督
相
成
候
ㇵㇵ

其
節
ㇵ
弐
拾
人
手
間
差
上
候
筈

由
良
村
　
石
屋
六
右
衛
門
、

寺
内
町　

石
屋
庄
平

　　
こ
の
石
屋
六
右
衛
門
が
新
屋
と
云

え
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
こ

の
時
代
の
地
図
に
は
、
石
浦
村
、
脇

村
、
由
良
村
、
三
村
で
あ
り
、
由

良
村
は
現
在
の
港
、
浜
野
路
、
宮

本
の
各
地
区
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
由
良
村
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

六
右
衛
門
は
新
屋
を
指
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　

又
田
辺
藩
と
交
渉
で
き
る
財
力

と
、由
良
村
（
現
在
の
港
、浜
野
路
、

宮
本
の
各
地
区
）
を
代
表
で
き
る
力

を
有
す
る
の
は
新
屋
六
右
衛
門
と
考

え
て
も
間
違
い
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
良
神
社　

燈
篭　

　

寛
延
二
年
（一
七
四
九
）

　

参
道
途
中
の一
対

　
　
　
　
　

新
屋

　

寛
延
二
年
正
月
吉
日

　
　
　
　
　

六
右
衛
門　

東
京
大
学
資
料
編
纂
所
架
蔵
「
鈴
木

文
書
」
に
つ
い
て　

横
木　

剛
・
原　

直
史　

著

（
京
都
府
教
育
庁　

文
化
財
保
護
課

主
任
吉
野
健
一氏
よ
り
資
料
提
供
）

預
り
申
金
子
之
事

合
金
千
百
四
拾
両
ハ　
但
上
小
判

也右
之
金
子
此
度
地
頭
要
用
ニ
付
各

江
御
才
覚
相
頼
、
慥
ニ
預
り
申
所

実
正
也
、
則
来
ル
九
月
晦
日
限
急

度
返
済
可
致
候
、
右
金
子
為
引
宛

新
発
田
蔵
米
七
千
俵
九
月
中
旬
ゟ

川
下
致
右
江
相
渡
置
、
売
立
代
金

ヲ
以
右
借
用
金
差
引
可
仕
候
、
勿

論
右
引
宛
米
当
秋
値
段
ニ
ゟ
増
減

可
致
候
、
万
一
約
諾
之
通
引
宛
川
下

米
及
遅
滞
候
ハ
々
、
地
頭
領
分
之

内
何
レ
之
組
ゟ
沼
垂
江
相
納
候
蔵

米
川
船
何
方
之
場
所
ニ
而
成
共
御

押
取
可
被
成
候
、
在
中
庄
屋
組
頭

百
姓
幷
ニ
川
船
請
受
負
之
者
何
角

ト
申
候
ㇵ
々
、
我
々
立
会
少
茂
無
相

違
定
之
通
引
宛
米
急
度
相
渡
可
申

候
、
其
外
縦
如
何
様
儀
有
之
候
共

P
於
此
金
子
ニ
毛
頭
相
違
仕
間
敷

候
、
為
後
日
之
金
子
預
り
証
文
仍

如
件

享
保
弐
拾
壱
年
（
一七
五
六
）
辰
三
月

新
発
田
町　

金
子
預
り
主

　
　
　
　
　
　

大
野
屋
九
兵
衛  

印

　
　
　
　
　

請
人

　
　
　
　
　
　

斎
藤
加
兵
衛　

  

印

　
　
　
　
　

同
断

　
　
　
　
　
　

中
村
藤
蔵　

   

印

　
金
主
　
丹
後
由
良

　
　
　
　
新
屋
惣
兵
衛
殿

同
　
　
　
同
　
六
右
衛
門
殿

同　
　
　

米
屋
源
右
衛
門
殿

同　
　
　

浜
屋
久
五
郎
殿

同　
　
　

升
屋
市
右
衛
門
殿

同　

越
前
三
国

　
　
　
　

平
野
屋
吉
兵
衛
殿

　
　

取
次
宿

　
　
　
　

小
川
屋
長
右
衛
門
殿

裏
書

表
書
之
通
承
届
候
、
返
済
相
違
無

之
候
、
巳
上

　
　
　
　

里
村
次
兵
衛　
　

印

　
　
　
　

山
庄
小
左
衛
門　

印

　
　
　
　

加
藤
友
左
衛
門　

印

　
　
　
　

三
浦
四
兵
衛　
　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
資
料
は
現
新
潟
県
の
新
発
田
に

用
立
て
た
も
の
六
軒
で
金
千
百
四
拾

両
も
の
金
額
。
一
軒
当
た
り
一
九
〇
両

で
あ
る
。
約
二
千
万
円
相
当
に
な
り

大
金
で
あ
る
。
連
署
し
て
い
る
由
良

の
人
は
の
ち
北
前
船
が
盛
ん
に
な
る

頃
の
船
主
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
は

北
前
船
も
北
陸
を
除
き
活
発
で
は
な

か
っ
た
。
何
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
財
を

得
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ

る
の
は
、一、製
塩
。
二
、由
良
川
舟
運
。

三
、
近
海
廻
船
。
で
あ
る
。

　

由
良
川
舟
運
に
つ
い
て
は
っ
き
り
記

録
か
ら
解
る
の
は
源
右
衛
門
・
四
郎

左
衛
門
だ
け
で
あ
り
、
他
は
不
明
で

あ
る
。　
　

　

新
屋
に
つ
い
て
は
、
こ
の
資
料
の
連

署
の
筆
頭
に
は
新
屋
六
右
衛
門
で
は

な
く
、
惣
兵
衛
で
あ
る
。

前
述
し
た
内
容
か
ら
も
大
胆
に
考
え

る
と
新
屋
は
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
「
組

合
」の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
の
中
で
六
右
衛
門
が
代
表
で
次
第

に
力
、
財
力
を
持
ち
新
屋
は
六
右
衛

門
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。　
　
　

　

新
屋
の
古
文
書
の
数
は
多
く
は
な

い
が
、
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館

に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

一部
は
文
殊
吉
野
茶
屋
に
保
管
依
頼

　
　

・
廻
船
と
塩
焼
き
図
屏
風

　
　

・
新
宮
凉
庭
書
掛
け
軸

保
管
依
頼
書

（
平
成
三
十
年
十
一月
二
日
）

軍
艦
由
良
艦
長
の
掛
け
軸
一
幅
（
由

良
神
社
と
同
じ
）
由
良
の
歴
史
を
さ

ぐ
る
会
に
寄
贈
さ
れ
る
。　
　
　

　

十
年
ぶ
り
に
五
月
の
梅
雨
入
り

を
し
た
今
年
。
こ
の
後
の
夏
の
過

ご
し
方
が
、
長
く
な
る
の
か
残
暑

が
少
な
い
秋
を
迎
え
る
の
か
、
予

測
の
付
き
に
く
い
地
球
環
境
で

す
。

　

私
自
身
、
昨
年
か
ら
先
輩
方
に

教
え
を
請
い
、
自
家
消
費
用
以
外

の
お
米
を
作
り
始
め
ま
し
た
。
あ

ま
り
耳
馴
染
み
の
な
い
方
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
特
別
栽

培
米
（
ト
ク
ベ
ツ
サ
イ
バ
イ
マ

イ
）
」
と
呼
ば
れ
る
、
減
農
薬
減

肥
料
の
少
し
手
間
の
掛
か
る
栽
培

方
法
で
作
り
ま
す
。
水
稲
に
関
わ

り
始
め
て
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る

難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
取
り

上
げ
て
み
ま
し
た
。
果
樹
・
ト
マ

ト
・
キ
ュ
ウ
リ
、
と
書
い
て
い

て
、
次
は
地
上
で
は
な
く
地
下
に

で
き
る
物
を
扱
っ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

時
期
が
来
る
と
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
に
は
、
大
量
の
種
芋
が
コ
ー

ナ
ー
を
作
っ
て
並
び
ま
す
。
昔
は

無
か
っ
た
よ
う
な
品
種
も
ズ
ラ
ッ

と
並
び
、
そ
の
中
で
我
が
家
に

は
、
キ
タ
ア
カ
リ
と
言
う
品
種
が

数
年
前
か
ら
加
わ
り
ま
し
た
。
甘

味
も
有
り
少
し
の
塩
味
で
美
味
し

さ
が
引
き
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、

王
道
は
や
は
り
男
爵
と
メ
ー
ク
イ

ン
で
し
ょ
う
か
？
ど
ち
ら
も
育
て

る
違
い
が
無
く
て
も
大
体
は
同
じ

よ
う
に
育
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

由
良
で
も
家
庭
菜
園
で
作
ら
れ

る
方
の
多
い
栽
培
法
も
交
え
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

①
種
芋
以
外
に
揃
え
る
も
の

　

有
機
石
灰
（
有
機
だ
と
植
付
け

が
す
ぐ
に
で
き
ま
す
。
）
、
堆
肥

（
牛
ふ
ん
・
鶏
ふ
ん
な
ど
）
、
野

菜
用
の
化
成
肥
料
、
用
意
で
き
れ

ば
有
機
肥
料
（
油
か
す
・
魚
粉
入

り
肥
料
な
ど
）
。

②
種
芋
の
準
備

　

購
入
し
た
種
芋
の
長
い
方
が
6

〜
7
㎝
以
上
で
あ
れ
ば
半
分
に
切

り
ま
す
。
こ
の
時
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
断
面
に
有
機
石
灰
を
付
着
さ

せ
て
お
き
ま
す
。

③
土
壌
を
作
る

　

植
え
る
場
所
に
、
石
灰
と
堆
肥

を
深
め
で
よ
く
混
ざ
る
よ
う
に
耕

し
ま
す
。
そ
の
あ
と
幅
は
70
〜
80

㎝
、
高
さ
10
㎝
程
の
低
い
畝
を
作

り
ま
す
。
畝
幅
の
真
ん
中
に
、
畝

に
沿
っ
て
溝
を
作
る
よ
う
に
、
鍬

の
幅
で
20
〜
25
㎝
く
ら
い
に
掘
り

起
こ
し
ま
す
。

④
植
え
付
け

　

掘
り
起
こ
し
た
溝
に
、
種
芋
を

置
き
ま
す
。
置
く
間
隔
は
、
ご
自

分
の
靴
を
目
安
に
25
〜
30
㎝
く
ら

い
に
し
、
切
っ
た
種
芋
は
断
面
を

下
に
、
切
っ
て
な
い
物
は
芽
の
伸

び
か
け
方
が
大
き
い
所
を
上
向
き

に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
か

ら
掘
り
起
こ
し
た
土
を
全
部
戻
さ

ず
、
軽
く
掛
け
て
種
芋
が
見
え
な

い
よ
う
に
覆
っ
て
や
り
ま
す
。
植

え
付
け
時
期
は
、
春
植
え
と
秋
植

え
が
で
き
ま
す
。
由
良
で
見
る
限

り
で
す
が
、
春
分
の
日
・
秋
分
の

日
の
前
後
に
さ
れ
る
方
が
多
い
よ

う
で
す
。

⑤
芽
か
き
と
追
肥

　

一
ヶ
月
か
ら
一
ヶ
月
半
ほ
ど

で
、
芽
が
出
て
10
〜
15
㎝
く
ら
い

に
な
っ
た
頃
、
「
芽
か
き
」
と

言
っ
て
、
一
つ
の
種
芋
か
ら
幾
つ

も
出
て
き
た
芽
を
、
二
本
だ
け
残

し
て
抜
き
取
っ
て
や
る
作
業
で

す
。
芽
か
き
後
に
、
野
菜
用
の
化

成
肥
料
を
根
元
か
ら
少
し
離
れ
た

所
へ
撒
い
て
や
り
ま
す
。
そ
し

て
、
掘
り
起
こ
し
た
土
を
根
元
に

寄
せ
て
や
り
ま
す
。
一
ヶ
月
経
た
な
い
位
を

目
安
に
、
野
菜
用
の
化
成
肥
料
ま
た
は
有
機

肥
料
を
根
元
か
ら
少
し
は
な
れ
た
箇
所
に
撒

き
、
再
び
土
を
寄
せ
て
や
り
ま
す
。

こ
の
土
寄
せ
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
特
性
「
上

へ
上
へ
付
く
」
と
い
う
事
に
対
応
す
る
作
業

で
す
。

⑥
収
穫

　

由
良
だ
と
、
お
よ
そ
三
ヶ
月
間
も
す
れ

ば
収
穫
に
な
っ
て
い
ま
す
。
時
期
の
目
安

は
、
茎
や
葉
の
下
の
ほ
う
が
黄
色
く
な
っ

て
く
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
掘
り
出
し
て
も
良

い
！
と
い
う
合
図
で
す
。
見
極
め
て
収
穫

が
で
き
る
と
〈
新
じ
ゃ
が
〉
と
言
わ
れ
る

状
態
に
な
り
ま
す
。
後
は
軽
く
土
を
手
で

払
っ
て
日
陰
で
乾
燥
さ
せ
、
土
が
手
で
落

と
せ
れ
ば
乾
燥
完
了
で
、
コ
ン
テ
ナ
や
段

ボ
ー
ル
に
ま
と
め
て
、
風
通
し
の
良
い
場

所
だ
と
保
管
が
効
き
ま
す
。
注
意
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
が
、
水
で
洗
い
流
す
の

は
避
け
る
事
で
す
。

　　

今
ま
で
に
紹
介
し
た
作
物
の
中
で
は
、

支
柱
な
ど
備
品
が
要
ら
な
い
の
で
、
作
り

方
も
優
し
い
作
物
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
品
種
に
よ
っ

て
も
料
理
に
よ
っ
て
も
、
数
え
挙
げ
ら
れ

な
い
ほ
ど
沢
山
の
使
い
道
が
あ
り
ま
す
。

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
、
肉

じ
ゃ
が
、
ベ
ー
コ
ン
ポ
テ
ト
の
炒
め
物
、

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
な
ど
、
各
ご
家
庭
で
も
人

気
の
食
材
か
と
思
い
ま
す
。

　

◎
次
回
は　

大
根　

で
す
。
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 『
由
良
っ
て

          

こ
ん
な
も
の
作
れ
る
ん
だ
』
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山 

下　

剛 

敏

　

新
屋
の
船
の
帆
印
は
各
々
違
い
客

船
帳
に
は
新
屋
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

帆
印
が
違
う
こ
と
は
新
屋
の
持
ち
船

で
は
な
く
、
傭
船
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
一
方
四
郎
左
衛
門
家
の
船
の
帆
印

は
全
て
同
じ
で
あ
り
持
ち
船
で
あ
る

こ
と
が
解
る
。（
上
図
）

　

浜
田
の
清
水
家
客
船
帳
は
延
享
元

年
（
一七
四
四
）よ
り
明
治
三
四
年
（
一

九
〇
一）
ま
で
の
一
五
八
年
間
に
わ
た

り
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
新
屋
は
寛

政
二
年
（
一
七
九
〇
）
か
ら
記
載
が

始
ま
って
い
る
。

　

由
良
最
大
の
船
主
で
あ
る
米
屋
四

郎
左
衛
門
家
が
清
水
家
の
客
船
帳
に

記
載
さ
れ
る
の
は
、
文
化
八
年
（
一

八
一一）
と
比
較
し
て
も
か
な
り
早
く

か
ら
廻
船
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

た
だ
米
屋
四
郎
左
衛
門
家
は
由

良
川
水
運
を
ベ
ー
ス
（
船
役
文
書　

福
知
山
教
育
委
員
会
蔵
の
「
一
札
之

事
」
元
文
二
年
（
一
七
三
二
））
に
四

郎
左
衛
門
が
記
さ
れ
て
お
り
、
財
力

と
経
験
を
積
み
海
へ
と
乗
り
出
し
た

と
考
え
る
が
、　

新
屋
の
廻
船
業
の

経
歴
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
見
つ
か
って

い
る
資
料
で
は
、

一、
但
馬
今
子
浦　

　
「
田
嶋
家
先
祖
由
来
書
」
に

享
保
四
年
〜
十
一
年
（
一
七
一
九
〜

二
十
六
）
延
べ
四
百
八
十
七
艘
の

入
津
船
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

今
子
浦
諸
国
廻
船
入
船
帳

享
保
七
年
（
一七
二
二
）
五
人
乗
り

　
　
　
　
　
　

新
屋
佐
右
ヱ
門

享
保
八
年
（
一七
二
三
）
八
人
乗
り

　
　
　
　
　
　

新
屋
六
右
衛
門

二
、
鳥
取
藩
家
老
日
記　

　

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
七
月

　

十
九
日

牧
野
河
内
守
様
御
領
分
丹
後
国
由

良
庄
浜
の
路
村
、
新
屋
六
右
衛
門

舩
弐
十
三
端
帆
、
沖
船
頭
・
水
主

共
六
人
乗
、
羽
州
秋
田
ニ
而
、
自
分

米
七
百
六
十
三
俵
、
壱
俵
ニ
付
、
三

斗
二
升
入

七
月
九
日
ニ
積
請
、
同
日
出
舩

同
十
一日
佐
州
深
浦
入
津
、

同
十
二
日
出
舩
、
夫
よ
り
乗
流
同

十
四
日
昼
八
時
分
大
荒
ニ
罷
成
、
沖

相
二
梶
折
、
夜
八
時
分
、

汗
入
郡
厨
難
江
走
上
ケ
、
破
損
仕

候
由
、
船
頭
・
水
主
共
別
条
無
御

座
候
由
、
唯
今
注
進
仕
候
、
巳
上
。

鳥
取
県
汗
入
で
難
船
し
全
員
無
事

だ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

三
、
秋
田
県
能
代
市
史
資
料
編

　

寛
政
五
年
一七
九
三

丹
後
国
船
が
能
代
湊
か
ら
秋
田
銅
・

米
・
杉
角
を
積
ん
で
出
帆
後
行
方

知
れ
ず
と
な
る
。（
高
野
野
村
・
竹

内
文
書
6
6
9

長
崎
御
用
銅
佐
竹
右
京
大
夫
領
分
、

出
羽
国
秋
田
銅
山
小
沢
山
平
銅
壱

百
九
拾
七
箇
龍
山
銀
絞
り
銅
三
百
三

箇
合
五
百
箇
、
此
斤
数
五
万
斤
、

外
ニ
船
頭
自
分
買
荷
之
分
、
米
五
百

九
拾
俵
、
杉
角
平
材
木
六
百
八
拾

本
、
同
国
能
代
湊
ニ
而
丹
後
国
由
良

新
屋
藤
三
郎
船
江
積
之
、
沖
船
頭

兵
太
郎
水
主
共
拾
人
乗
組
、
去
子

七
月
六
日
右
湊
令
出
帆
候
処
、
今

以
大
阪
着
船
無
之
間
、
浦
々
江
入
津

致
候
候
有
無　

後
略

（
大
船
主
子
孫　

香
住
在
住
宮
下
仙

五
郎
氏
よ
り
資
料
提
供
受
け
る
）

　
こ
の
場
合
は
難
船
し
た
の
か
、
乗

組
員
共
々
に
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
い

る
。　

　

享
保
時
代
か
ら
近
海
廻
船
を
始
め

て
い
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
御
用
銅
運

送
の
大
役
を
請
け
負
う
信
用
と
財
力

を
蓄
え
た
こ
と
が
解
る
が
、
残
念
な

が
ら
新
屋
に
は
廻
船
に
関
す
る
資
料

が
現
存
し
な
い
。現
、子
孫
に
よ
れ
ば
、

過
去
の
資
料
は
和
紙
の
為
、
酒
つ
く

り
の
濾
過
に
使
用
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
、
享
保
時
代
か
ら
廻
船
に
乗
り
出

し
た
過
去
の
い
き
さ
つ
は
不
明
で
あ

る
。
　

し
か
し
由
良
川
舟
運
に
お
け
る
舟

持
ち
「
一
札
之
事
」
元
文
二
年
（
一
七

三
七
）
に
薪
兵
衛
が
記
さ
れ
、
又
紛

争
船
論
「
蓼
原
紛
争
済
口
証
文
」

寛
保
二
年
（
一七
四
二
）
に
は
由
良
村

庄
屋
の
一
人
と
し
て
署
名
し
て
い
る
。

公
民
館
だ
よ
り
（
第
一六
三
号
、
第
一

六
四
号
参
照
）
米
屋
四
郎
左
衛
門
家

と
同
じ
由
良
川
舟
運
に
関
わ
っ
て
い

た
？

　
　
酒
造
業
の
新
屋

　

現
時
点
で
宮
津
唯
一の
造
り
酒
屋

で
あ
る
ハ
ク
レ
イ
の
創
業
家
で
あ
る
。

　

酒
造
業
は
天
保
三
年
（
一八
三
二
）

五
代
目　

田
辺
藩
よ
り
酒
造
鑑
札
を

下
付
さ
れ
酒
造
業
を
開
始
し
た
と
云

わ
れ
、
屋
根
に
お
か
れ
て
い
る
看
板

に
も
書
か
れ
て
い
る
。

天
保
三
年
（
一八
三
二
）

と
こ
ろ
が

大
江
文
書
（
福
知
山
教
育
委
員
会

蔵
）
の
二
点
「
覚
」「
田
辺
町
在
酒

屋
三
十
七
督
也
」（
田
辺
に
は
酒
屋

三
七
軒
。）

（
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館　

学
芸
員　

　
　
　
　
　
　
　
　

小
室
智
子
氏
翻
刻
）

　
　「
覚
」

一
岡
田
油
里
村
弥
市
郎
ゟ
持
督
ニ
由

良
村
新
屋
新
兵
衛
持
督
一
所
ニ
合

油
里
村
弥
市
左
衛
門
酒
造
い
た
し

申
し
候
然
る
所

享
和
元
酉
暮
ゟ
由
良
村
新
屋
新

兵
衛
譲
り
請
酒
造
い
た
し
申
候

（
翻
刻
）

岡
田
由
里
村
弥
市
郎
、
由
良
村
新

屋
新
兵
衛
の
持
ち
分
を
由
里
村
弥
市

左
衛
門
が
酒
造
し
て
い
た
。
享
和
元

年
（
一八
〇
一）
暮
に
新
屋
新
兵
衛
に

譲
り
酒
造
し
た
。

　
こ
の
新
屋
新
兵
衛
と
新
屋
六
右
衛

門
の
関
係
が
明
確
で
は
な
い
。
子
孫

の
方
も
当
時
の
関
係
は
よ
く
分
か
ら

な
い
家
系
に
は
存
在
し
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
種
々
新
屋
新
兵
衛

は
六
右
衛
門
と
の
関
わ
り
で
古
文
書

に
現
れ
る
。

　「
田
辺
町
在
酒
屋
三
十
七
督
也
」

　
（
翻
刻
）
造
高
合
三
千
五
百
五
石

　

古
来
よ
り
造
り
来
り
候
高

右
之
内

　
　

三
〇
督　
　

町
方
ニ
有
之

　

残
り

　
　

七
督　
　
　

在
方
ニ
有
之

内元
高
三
十
五
石

一　

二
十
九
石
六
斗　由

良
村
　
八
郎
兵
衛

元
高
百
八
十
石

一　

百
三
十
二
石　
　朝

来
中
村
次
右
エ
門

元
高
三
百
石

一　

二
百
二
十
石　有

路
村
吉
左
衛
門

元
高
九
十
石

元
山
村
徳
左
衛
門
督

岡
田
村
平
次
郎
所
持

一　

六
十
六
石　

由
良
村
　
新
屋
買

元
高
二
十
石元

中
山
村
嘉
右
衛
門
督

上
東
村
治
兵
衛
所
持

一　

六
十
六
石由

良
村
弥
一左
衛
門
買

元
高
二
十
四
石

一　

二
十
四
石　

市
場
村
太
右
衛
門

元
高
二
十
五
石平村

六
郎
左
衛
門
所
持

一　

五
十
石

北
有
路
村
嘉
左
衛
門
買

当
御
役
所
へ

右
之
通
宝
暦
年
中
ニ
書
上
ケ
候

又造
り
高
合
四
千
六
百
二
十
六
石
八
斗

天
和
年
中
（
一六
八一〜
一六
八
三
）
ニ

御
順
見
様
へ
書
上
ケ
候
事
も
有
之
候

又
正
徳
年
中
（
一
七
一一
〜
一
七
一五
ニ
）

は
書
上
ケ
申
候
事
も
有
之
候　

右
は
古
来
よ
り
有
之
候
酒
督

帳
面
之
内
よ
り
任
御
望
写
遺
候

丹
波
屋　

嘉
右
衛
門

安
永
六
（
一七
七
七
）
丁
酉
四
月

北
有
路
村

　
　
　
　
　
　

吉
左
衛
門
殿

　
こ
の
文
書
か
ら
早
け
れ
ば
天
和
年

中
、
少
な
く
と
も
安
永
六
年
（
一
七

七
七
）
に
は
由
良
に
三
軒
の
酒
造
屋

が
あ
り
、
そ
の
中
に
新
屋
が
存
在
す

る
。
　
こ
の
二
点
の
文
書
か
ら
新
屋
が
酒

造
し
て
い
た
の
は
早
け
れ
ば
天
和
年

中
（
一
六
八
一）
〜
安
永
六
年
（
一
七

七
七
）
享
和
元
年
（
一
八
〇
一）
に
は

酒
造
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

　

酒
造
業
兼
廻
船
業
以
外
に

「
人
材
派
遣
業
」　

　

田
辺
藩近

藤
家
文
書
（
舞
鶴
市
史
）

　

文
政
十
年
（
一八
二
七
）
十
二
月
二

十
一
日　

三
百
三
十
石
積
、
栄
久
丸

を
購
入
し
た
事
が
始
ま
り
で
、
同
家

は
、
そ
の
の
ち
天
保
六
年
（
一八
三
四
）

に
一
艘
（
春
日
丸
）
を
加
え
た
、
二

艘
の
廻
船
を
由
良
村
の
船
頭
に
託
し

た
。
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
栄
久

丸
は
次
の
資
料
に
み
ら
れ
る
収
益
を

得
て
い
る
。

　

天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
寅
年
金

子
出
入
の
ひ
か
え
（
舟
頭
当
年
ゟ
由

良
新
屋
治
兵
衛
）

中
略

出
〆　

弐
百
四
拾
両

入
〆　

四
百
卅
弐
両

引
残
而
金　

百
九
拾
一両

後
略

　

舟
頭
由
良　

新
屋
治
兵
衛　

船

頭
は
船
主
の
屋
号
や
苗
字
を
名
乗
る

の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
治
兵
衛
は
新

屋
を
名
乗
っ
て
お
り
新
屋
の
船
頭
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
春
日
丸
の

船
頭
は
わ
か
ら
な
い
が
、
新
屋
が
船

頭
を
派
遣
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　「
田
辺
藩
請
負
事
業
」　

舞
鶴
市
史
に
よ
る
と

　

三
政
規
範
に

宝
暦
十
四
年
申
年
（
一
七
六
四
）
四

月
二
五
日
石
屋
運
上
之
儀　

先
年
定

書
差
出
候
其
節
ㇵ
弐
拾
人
手
間
差
上

　

御
用
無
御
座
時
ㇵ
流
レ
相
成
候
ニ

付
今
年
御
改
被
成
候
所
拾
人
手
間

代
壱
人
前
銀
四
十
五
匁
ヅ
ツ
毎
年
差

上
申
御
用
相
勤
候
ㇸハ
右
手
間
代
ヲ

引
残

銀
上
納
積
リ
是
迄
督
ニ
仕
証
文
モ
差

出
候
ㇸ
共
此
度
改
ニ
督
ニ
仕
証
文
差

出
候
万
一
何
連
成
共
一
督
相
成
候
ㇵㇵ

其
節
ㇵ
弐
拾
人
手
間
差
上
候
筈

由
良
村
　
石
屋
六
右
衛
門
、

寺
内
町　

石
屋
庄
平

　　
こ
の
石
屋
六
右
衛
門
が
新
屋
と
云

え
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
こ

の
時
代
の
地
図
に
は
、
石
浦
村
、
脇

村
、
由
良
村
、
三
村
で
あ
り
、
由

良
村
は
現
在
の
港
、
浜
野
路
、
宮

本
の
各
地
区
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
由
良
村
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

六
右
衛
門
は
新
屋
を
指
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　

又
田
辺
藩
と
交
渉
で
き
る
財
力

と
、由
良
村
（
現
在
の
港
、浜
野
路
、

宮
本
の
各
地
区
）
を
代
表
で
き
る
力

を
有
す
る
の
は
新
屋
六
右
衛
門
と
考

え
て
も
間
違
い
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
良
神
社　

燈
篭　

　

寛
延
二
年
（一
七
四
九
）

　

参
道
途
中
の一
対

　
　
　
　
　

新
屋

　

寛
延
二
年
正
月
吉
日

　
　
　
　
　

六
右
衛
門　

東
京
大
学
資
料
編
纂
所
架
蔵
「
鈴
木

文
書
」
に
つ
い
て　

横
木　

剛
・
原　

直
史　

著

（
京
都
府
教
育
庁　

文
化
財
保
護
課

主
任
吉
野
健
一氏
よ
り
資
料
提
供
）

預
り
申
金
子
之
事

合
金
千
百
四
拾
両
ハ　
但
上
小
判

也右
之
金
子
此
度
地
頭
要
用
ニ
付
各

江
御
才
覚
相
頼
、
慥
ニ
預
り
申
所

実
正
也
、
則
来
ル
九
月
晦
日
限
急

度
返
済
可
致
候
、
右
金
子
為
引
宛

新
発
田
蔵
米
七
千
俵
九
月
中
旬
ゟ

川
下
致
右
江
相
渡
置
、
売
立
代
金

ヲ
以
右
借
用
金
差
引
可
仕
候
、
勿

論
右
引
宛
米
当
秋
値
段
ニ
ゟ
増
減

可
致
候
、
万
一
約
諾
之
通
引
宛
川
下

米
及
遅
滞
候
ハ
々
、
地
頭
領
分
之

内
何
レ
之
組
ゟ
沼
垂
江
相
納
候
蔵

米
川
船
何
方
之
場
所
ニ
而
成
共
御

押
取
可
被
成
候
、
在
中
庄
屋
組
頭

百
姓
幷
ニ
川
船
請
受
負
之
者
何
角

ト
申
候
ㇵ
々
、
我
々
立
会
少
茂
無
相

違
定
之
通
引
宛
米
急
度
相
渡
可
申

候
、
其
外
縦
如
何
様
儀
有
之
候
共

P
於
此
金
子
ニ
毛
頭
相
違
仕
間
敷

候
、
為
後
日
之
金
子
預
り
証
文
仍

如
件

享
保
弐
拾
壱
年
（
一七
五
六
）
辰
三
月

新
発
田
町　

金
子
預
り
主

　
　
　
　
　
　

大
野
屋
九
兵
衛  

印

　
　
　
　
　

請
人

　
　
　
　
　
　

斎
藤
加
兵
衛　

  

印

　
　
　
　
　

同
断

　
　
　
　
　
　

中
村
藤
蔵　

   

印

　
金
主
　
丹
後
由
良

　
　
　
　
新
屋
惣
兵
衛
殿

同
　
　
　
同
　
六
右
衛
門
殿

同　
　
　

米
屋
源
右
衛
門
殿

同　
　
　

浜
屋
久
五
郎
殿

同　
　
　

升
屋
市
右
衛
門
殿

同　

越
前
三
国

　
　
　
　

平
野
屋
吉
兵
衛
殿

　
　

取
次
宿

　
　
　
　

小
川
屋
長
右
衛
門
殿

裏
書

表
書
之
通
承
届
候
、
返
済
相
違
無

之
候
、
巳
上

　
　
　
　

里
村
次
兵
衛　
　

印

　
　
　
　

山
庄
小
左
衛
門　

印

　
　
　
　

加
藤
友
左
衛
門　

印

　
　
　
　

三
浦
四
兵
衛　
　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
資
料
は
現
新
潟
県
の
新
発
田
に

用
立
て
た
も
の
六
軒
で
金
千
百
四
拾

両
も
の
金
額
。
一
軒
当
た
り
一
九
〇
両

で
あ
る
。
約
二
千
万
円
相
当
に
な
り

大
金
で
あ
る
。
連
署
し
て
い
る
由
良

の
人
は
の
ち
北
前
船
が
盛
ん
に
な
る

頃
の
船
主
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
は

北
前
船
も
北
陸
を
除
き
活
発
で
は
な

か
っ
た
。
何
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
財
を

得
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ

る
の
は
、一、製
塩
。
二
、由
良
川
舟
運
。

三
、
近
海
廻
船
。
で
あ
る
。

　

由
良
川
舟
運
に
つ
い
て
は
っ
き
り
記

録
か
ら
解
る
の
は
源
右
衛
門
・
四
郎

左
衛
門
だ
け
で
あ
り
、
他
は
不
明
で

あ
る
。　
　

　

新
屋
に
つ
い
て
は
、
こ
の
資
料
の
連

署
の
筆
頭
に
は
新
屋
六
右
衛
門
で
は

な
く
、
惣
兵
衛
で
あ
る
。

前
述
し
た
内
容
か
ら
も
大
胆
に
考
え

る
と
新
屋
は
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
「
組

合
」の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
の
中
で
六
右
衛
門
が
代
表
で
次
第

に
力
、
財
力
を
持
ち
新
屋
は
六
右
衛

門
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。　
　
　

　

新
屋
の
古
文
書
の
数
は
多
く
は
な

い
が
、
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館

に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

一部
は
文
殊
吉
野
茶
屋
に
保
管
依
頼

　
　

・
廻
船
と
塩
焼
き
図
屏
風

　
　

・
新
宮
凉
庭
書
掛
け
軸

保
管
依
頼
書

（
平
成
三
十
年
十
一月
二
日
）

軍
艦
由
良
艦
長
の
掛
け
軸
一
幅
（
由

良
神
社
と
同
じ
）
由
良
の
歴
史
を
さ

ぐ
る
会
に
寄
贈
さ
れ
る
。　
　
　

　

十
年
ぶ
り
に
五
月
の
梅
雨
入
り

を
し
た
今
年
。
こ
の
後
の
夏
の
過

ご
し
方
が
、
長
く
な
る
の
か
残
暑

が
少
な
い
秋
を
迎
え
る
の
か
、
予

測
の
付
き
に
く
い
地
球
環
境
で

す
。

　

私
自
身
、
昨
年
か
ら
先
輩
方
に

教
え
を
請
い
、
自
家
消
費
用
以
外

の
お
米
を
作
り
始
め
ま
し
た
。
あ

ま
り
耳
馴
染
み
の
な
い
方
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
特
別
栽

培
米
（
ト
ク
ベ
ツ
サ
イ
バ
イ
マ

イ
）
」
と
呼
ば
れ
る
、
減
農
薬
減

肥
料
の
少
し
手
間
の
掛
か
る
栽
培

方
法
で
作
り
ま
す
。
水
稲
に
関
わ

り
始
め
て
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る

難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
取
り

上
げ
て
み
ま
し
た
。
果
樹
・
ト
マ

ト
・
キ
ュ
ウ
リ
、
と
書
い
て
い

て
、
次
は
地
上
で
は
な
く
地
下
に

で
き
る
物
を
扱
っ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

時
期
が
来
る
と
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
に
は
、
大
量
の
種
芋
が
コ
ー

ナ
ー
を
作
っ
て
並
び
ま
す
。
昔
は

無
か
っ
た
よ
う
な
品
種
も
ズ
ラ
ッ

と
並
び
、
そ
の
中
で
我
が
家
に

は
、
キ
タ
ア
カ
リ
と
言
う
品
種
が

数
年
前
か
ら
加
わ
り
ま
し
た
。
甘

味
も
有
り
少
し
の
塩
味
で
美
味
し

さ
が
引
き
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、

王
道
は
や
は
り
男
爵
と
メ
ー
ク
イ

ン
で
し
ょ
う
か
？
ど
ち
ら
も
育
て

る
違
い
が
無
く
て
も
大
体
は
同
じ

よ
う
に
育
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

由
良
で
も
家
庭
菜
園
で
作
ら
れ

る
方
の
多
い
栽
培
法
も
交
え
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

①
種
芋
以
外
に
揃
え
る
も
の

　

有
機
石
灰
（
有
機
だ
と
植
付
け

が
す
ぐ
に
で
き
ま
す
。
）
、
堆
肥

（
牛
ふ
ん
・
鶏
ふ
ん
な
ど
）
、
野

菜
用
の
化
成
肥
料
、
用
意
で
き
れ

ば
有
機
肥
料
（
油
か
す
・
魚
粉
入

り
肥
料
な
ど
）
。

②
種
芋
の
準
備

　

購
入
し
た
種
芋
の
長
い
方
が
6

〜
7
㎝
以
上
で
あ
れ
ば
半
分
に
切

り
ま
す
。
こ
の
時
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
断
面
に
有
機
石
灰
を
付
着
さ

せ
て
お
き
ま
す
。

③
土
壌
を
作
る

　

植
え
る
場
所
に
、
石
灰
と
堆
肥

を
深
め
で
よ
く
混
ざ
る
よ
う
に
耕

し
ま
す
。
そ
の
あ
と
幅
は
70
〜
80

㎝
、
高
さ
10
㎝
程
の
低
い
畝
を
作

り
ま
す
。
畝
幅
の
真
ん
中
に
、
畝

に
沿
っ
て
溝
を
作
る
よ
う
に
、
鍬

の
幅
で
20
〜
25
㎝
く
ら
い
に
掘
り

起
こ
し
ま
す
。

④
植
え
付
け

　

掘
り
起
こ
し
た
溝
に
、
種
芋
を

置
き
ま
す
。
置
く
間
隔
は
、
ご
自

分
の
靴
を
目
安
に
25
〜
30
㎝
く
ら

い
に
し
、
切
っ
た
種
芋
は
断
面
を

下
に
、
切
っ
て
な
い
物
は
芽
の
伸

び
か
け
方
が
大
き
い
所
を
上
向
き

に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
か

ら
掘
り
起
こ
し
た
土
を
全
部
戻
さ

ず
、
軽
く
掛
け
て
種
芋
が
見
え
な

い
よ
う
に
覆
っ
て
や
り
ま
す
。
植

え
付
け
時
期
は
、
春
植
え
と
秋
植

え
が
で
き
ま
す
。
由
良
で
見
る
限

り
で
す
が
、
春
分
の
日
・
秋
分
の

日
の
前
後
に
さ
れ
る
方
が
多
い
よ

う
で
す
。

⑤
芽
か
き
と
追
肥

　

一
ヶ
月
か
ら
一
ヶ
月
半
ほ
ど

で
、
芽
が
出
て
10
〜
15
㎝
く
ら
い

に
な
っ
た
頃
、
「
芽
か
き
」
と

言
っ
て
、
一
つ
の
種
芋
か
ら
幾
つ

も
出
て
き
た
芽
を
、
二
本
だ
け
残

し
て
抜
き
取
っ
て
や
る
作
業
で

す
。
芽
か
き
後
に
、
野
菜
用
の
化

成
肥
料
を
根
元
か
ら
少
し
離
れ
た

所
へ
撒
い
て
や
り
ま
す
。
そ
し

て
、
掘
り
起
こ
し
た
土
を
根
元
に

寄
せ
て
や
り
ま
す
。
一
ヶ
月
経
た
な
い
位
を

目
安
に
、
野
菜
用
の
化
成
肥
料
ま
た
は
有
機

肥
料
を
根
元
か
ら
少
し
は
な
れ
た
箇
所
に
撒

き
、
再
び
土
を
寄
せ
て
や
り
ま
す
。

こ
の
土
寄
せ
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
特
性
「
上

へ
上
へ
付
く
」
と
い
う
事
に
対
応
す
る
作
業

で
す
。

⑥
収
穫

　

由
良
だ
と
、
お
よ
そ
三
ヶ
月
間
も
す
れ

ば
収
穫
に
な
っ
て
い
ま
す
。
時
期
の
目
安

は
、
茎
や
葉
の
下
の
ほ
う
が
黄
色
く
な
っ

て
く
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
掘
り
出
し
て
も
良

い
！
と
い
う
合
図
で
す
。
見
極
め
て
収
穫

が
で
き
る
と
〈
新
じ
ゃ
が
〉
と
言
わ
れ
る

状
態
に
な
り
ま
す
。
後
は
軽
く
土
を
手
で

払
っ
て
日
陰
で
乾
燥
さ
せ
、
土
が
手
で
落

と
せ
れ
ば
乾
燥
完
了
で
、
コ
ン
テ
ナ
や
段

ボ
ー
ル
に
ま
と
め
て
、
風
通
し
の
良
い
場

所
だ
と
保
管
が
効
き
ま
す
。
注
意
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
が
、
水
で
洗
い
流
す
の

は
避
け
る
事
で
す
。

　　

今
ま
で
に
紹
介
し
た
作
物
の
中
で
は
、

支
柱
な
ど
備
品
が
要
ら
な
い
の
で
、
作
り

方
も
優
し
い
作
物
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
品
種
に
よ
っ

て
も
料
理
に
よ
っ
て
も
、
数
え
挙
げ
ら
れ

な
い
ほ
ど
沢
山
の
使
い
道
が
あ
り
ま
す
。

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
、
肉

じ
ゃ
が
、
ベ
ー
コ
ン
ポ
テ
ト
の
炒
め
物
、

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
な
ど
、
各
ご
家
庭
で
も
人

気
の
食
材
か
と
思
い
ま
す
。

　

◎
次
回
は　

大
根　

で
す
。
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十
年
ぶ
り
に
五
月
の
梅
雨
入
り

を
し
た
今
年
。
こ
の
後
の
夏
の
過

ご
し
方
が
、
長
く
な
る
の
か
残
暑

が
少
な
い
秋
を
迎
え
る
の
か
、
予

測
の
付
き
に
く
い
地
球
環
境
で

す
。

　

私
自
身
、
昨
年
か
ら
先
輩
方
に

教
え
を
請
い
、
自
家
消
費
用
以
外

の
お
米
を
作
り
始
め
ま
し
た
。
あ

ま
り
耳
馴
染
み
の
な
い
方
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
特
別
栽

培
米
（
ト
ク
ベ
ツ
サ
イ
バ
イ
マ

イ
）
」
と
呼
ば
れ
る
、
減
農
薬
減

肥
料
の
少
し
手
間
の
掛
か
る
栽
培

方
法
で
作
り
ま
す
。
水
稲
に
関
わ

り
始
め
て
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る

難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
取
り

上
げ
て
み
ま
し
た
。
果
樹
・
ト
マ

ト
・
キ
ュ
ウ
リ
、
と
書
い
て
い

て
、
次
は
地
上
で
は
な
く
地
下
に

で
き
る
物
を
扱
っ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

時
期
が
来
る
と
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
に
は
、
大
量
の
種
芋
が
コ
ー

ナ
ー
を
作
っ
て
並
び
ま
す
。
昔
は

無
か
っ
た
よ
う
な
品
種
も
ズ
ラ
ッ

と
並
び
、
そ
の
中
で
我
が
家
に

は
、
キ
タ
ア
カ
リ
と
言
う
品
種
が

数
年
前
か
ら
加
わ
り
ま
し
た
。
甘

味
も
有
り
少
し
の
塩
味
で
美
味
し

さ
が
引
き
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、

王
道
は
や
は
り
男
爵
と
メ
ー
ク
イ

ン
で
し
ょ
う
か
？
ど
ち
ら
も
育
て

る
違
い
が
無
く
て
も
大
体
は
同
じ

よ
う
に
育
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

由
良
で
も
家
庭
菜
園
で
作
ら
れ

る
方
の
多
い
栽
培
法
も
交
え
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

①
種
芋
以
外
に
揃
え
る
も
の

　

有
機
石
灰
（
有
機
だ
と
植
付
け

が
す
ぐ
に
で
き
ま
す
。
）
、
堆
肥

（
牛
ふ
ん
・
鶏
ふ
ん
な
ど
）
、
野

菜
用
の
化
成
肥
料
、
用
意
で
き
れ

ば
有
機
肥
料
（
油
か
す
・
魚
粉
入

り
肥
料
な
ど
）
。

②
種
芋
の
準
備

　

購
入
し
た
種
芋
の
長
い
方
が
6

〜
7
㎝
以
上
で
あ
れ
ば
半
分
に
切

り
ま
す
。
こ
の
時
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
断
面
に
有
機
石
灰
を
付
着
さ

せ
て
お
き
ま
す
。

③
土
壌
を
作
る

　

植
え
る
場
所
に
、
石
灰
と
堆
肥

を
深
め
で
よ
く
混
ざ
る
よ
う
に
耕

し
ま
す
。
そ
の
あ
と
幅
は
70
〜
80

㎝
、
高
さ
10
㎝
程
の
低
い
畝
を
作

り
ま
す
。
畝
幅
の
真
ん
中
に
、
畝

に
沿
っ
て
溝
を
作
る
よ
う
に
、
鍬

の
幅
で
20
〜
25
㎝
く
ら
い
に
掘
り

起
こ
し
ま
す
。

④
植
え
付
け

　

掘
り
起
こ
し
た
溝
に
、
種
芋
を

置
き
ま
す
。
置
く
間
隔
は
、
ご
自

分
の
靴
を
目
安
に
25
〜
30
㎝
く
ら

い
に
し
、
切
っ
た
種
芋
は
断
面
を

下
に
、
切
っ
て
な
い
物
は
芽
の
伸

び
か
け
方
が
大
き
い
所
を
上
向
き

に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
か

ら
掘
り
起
こ
し
た
土
を
全
部
戻
さ

ず
、
軽
く
掛
け
て
種
芋
が
見
え
な

い
よ
う
に
覆
っ
て
や
り
ま
す
。
植

え
付
け
時
期
は
、
春
植
え
と
秋
植

え
が
で
き
ま
す
。
由
良
で
見
る
限

り
で
す
が
、
春
分
の
日
・
秋
分
の

日
の
前
後
に
さ
れ
る
方
が
多
い
よ

う
で
す
。

⑤
芽
か
き
と
追
肥

　

一
ヶ
月
か
ら
一
ヶ
月
半
ほ
ど

で
、
芽
が
出
て
10
〜
15
㎝
く
ら
い

に
な
っ
た
頃
、
「
芽
か
き
」
と

言
っ
て
、
一
つ
の
種
芋
か
ら
幾
つ

も
出
て
き
た
芽
を
、
二
本
だ
け
残

し
て
抜
き
取
っ
て
や
る
作
業
で

す
。
芽
か
き
後
に
、
野
菜
用
の
化

成
肥
料
を
根
元
か
ら
少
し
離
れ
た

所
へ
撒
い
て
や
り
ま
す
。
そ
し

て
、
掘
り
起
こ
し
た
土
を
根
元
に

寄
せ
て
や
り
ま
す
。
一
ヶ
月
経
た
な
い
位
を

目
安
に
、
野
菜
用
の
化
成
肥
料
ま
た
は
有
機

肥
料
を
根
元
か
ら
少
し
は
な
れ
た
箇
所
に
撒

き
、
再
び
土
を
寄
せ
て
や
り
ま
す
。

こ
の
土
寄
せ
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
特
性
「
上

へ
上
へ
付
く
」
と
い
う
事
に
対
応
す
る
作
業

で
す
。

今
回
の
協
力
：
由
良
の
方
々

由良橋梁・丹鉄と田起こし作業

⑥
収
穫

　

由
良
だ
と
、
お
よ
そ
三
ヶ
月
間
も
す
れ

ば
収
穫
に
な
っ
て
い
ま
す
。
時
期
の
目
安

は
、
茎
や
葉
の
下
の
ほ
う
が
黄
色
く
な
っ

て
く
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
掘
り
出
し
て
も
良

い
！
と
い
う
合
図
で
す
。
見
極
め
て
収
穫

が
で
き
る
と
〈
新
じ
ゃ
が
〉
と
言
わ
れ
る

状
態
に
な
り
ま
す
。
後
は
軽
く
土
を
手
で

払
っ
て
日
陰
で
乾
燥
さ
せ
、
土
が
手
で
落

と
せ
れ
ば
乾
燥
完
了
で
、
コ
ン
テ
ナ
や
段

ボ
ー
ル
に
ま
と
め
て
、
風
通
し
の
良
い
場

所
だ
と
保
管
が
効
き
ま
す
。
注
意
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
が
、
水
で
洗
い
流
す
の

は
避
け
る
事
で
す
。

　　

今
ま
で
に
紹
介
し
た
作
物
の
中
で
は
、

支
柱
な
ど
備
品
が
要
ら
な
い
の
で
、
作
り

方
も
優
し
い
作
物
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
品
種
に
よ
っ

て
も
料
理
に
よ
っ
て
も
、
数
え
挙
げ
ら
れ

な
い
ほ
ど
沢
山
の
使
い
道
が
あ
り
ま
す
。

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
、
肉

じ
ゃ
が
、
ベ
ー
コ
ン
ポ
テ
ト
の
炒
め
物
、

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
な
ど
、
各
ご
家
庭
で
も
人

気
の
食
材
か
と
思
い
ま
す
。

　

◎
次
回
は　

大
根　

で
す
。
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十
年
ぶ
り
に
五
月
の
梅
雨
入
り

を
し
た
今
年
。
こ
の
後
の
夏
の
過

ご
し
方
が
、
長
く
な
る
の
か
残
暑

が
少
な
い
秋
を
迎
え
る
の
か
、
予

測
の
付
き
に
く
い
地
球
環
境
で

す
。

　

私
自
身
、
昨
年
か
ら
先
輩
方
に

教
え
を
請
い
、
自
家
消
費
用
以
外

の
お
米
を
作
り
始
め
ま
し
た
。
あ

ま
り
耳
馴
染
み
の
な
い
方
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
特
別
栽

培
米
（
ト
ク
ベ
ツ
サ
イ
バ
イ
マ

イ
）
」
と
呼
ば
れ
る
、
減
農
薬
減

肥
料
の
少
し
手
間
の
掛
か
る
栽
培

方
法
で
作
り
ま
す
。
水
稲
に
関
わ

り
始
め
て
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る

難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
取
り

上
げ
て
み
ま
し
た
。
果
樹
・
ト
マ

ト
・
キ
ュ
ウ
リ
、
と
書
い
て
い

て
、
次
は
地
上
で
は
な
く
地
下
に

で
き
る
物
を
扱
っ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

時
期
が
来
る
と
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
に
は
、
大
量
の
種
芋
が
コ
ー

ナ
ー
を
作
っ
て
並
び
ま
す
。
昔
は

無
か
っ
た
よ
う
な
品
種
も
ズ
ラ
ッ

と
並
び
、
そ
の
中
で
我
が
家
に

は
、
キ
タ
ア
カ
リ
と
言
う
品
種
が

数
年
前
か
ら
加
わ
り
ま
し
た
。
甘

味
も
有
り
少
し
の
塩
味
で
美
味
し

さ
が
引
き
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、

王
道
は
や
は
り
男
爵
と
メ
ー
ク
イ

ン
で
し
ょ
う
か
？
ど
ち
ら
も
育
て

る
違
い
が
無
く
て
も
大
体
は
同
じ

よ
う
に
育
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

由
良
で
も
家
庭
菜
園
で
作
ら
れ

る
方
の
多
い
栽
培
法
も
交
え
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

①
種
芋
以
外
に
揃
え
る
も
の

　

有
機
石
灰
（
有
機
だ
と
植
付
け

が
す
ぐ
に
で
き
ま
す
。
）
、
堆
肥

（
牛
ふ
ん
・
鶏
ふ
ん
な
ど
）
、
野

菜
用
の
化
成
肥
料
、
用
意
で
き
れ

ば
有
機
肥
料
（
油
か
す
・
魚
粉
入

り
肥
料
な
ど
）
。

②
種
芋
の
準
備

　

購
入
し
た
種
芋
の
長
い
方
が
6

〜
7
㎝
以
上
で
あ
れ
ば
半
分
に
切

り
ま
す
。
こ
の
時
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
断
面
に
有
機
石
灰
を
付
着
さ

せ
て
お
き
ま
す
。

③
土
壌
を
作
る

　

植
え
る
場
所
に
、
石
灰
と
堆
肥

を
深
め
で
よ
く
混
ざ
る
よ
う
に
耕

し
ま
す
。
そ
の
あ
と
幅
は
70
〜
80

㎝
、
高
さ
10
㎝
程
の
低
い
畝
を
作

り
ま
す
。
畝
幅
の
真
ん
中
に
、
畝

に
沿
っ
て
溝
を
作
る
よ
う
に
、
鍬

の
幅
で
20
〜
25
㎝
く
ら
い
に
掘
り

起
こ
し
ま
す
。

④
植
え
付
け

　

掘
り
起
こ
し
た
溝
に
、
種
芋
を

置
き
ま
す
。
置
く
間
隔
は
、
ご
自

分
の
靴
を
目
安
に
25
〜
30
㎝
く
ら

い
に
し
、
切
っ
た
種
芋
は
断
面
を

下
に
、
切
っ
て
な
い
物
は
芽
の
伸

び
か
け
方
が
大
き
い
所
を
上
向
き

に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
か

ら
掘
り
起
こ
し
た
土
を
全
部
戻
さ

ず
、
軽
く
掛
け
て
種
芋
が
見
え
な

い
よ
う
に
覆
っ
て
や
り
ま
す
。
植

え
付
け
時
期
は
、
春
植
え
と
秋
植

え
が
で
き
ま
す
。
由
良
で
見
る
限

り
で
す
が
、
春
分
の
日
・
秋
分
の

日
の
前
後
に
さ
れ
る
方
が
多
い
よ

う
で
す
。

⑤
芽
か
き
と
追
肥

　

一
ヶ
月
か
ら
一
ヶ
月
半
ほ
ど

で
、
芽
が
出
て
10
〜
15
㎝
く
ら
い

に
な
っ
た
頃
、
「
芽
か
き
」
と

言
っ
て
、
一
つ
の
種
芋
か
ら
幾
つ

も
出
て
き
た
芽
を
、
二
本
だ
け
残

し
て
抜
き
取
っ
て
や
る
作
業
で

す
。
芽
か
き
後
に
、
野
菜
用
の
化

成
肥
料
を
根
元
か
ら
少
し
離
れ
た

所
へ
撒
い
て
や
り
ま
す
。
そ
し

て
、
掘
り
起
こ
し
た
土
を
根
元
に

寄
せ
て
や
り
ま
す
。
一
ヶ
月
経
た
な
い
位
を

目
安
に
、
野
菜
用
の
化
成
肥
料
ま
た
は
有
機

肥
料
を
根
元
か
ら
少
し
は
な
れ
た
箇
所
に
撒

き
、
再
び
土
を
寄
せ
て
や
り
ま
す
。

こ
の
土
寄
せ
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
特
性
「
上

へ
上
へ
付
く
」
と
い
う
事
に
対
応
す
る
作
業

で
す
。

⑥
収
穫

　

由
良
だ
と
、
お
よ
そ
三
ヶ
月
間
も
す
れ

ば
収
穫
に
な
っ
て
い
ま
す
。
時
期
の
目
安

は
、
茎
や
葉
の
下
の
ほ
う
が
黄
色
く
な
っ

て
く
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
掘
り
出
し
て
も
良

い
！
と
い
う
合
図
で
す
。
見
極
め
て
収
穫

が
で
き
る
と
〈
新
じ
ゃ
が
〉
と
言
わ
れ
る

状
態
に
な
り
ま
す
。
後
は
軽
く
土
を
手
で

払
っ
て
日
陰
で
乾
燥
さ
せ
、
土
が
手
で
落

と
せ
れ
ば
乾
燥
完
了
で
、
コ
ン
テ
ナ
や
段

ボ
ー
ル
に
ま
と
め
て
、
風
通
し
の
良
い
場

所
だ
と
保
管
が
効
き
ま
す
。
注
意
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
が
、
水
で
洗
い
流
す
の

は
避
け
る
事
で
す
。

　　

今
ま
で
に
紹
介
し
た
作
物
の
中
で
は
、

支
柱
な
ど
備
品
が
要
ら
な
い
の
で
、
作
り

方
も
優
し
い
作
物
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
品
種
に
よ
っ

て
も
料
理
に
よ
っ
て
も
、
数
え
挙
げ
ら
れ

な
い
ほ
ど
沢
山
の
使
い
道
が
あ
り
ま
す
。

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
、
肉

じ
ゃ
が
、
ベ
ー
コ
ン
ポ
テ
ト
の
炒
め
物
、

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
な
ど
、
各
ご
家
庭
で
も
人

気
の
食
材
か
と
思
い
ま
す
。

　

◎
次
回
は　

大
根　

で
す
。

　私たち「オリーブを育てる会」は、地域の高齢化に伴う耕作放棄地への対策や、
宮津市の「オリーブを宮津の特産品に！」との思いを受けて、平成25年に７名で会
を立ち上げ、現在会員１５名と女性部会１１名で活動しています。

　今年は、特に身近な由良・石浦地区の皆さんに、オリーブのことをたくさんお伝
えしたいとの思いから、年３回のオリーブサロンを開催することになりました。

オリーブサロン【年３回】（無料）

＊１回目　７月２２日（土）　１４時～15時　　場所：由良地区公民館
内容・・オリーブ茶とオリーブ煎餅を試食しながらオリーブの良さを知る茶話会
　　　　　　　　　　　　　　　 　
＊２回目　１２月　　日程・時間は未定　　 　　場所：由良地区公民館
内容・・オリーブの枝を利用して、世界で一つだけのクリスマスリースを作ろう！

＊３回目　令和６年２月　日程・時間は未定　場所：由良地区公民館
内容・・オリーブご飯を一緒に作り、オリーブ料理のレパートリーを広げよう！

オリーブ祭り【年１回】今年は、皆さんが立ち寄りやすい場所で開催します。

１０月２９日（日）　１０時～１４時　場所：由良地区公民館

内容・・搾りたてオリーブオイルや新漬け販売、新鮮な果物や野菜等の販売、
オリーブ苗木販売、オリーブ手作りコーナー、美しいハーモニーと音楽ライブetc
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

≪オリーブ栽培１０年目を迎えて≫

オリーブサロンとオリーブ祭りへのお誘い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　由良オリーブを育てる会

由良オリーブを育てる会
　　　　　 会長　藤本　徳雄
問合せ先：080-9301-7890

E-mail ： yuraolive@gmail.com

令和5年7月発行（19）第178号 由良公民館だより



〈
編
集
後
記
〉
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第

５
類
に
な
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み

の
扱
い
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
の
着

用
は
個
人
の
判
断
と
な
り
、
場
所
に
よ

り
着
け
る
か
外
す
か
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
私
は
今
の
と
こ
ろ
買
い
物

の
時
や
外
食
時
、
話
を
す
る
と
き
、
電

車
や
バ
ス
に
乗
る
と
き
な
ど
室
内
で
は

着
け
て
、
屋
外
を
歩
い
て
い
る
と
き
に

は
外
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
接
種
を
こ
れ
ま
で

５
回
受
け
て
い
ま
す
が
、
６
回
目
は
ど

う
し
よ
う
か
と
迷
い
ま
す
。
と
に
か
く

、
個
人
の
判
断
で
決
め
る
こ
と
で
す
か

ら
周
囲
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
自
分

に
と
っ
て
一
番
良
い
と
思
う
方
法
を
決

め
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
な
ん

と
も
面
倒
な
世
の
中
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
他
の
感
染
症
に
か
か
ら
な
い
た
め

に
も
手
洗
い
や
う
が
い
は
習
慣
に
し
た

い
も
の
で
す
。
外
出
は
し
や
す
く
な
っ

た
わ
け
で
す
か
ら
天
気
の
良
い
日
は
、

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
す
る

の
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
坂
）

公
民
館
だ
よ
り
第
１
７
９
号
の
テ
ー
マ
は
「
祭
り
」
で
す
。

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

締
め
切
り
は
、10
月
12
日
（
木
）
原
稿
の
提
出
は
由
良
地
区
公
民
館
の
ポ
ス
ト
、

又
は
由
良
地
区
公
民
館
のe-m

ail

ア
ド
レ
ス
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

由
良
地
区
公
民
館  e-m

ail

ア
ド
レ
ス　yura@

axel.ocn.ne.jp

　

由
良
地
区
公
民
館
を
入
っ
た
正
面

に
「2022,4,7

由
良
駅
前
」
と
題
し

た
絵
画
が
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に

ミ
ッ
プ
ル
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
渡
辺
さ

ん
（
栗
田
小
寺
在
住
）
の
個
展
が
開

か
れ
て
い
ま
し
た
の
で
観
賞
し
て
い

ま
す
と
、
こ
の
絵
が
あ
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
昨
年
の
こ
の
時
期
に
写
生

に
来
ら
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
し
た
の
で
渡
辺

さ
ん
に
声
を
か
け
ま
す
と
「
私
た
ち

の
グ
ル
ー
プ
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る

の
で
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
個
展
の
代
表
作
で
も
あ
り
、

こ
の
絵
は
由
良
地
区
の
物
に
し
た
い

と
の
気
持
ち
か
ら
公
民
館
に
飾
っ
て

い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
安
く
し
ま

す
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
購
入
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

水
彩
画
で
す
。
是
非
、
鑑
賞
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

2022 年 4 月 7 日　由良駅前　　渡辺　和美

丹後由良駅前通りの桜　絵画
わたなべ   かずよし

令和5年7月発行 第178号（20）由良公民館だより


